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第一章　だって、私は勇者だから





　鋭く突き出した剣は、獣人のような魔モノの喉のど笛ぶえを貫き、その命を奪う。瞬間、魔モノの体内に残っていた魔力が光の粒子となり、私の剣の魔石へと吸収された。殺気を感じ、振り向きざまに剣を振るう。飛び掛ってきていた狼おおかみのような魔モノの頭部を粉砕する。魔力を刀身に纏まとわせているおかげで、何十、何百体と魔モノを屠ほふったが、剣が折れる気配はない。

　私にとってはこれが初うい陣じんだった。そして、勇者としての初めての仕事でもある。だが緊張はしていなかった。だって、私は勇者だから。

　近くの魔モノを一掃すると、次は闇やみ色いろの魔力の弾丸が、私に向かって飛んでくる。魔弾は、魔モノ達たちが最も好む攻撃手段だ。間断なく押し寄せる魔弾は、まるで横殴りの雨のようだ。避よけられない。そう判断すると、私は柄つかの魔石に意識を集中させた。私の意思により、取り込まれていた魔力が反応、光が私の周囲を覆い、弾丸を私に届かせない。魔力同士がぶつかり合っては弾はじけ、ぱちぱちと発光する中、私は駆け出す。左右に結った金髪が跳ねる。身体からだで風を切ってゆく。避よけられる弾丸は、避ける。それ以外は魔力で相殺した。そして敵陣に斬きり込む。あとは、さっきと同じだ。片っ端から倒し、倒し、倒す。

　明らかに、魔モノ達たちは戸惑っていた。あちらからすれば、私はただの少女にしか見えない。そんな少女ひとりに、千を超す魔モノの大軍が押されているのだ。魔モノは知らないから。私が勇者だということを。

　敵陣の最奥、東軍の指揮官たるオズドゥロイを私の碧へき眼がんがターゲットにした。人の身長の二倍、いや三倍はある骸がい骨こつ――オズドゥロイ。この魔モノの前ではそこかしこに転がる岩々も、小石のようにさえ見えた。圧倒的なパワーで、これまで幾多の城壁を破壊し、都市を蹂じゆう躙りんしてきた強力な魔モノ。間違いなくこの東軍のリーダー格。魔モノは他ほかにもまだ残っているが、こいつさえ倒してしまえば、この魔モノの軍隊は無力化されたも同然となるだろう。

　この巨体で二足歩行、となると、片足でも崩してしまえばバランスを失い戦闘不能となる。魔モノ達の攻撃を掻かい潜くぐり、私はオズドゥロイの懐ふところに飛び込んだ。振り上げた剣を、オズドゥロイの右足に、叩たたき込む。

　カン。乾いた音と、反動。怯ひるむ私。斬れ、なかった？　動揺。それを見逃すオズドゥロイではなかった。振るわれたオズドゥロイの持つ骨こつ塊かいが私の腹部にめり込む。身体が前屈みに折れる。次の瞬間には、もう荒地の上を五、六回転はしていた。無数の擦過傷ができ、腕や頬ほおから血が流れるが、何より腹部へのダメージが最も大きい。初めて受けた魔モノからの攻撃は、あまりにも大き過ぎた。

「ぁ、かは」

　衝撃で、肺の酸素は全すべて逃げ出してしまったのだろうか。激しくむせ、呻うめく。勇者としての冷静な私が、オズドゥロイの体表にある強い魔力による障壁と、体表の物理耐性の高さゆえに、剣を弾はじいたのだと理解するが、受けてしまったダメージは戻らない。麻ま痺ひしてしまったかのように身体は動かないし、激痛で私の意識はちかちかと点滅していた。そんな私に、影が落ちる。反射的に、目だけ上に向けた。オズドゥロイだ。汗が噴き出る。

　立たねば。

　立って戦わねば。

　でなければ、殺される。

「ぅ――ぐ」

　剣を杖つえのようにし、私は立ち上がった。私は勇者だ。勇者クロワだ。勇者は私だけ。私が死んだら、誰だれがこの世界を救うのか。やられるわけにはいかない。けど、冷静な私の勇者たる思考が、次の一撃は防げないと叫ぶ。かといって避ける体力もない。直立が限界だ。

　オズドゥロイが骨塊を頭上に掲げた。防ごうと、私は剣を構える。オズドゥロイと、目が合った。骸骨の頭部の、空洞の奥。揺らめく魔力の結晶が、私を嘲あざ笑わらっているように見えた。骨こつ塊かいが振り下ろされる。

　そしてその一撃は防がれた。

　私じゃない。少年だ。突如として私の目の前に現れた黒髪の少年が、オズドゥロイの一撃を防いだのだ。それも、たった一本の剣で。私は目を見開いた。たとえ先程のダメージがなくとも、あの一撃を耐えるなど、私とて不可能だ。――いや、防ぐのみではない。

「ハァッ！」

　弾はじき返したのだ。オズドゥロイに力で勝った？　その黒髪の少年の背中に、見み覚おぼえはなかった。一体何者なのか。浮かぶ疑問を投げかける暇は、なかった。少年はオズドゥロイの足元へ飛び込むと、見み惚ほれてしまいそうなほど流麗な弧を描きながら、青い直剣を横に薙ないだ。オズドゥロイの足は切断された。断たれた足の魔力は、光の粒子となり、私の剣に吸収される。はっと気づく。あの少年は魔石を、魔力を使っていない。もし魔石を持っているのならば、今の魔力は私の剣ではなく、オズドゥロイに肉薄している彼のものに吸収されるはずだからだ。一番近い魔石に、魔力は吸収される。

　片足を失ったオズドゥロイはその場に片かた膝ひざをついた。それでも巨漢以上の高さはあるが、黒髪の少年はその身長差をものともしない。跳躍し、空洞の眼前へと躍り出る。剣はすでに、振りかぶっていた。オズドゥロイも動くが、遅い。

　青い剣筋が煌きらめくのと爆音は、ほぼ同時だった。オズドゥロイの頭部は爆散し、ただの巨大な骸がい骨こつとなったオズドゥロイは、文字通り、その場に崩れ落ちた。魔力はやはり、私の剣に吸収された。

　着地し、少年は初めて振り向いた。珍しい顔立ちだった。黒い髪に、黒い瞳ひとみ。あまり鼻は高くなく、彫りは深くない。首都のある北や、この東の地ではあまり見ない顔の作り。着ている服も、首都のものなどとは様子が違った。身長は、低い私と比べると、高いというくらいか。成人はしていなさそうだ。

「大丈夫か？　勇者さん」

　少年らしい、軽さの残る声だった。

「まだ、結構敵も残ってるんだが」

　戦えるか？　と、尋ねたいらしい。私は、目に入ろうとする汗を拭ぬぐった。心臓が高鳴っている。血が身体からだを巡めぐっている。生きている。ならば、私は戦える。私は頷うなずいた。

　少年は、にっと笑った。そして前を向き、姿勢を低くし、駆け出した。速い。魔力のアシストもなしに、勇者である私と同等かそれ以上の速度で敵陣に突っ込む。私は一度大きく深呼吸をした。幸い、骨は折れていない。オズドゥロイももういない。ぐっと足に力を込める。身体が痛んだ。それは生きている証拠だった。走り出す。魔モノを倒すために。





　剣を左右に払い、刀身に籠っていた魔力を解いた。鞘さやに収め、黒髪の少年を向く。少年は私に背を向け、屈伸をしていた。オズドゥロイを倒した青い剣は、背に担がれている。

　残った魔モノの軍隊は、私達たちに勝てないと見ると、逃走し始めた。散り散りに逃げていく魔モノを仕留めるには、二人では少なすぎ、また私にもそこまでの体力が残っていなかったので、追い打ちをかけることはできなかった。

　だが、これで東軍二部隊のうち、片方を壊滅させたことになる。この周辺の都市はしばらく安全だ。今は、岩の裏などに隠れている魔モノがいないか、調べ終わったところだ。

「それで、あなたは？」

　私が声をかけると、少年は振り向いた。精せい悍かんな顔立ちだが、どこか幼さも感じられる。大人と子供の狭はざ間ま、そんな感じ。にっと笑うと、私のほうに近づいてきた。

「俺おれはアル。魔王を倒す協力がしたい」

　勇者の存在を、魔モノ達は知らない。が、この世界の人々は、私という勇者がいることを知っている。少し事情に詳しい者ならば、魔王を倒すために、東へと旅立ったことも知っているだろう。私も、とりたてて隠したりはしていないし、立ち寄った都市で色々と人から声をかけられたりもした。必ずや世界を救いますよう、だとか、勇者様の旅路に幸あれ、だとか、なんとか。仲間になりたい、協力したい、そんな風に言う屈強そうな男達も数多くいた。

　しかし、彼らの中で私より戦うことに長たけたものは一人もいなかった。手合わせをして、私に一撃をいれられた者はなく、私の一撃目を耐えた者もいなかった。足手まといはいらない。それに、魔王討伐など私一人で十分だ。だって、私は勇者だから。

　自うぬ惚ぼれ、だったのかもしれない。魔王どころか、その手下の魔モノなんかに、私は殺されかけた。オズドゥロイの、あの一撃。防いだ少年。強さは、証明されている。

　もちろん、それだけで仲間にするほど、私は軽率ではない。

「出身はエスカリエ？」

　と、私は尋ねた。私達の戦っていた荒地から、北に三キロほどの場所に、エスカリエという都市がある。昨日、私が宿泊した都市で、今しがた壊滅した魔モノの軍隊が、次に襲撃する予定だった都市でもある。

「いや、南のほうの、城壁もない小さな町さ。今はもう、なくなっちまったけど。俺は、なんとか逃げ延びて、ここにいる」

　南。この大陸の南半分は、魔モノの軍隊に制圧されてしまった。約三十年前、魔モノの住すみ処かである南端から始まった魔モノの軍隊の行軍。圧倒的な暴力で、数々の都市を蹂じゆう躙りんしてきた。近年、魔モノの軍隊は勢威を増し、このままでは十年と待たずに人類は滅びるだろうと言われている。

　そんなわけで、南は魔境とまで言われている。北にある首都育ちの私も、南に対する印象はそんなものだ。アルは、まさしくその南から来たのだという。

「戦うのは、得意なようね」

「そうでもないさ。まだまだだよ」

　この少年は、私より強い。首都を発たってから、私より強い者を見るのは初めてだった。名のある戦士を各地から首都に呼び集め、全すべて倒し、名実ともに最強となったから、私は魔王討伐の旅に出たのだし。しかし、先程の戦闘中、少年、アルの動きを窺うかがっていたが、力、瞬発力共に、私以上のものを持っていると思わせられた。強い。私の知る誰だれよりも。

「まあ、足手まといになると思ってたら、ここまで来ちゃいないよ」

　アルは、にっと笑った。自分の腕に、自信を持っているのだろう。

「俺おれからも質問いいか？」

　私は周囲を見渡し、生きている魔モノがもういないかをもう一度だけ確認する。荒地には、魔モノの死体が散乱しているが、どれも完全に息絶えている。

「どうぞ。帰りながら話しましょ」

　エスカリエに向かって歩き出す。だいぶ日も傾いてきたが、夕方頃ごろには帰れるだろう。アルも、私に並んで歩き出す。

「ええっと、初めにな。実は勇者さんの名前知らないんだ。どこにいるか聞き回ってたのに、すっかり忘れててさ」



    

  
    
      



    

  
    
      

　私としては、別に勇者と呼んでくれて構わないし、実際多くの人は私を「勇者様」とか、そんな風に呼ぶ。名前に愛着がないわけではないが、思えば名乗る機会は少なかった。ふと、八百年前の勇者も、その名前は記録に残されていないことに気づく。そんなものなのかもしれない。

「クロワよ」

　勇者は、八百年前にもこの世界に現れていた。魔モノに苦しめられていた時代、人と魔モノの争いを平定し、二度と互いに関かかわらないことを、当時の人の王と魔王に誓わせた女性だ。何分昔のことなので、残っている資料は少なく、彼女については不明なところが多い。世界を救った後、すぐに姿を晦くらませてしまったせいでもある。

　今、世は乱れ、人は魔モノに苦しめられている。そして、私は首都の大聖堂に現れた。私の記憶はそこから始まる。まあ、それは今は置いておこう。

「クロワ、ね。ありがとう。あとは、そうだな、これからどういう進路を取るとか、細かい作戦があるなら、それを知っておきたい」

　私は一瞬悩んだ。が、首を横に振った。二つに結った髪が揺れる。私がこの髪型にしているのは、数少ない八百年前の資料で、勇者がこの髪型をしていたからだった。

「まだ、仲間にするとも言ってないわ。今は話せない」

　細かい作戦は、実はない。国王からの命令は簡潔で、東側の魔モノの軍隊を迎撃し、大陸中央を北上する主力部隊にいる魔王に、背後から奇襲を仕掛け撃破せよと、そのくらいのもので、勇者の出発が隠されていないように、さほど機密性の高い情報ではない。とある都市では、住民全員で私の訪れを歓迎してきたところもある。おそらく、アルはそれ以上のことを知りたかったのだろうが、元々そんなものはなかった。けれど、何かある風に言っておいたほうが、今はいいだろう。

「だよなぁ……んじゃ、どうやったら仲間になれる？」

　返答に困る。仲間を作る予定は、なかった。だが、今しがたの戦いで、私は実力不足を痛感した。予想通り、私はそこらの魔モノには負けない。だが、勝てない魔モノもいる。そしてその私が勝てない魔モノに勝った少年がここにいる。奇襲を目的としているので、部隊を組織するような大人数で行動するわけにはいかないが、二人ならさほど問題にならないだろう。正直、願ってもない助力なのだ。だが、信頼をするには何もかもが早すぎた。

　結局、私はアルの質問に答えないまま、エスカリエに到着した。

　都市のトップである都市長ダンドンは、すでに魔モノ敗走の報を受けたらしく、城門の外で私を待っていた。見るからに上機嫌だ。鼻息を荒くしている。

「さすが勇者殿だ！　信じておりました。あなたなら、やってくださると」

　昨晩私が泊まった時は、不安そうな顔を隠しもしなかった都市長が、よく言えたものだ。といっても、彼の不安は危うく現実となりかけたわけだが。そう、アルがいなければ。私は隣にいるアルを見た。

　そこで都市長は、初めてアルに気がついた。

「彼は、どなたですかな？」

「……仲間よ」

　認めたわけではないが、ややこしくする必要もない。今はそう言っておくことにした。

「昨晩はお見かけしませんでしたが」

「遅れて到着して、さっき合流したの。実力は確かよ」

「そうでしたか。これはこれは、挨あい拶さつが遅れました。この街で都市長をやらせていただいている、ダンドンでございます。ささ、勇者殿、中へどうぞ。街中、お祭り騒ぎですぞ」

　都市長の言う通り、街の中は活気に満ちあふれていた。昨日までの、暗く重い雰囲気は、綺き麗れいに払ふつ拭しよくされている。彼らの頬ほおが赤く見えるのは、夕ゆう陽ひのせいだけではないようだ。

　もし私が負けていれば、この街はあの魔モノの軍勢に押しつぶされ、多くの人が死んでいたはずだ。魔王が復活してから、どんなに数を集めた人間の軍隊も、魔モノ達たちに勝つことはなかった。勇者といえど、無理かもしれない。そんな風に彼らは思っていたのかもしれない。だが、私は勝った。正確には私とアルが、だが、とにかく私達は勝ったのだ。

　無論、魔王が生きている限り、また、魔モノの軍隊がある限り、根本的な解決にはなっていない。遠回りでも、いずれこの街を侵略しに来るだろうから。けれど、この一勝は、彼らに十分な希望を与えた。この勇者なら、やってくれるかもしれない。魔モノ蔓延はびこるこの世界を救ってくれるかもしれない。先程ダンドンが言ったように。

　私もそのつもりだ。そのために私はいるのだから。

「おい、勇者様がいるぞ！」

　城門を潜くぐり抜けた私達を見つけ、一人の青年が叫んだ。街の住民達の視線が一気に私へと移る。どっと住人達は私へと押し寄せた。

「のわっ！」

　隣にいたアルは突き飛ばされ、人波の向こうに押し流されていった。

「さすがです勇者様！　千を超す魔モノの軍隊を倒してのけるなんて！」

「あなたはこの世界の救世主だ！」

「勇者に祝福あれ！」

「私の娘にも、勇者様と同じ名前をつけさせてもらいますわ！」

「私もどうかあなたの仲間に！」

「なんと神々しいお姿だ！」

　口々に彼ら彼女らは私を褒め称たたえた。あまりにもいっぺんに言うものだから、私はその半分も聞き取れなかったが。というか、その、これだけの人数に取り巻かれると、魔モノの軍隊以上の迫力がある。私はこういうことに慣れていなかった。おどおどとしてしまう。

「こら、お前達たち！　勇者殿がお困りになっているじゃないか！」

　都市長ダンドンのおかげで、なんとか彼らは落ち着きを取り戻した。恥ずかしそうに頭をぽりぽりと掻かいたりする者もいる。私もほっと一息ついた。押しつぶされるんじゃないかと思った。

　そこへ、よれよれになったアルが帰ってきた。

「なんか、戦闘以上のダメージを受けたんだが……」

　アルの片かた頬ほおに、くっきりと靴底の跡がついていた。どうやら転び、さらに誰だれかに踏まれたらしい。私はアルに同情した。ていうか、私のせいじゃないわよね？





　部屋に入ると、私は天井につけられている魔石に意識を集中した。昨日も泊まった部屋で、勝手はわかっている。電球が白く発光し、部屋を明るく照らした。広めで、清潔感のあるこの部屋は、都市の中心近くに位置し、重要な賓ひん客きやくのために作られた。様々な工夫がこらされ、電球はその一つだ。魔力を調整すれば、光量も簡単に操れる。

「まだ聞きたいことがあったわ」

「ん？」

　今はアルと二人きり。都市に入ってからは何かとダンドンがついてきたので、中々切り出す機会がなかった。ダンドンには、アルは仲間だと言ったから、あまりアルに初対面っぽい質問すると怪しまれただろうからだ。

　私はベッドに腰掛けてから、尋ねた。

「あなた、魔石は使ってないようだけど、その剣は一体何でできているの？　魔力で強化した私の剣でさえ、オズドゥロイは斬きれなかった。普通の剣なら、剣のほうが壊れるはずよ」

　これか？　とアルは背中を親指で指した。私は頷うなずく。今は鞘さやに隠れているが、青い刀身が印象に残っている。明らかに、ただの剣とは素材からして違うものだ。

「これは……あー、南にしかない素材でさ。こっちには取引とかで誰か来ないのか？　岩を砕くだいても折れない、曲がらないってことで、有名な鉱石なんだが」

「いえ、知らないわ。そんなに頑丈な素材があるなんて」

「そうなのか。採掘量が少ないから、こっちまで渡らないのかもな」

　そんなことはないと思うけど。私が育ったのは首都で、剣も首都の職人が作ったものだ。最高の人材、素材が使われているのは間違いない。剣に使われた魔石も、選えりすぐったものを使っていると聞いた。もしかしたら、アルの剣の素材より、私の剣に使った素材を選んだ理由があるのかもしれない。けれど、それを抜きにしても私が一度も見たことのない種類の剣があるとは。

「にわかには、信じがたいけど」

「て言われても、そういう事情にはあんまり詳しくないからなぁ」

　まあ、いい。今の剣に不満があるわけでもない。オズドゥロイを倒せなかったのは、私の力不足だ。

「にしても、驚いたな」

　アルは天井を見上げた。眩まぶしそうに目を細めている。電球を見て、呟つぶやいたようだ。

「驚いたって、電球のこと？」

「ああ。こっちに来てから見るのは初めてだ」

　電気について知っている人は少ない。電気自体は、雷などを見た学者によって、昔から研究されていたものだ。しかしどうやって生み出せばいいかわからなかった当時は、細かい性質などは解明できなかった。だから認知度は高くない。近年、万能のエネルギーである魔力によって生み出せることが判明し、この部屋の電球のように、ごく一部の人達たちは生活に取り入れられるようになったのだが、世間に広まるまではまだまだかかるだろう。

　電気についてはともかく、アルの言葉に引っかかるところがあった。

「こっちに来てから？　まるで、南には普通にあったみたいな言い方ね」

「お、おう？　いや、そういうわけじゃ。ほら、南はその魔力てやつの研究も盛んだったし、見る機会が多かったってだけさ」

　心なしか、早口。焦っているように見えた。

「あなた、南にいた頃ころは、何をしていたの？　あなたの強さにも、関係があるの？」

「それは……」

　アルは、急に押し黙った。目を閉じ、何かを考えている様子だ。私は腰を浮かせた。いつでも動けるように。

　アルは、命の恩人だ。けれど同時に、得体の知れない人物でもある。今、この部屋にはアルと私しかいない。この状況でいるのは、迂う闊かつだったか？　不安がよぎる。首都を発たつしばらく前、私の面倒を見ていたゼフィールという男に言われたことがある。もしかしたら、私の道程みちのりを阻はばむ者が現れるかもしれないと。

「お、俺おれは、魔モノを狩る仕事についてたんだ。魔モノは死んだら、体内に残っていた魔力が身体からだから抜ける。抜けた魔力は、近くに魔石があれば、そこに吸い込まれる。俺の剣に魔石がついてないのは、俺が斬きった魔モノの魔力を、回収用の魔石に吸い込ませるために、だ」

　アルは、南から来たと言っていた。そして、魔モノとの戦いにも慣れた様子、電気についての知識もある。確かに、それは納得できる理由だった。

「でも、魔モノの進撃が始まって、もう三十年経たつのよ？　この十年、二十年は特に魔モノの統率がとれ、勢力は増す一方。そんな中、魔モノを狩るなんて、できたの？」

「そりゃ、主力部隊に近づいたことは今までになかった。けど、魔王が復活するまでに集められた魔石の魔力じゃ、研究にしろ魔モノ対策にしろなんにしろ、少なすぎる。魔モノの軍団ができてからも、魔モノ狩りはずっと裏で続けられていた。たぶん、今も。魔力を集めた魔石は、魔力研究の聖地のカスケードか、首都に送られた」

　知らなかった。五十数年前、魔石が発見されてから始まった魔モノ狩りは、当時の魔モノの推定総数の、実に三割を削ったと聞いている。そして、魔王が復活してから、どれだけ魔モノ討伐隊を組んでも、生きて帰ってきたことはないとも。だから、魔王復活前に集めた魔力しか人間側にはなく、一部の裕福な者を除き、一般人はお目にかかることもできないはず。

　だが、貴重だ希少だとはよく聞いても、なるほど不足とは聞いたことがない。魔力は一種のエネルギーで、使えば減る。そしていずれ尽きる。にもかかわらず、一向に尽きないということは、魔モノ狩りにどれだけの成果があるのかはともかく、供給が続いているからということだ。

「なるほど。じゃあ、なぜ今はここに？　その仕事はどうなったの？」

　私は問い詰めた。アルの話が本当なら、アルは今も南にいるはずではないのか。なぜ私のところに来たのか。仕事は辞めてしまったのか。

　私が下から覗のぞき込むと、アルは一歩下がり、顔を横に背けた。それでも私が詰め寄ると、アルは、絞り出すように、話し始めた。

「都市が……」

「都市が？」

「俺おれが拠点にしてた都市が、魔王軍に襲われたんだ……。逃げるしかなかった。家族もいたが、そこで散り散りになっちまった。生きてるのかどうかもわからない。安全な都市まで逃げて、後悔した。俺には、戦える力がある。家族がちゃんと逃げるまで、足止めくらいはできたかもしれない。それで、勇者の……クロワの話を聞いた。償いが、したいのかもしれない。守れなかった家族への。魔王を倒す手伝いをすることで」

　私は、唾つばを飲み込んだ。問い詰めたことを後悔する。本人にとっては、辛つらい記憶に違いない。ここまで聞く必要はなかった。

「ごめんなさい」

　私は頭を下げた。この時代、南から来たと言えば、何か辛い過去を背負っている可能性が大きいと、予想ぐらいできたはずだ。無神経だった。

「いや、そんな、謝んなくていいって！　本当なら、自分から言うべきだったと思うし。自分のことも明かさずに、仲間にしろってほうが無理があった」

「でも」

「いいんだって」

　私の頭に、ぽんと手が乗せられる。大きくて、少しごつごつとした、男の子の手。温かい。私は、ゆっくりと顔を上げた。

　アルは、にっと笑っていた。先程までの翳かげりはない。

「できれば、魔王を倒す手伝いがしたい。魔モノの脅威を、一刻も早くなくすために」

　私は、アルの瞳ひとみを見た。空のように透き通った瞳の奥に、必ず成し遂げねばならないという使命感に燃える星が輝いていた。ゼフィールは言った。私の道程みちのりを阻はばむ者が現れるかもしれないと。けれど、少なくともアルは違う。それは確信できた。

　そこまで思ってなお、私はアルの申し出を受けることを渋った。そして、答えを出す間もなく、ドアがノックされた。ダンドンが、アルのために急きゆう遽きよ用意した部屋の準備が整ったことを知らせに来たようだ。

「それじゃ、おやすみ」

「ええ」

　私が短く答えると、アルはダンドンと共に部屋を後にした。ドアが閉められるのを見届けると、私はベッドに横になる。寝衣も用意されていたが、横になった途端疲れがどっと押し寄せてきて、着替える気力を奪う。アルのこと、魔モノ達たちのこと、魔王のこと。考えたいことはたくさんあったが、とりあえず一度眠って頭を休めよう。そう思って、天井の魔石に意識をやり、電気を消すと、眠りに落ちるのはすぐだった。



    

  
    
      
第二章　信頼の証





　石や窪くぼみを車輪が踏む度に、馬車に乗っている私と私の髪は跳ね上がる。だんだんと気持ち悪くなってきた。エミューへ早く着かないかと、山道を登り始めてから私はずっと考えていた。

　ふと隣を見ると、アルはこんな昼間から眠りこけている。よくこの環境で寝られるものだと呆あきれつつ、私は窓から馬車の外へ視線を移した。少し身を乗り出せば、深い谷が見える。反対側の山の斜面しか見えない寂しい光景よりは、見応えがあった。

「御ぎよ者しやさん、エミューまではあとどれくらい？」

「夕方には山を越えるので、到着は夜になるかと。十分魔力の入った電灯がありますので、夜でも明かりには困りません。安心してください」

「そう」

　結局、私はアルを連れてきていた。仲間として認めたわけではない。ただ、エスカリエに置いていくというのも、彼の事情を聞いた今となってははばかられた。判断は保留だ。

　今、私達たちが向かっているのは、エミューという名の都市だ。魔モノの軍隊は全部で五つ。西軍二部隊、東軍二部隊、そして魔王率いる中央軍。そのうち、先日撃破したのがオズドゥロイの率いていた軍隊だ。もう一方の東軍が進むルート上に、エミューは位置している。

　御ぎよ者しやはベテランで、馬車は魔石を利用した電灯付き。どちらもダンドンが用意してくれたものだ。彼には感謝しなければいけない。

　そういえば、私はアルにお礼の言葉の一つも言っていなかった。アルは命の恩人だ。たとえ口を開けて涎よだれを垂らしながら寝ていたとしても、恩人なのだ。うん、なんでこんなのに助けられてしまったのだろうか。私は少し情けなくなった。

　馬車の揺れも相まって、私は疲れていた。しばらくアルを見つめていたが、さすがに涎はだらしないと思って、ハンカチを取り出し、アルの口元を拭ぬぐった。そこでアルが突然目を覚ましたので、私はアルと至近距離で見つめ合う事となり、心臓が跳ね上がった。

「あ、あなたが涎を垂らしていたから、それを拭ふこうとしてたのよ！」

　事実を言っただけだが、妙に言い訳臭い物言いになってしまった。なぜか恥ずかしい。

　だが、アルの目に焦燥の色が浮かんでいるのに気づくと、私は真剣な表情に戻り、周囲に警戒心を張り巡めぐらせる。私にも、何かの音が聞こえてきた。馬車以外の、何かの。

「魔モノに狙ねらわれてる。馬車を止めろ！」

　アルの声で、御者は手綱を引く。私は窓の外から魔弾が飛来してくるのに気づき、咄とつ嗟さに魔力の障壁で馬車を囲む。が、最も速かった一発の魔弾が、馬車を横から撃ち抜いた。衝撃で馬車が横転する。馬の嘶いななき。私とアルは、狭い馬車の中もつれ合って倒れた。

「だ、大丈夫か？」

「ええ」

　魔弾は私達に直撃はせず、アルが下になってくれたおかげで、私に怪け我がはなかった。幸い、アルにも大きな外傷は見当たらない。這はうようにして馬車から出ると、御者も、かなり動揺していたが、どうやら無事だった。馬も、不思議と暴れず大人しくしていた。

　地響きがする。魔弾の来た方向へ顔を向けると、山道の、崖がけではないほう、右側の急斜面を魔モノ達が駆け下りてきているのが見えた。少なくはない。初めて見る魔モノでもない。オズドゥロイの残党であることは明らかだった。

　奇襲。それは私達が魔王軍にかけるはずの作戦。私達自身がかけられるだなんて、予想だにしていなかった。

「ひ、ひい！」

「だめ！　戻って！」

　魔モノの姿に驚いた御者が、逃げようと走り出す。私の制止は耳に届いていない。一般人の足では、魔モノからは逃れられない。案の定、御者は魔モノに先回りされてしまう。

　目の前に立ちはだかった仰々しい見た目の魔モノに、御者は腰を抜かしてしまった。助けに向かおうと私もアルも剣を抜き放ち、駆け出そうとするが、その魔モノは長く鋭い爪つめを御ぎよ者しやの首に当て、低いうなり声を上げた。静止しろ、ということらしい。

　奇襲に人質。私の予想以上に、魔モノは頭が回るらしい。私は苦虫を噛んだ。元々、魔モノ同士だからといっても、別種族間はコミュニケーションできるものではなかった。ちょうど、同じ動物だからといって、人間と狼おおかみが会話できないようなものだ。ある程度知能を備えた魔モノならば、身振り手振りでいくらかを伝えることはできるかもしれないし、僅わずかながら人語を解する魔モノも確認されているが、連携を取れるようなものではない。

　だが、別種族でも意思疎通を可能にする力を持った存在が唯一いる。それが、魔モノ達たちの統率者、魔王だ。全すべての魔モノの意思を理解し、全ての魔モノに意思を伝えることができる魔王がいるからこそ、魔モノの軍隊は成り立っているのだ。

　逆に言えば、魔王さえ倒せば、魔モノ達はまさに烏う合ごうの衆となる。のだが、

「どうするよ、この状況……」

　私達を取り囲んだ魔モノ達は、ゆっくりと私達ににじり寄ってくる。誰だれかが先走って飛びついてくるようなことはない。あくまで、全員で。襲い掛かってくるのも、同時だろう。

「勇者様」

　御者が、恐怖に歪ゆがむ顔から、声を絞り出して言った。

「どうか、どうかお戦いになってください。勇者様が倒された後、私が生きて解放されるとは思えません。あなたなくして、この世界に平和が訪れることはないのです。私のことは、どうかすでに死んだものとお考えに……」

「馬ば鹿か言わないで。必ず助けるから、じっとしてなさい」

　強がってみるものの、打開策はまだ思いつかない。その間にも、魔モノ達は距離を詰めていた。私達にあるのは、剣と、魔石の魔力。そして壊れた馬車と馬。魔弾を人質を取っている魔モノに放つことも考えるが、あの魔モノが御者の首を貫くほうが確実に速い。

「クロワ」

　アルに呼びかけられ、視線だけそちらに向ける。アルは、身体からだは魔モノ達に向けながら、かかとで背後の馬車を軽くこんこんと蹴けっていた。倒れた馬車で、何をしようというのだろうか？　――いや、

「あいつら、俺おれらから目を離そうとしないよな」

　私は頷うなずいた。アルの言わんとすることは、すでに理解していた。一か八か。私は目を閉じた。たぶんアルもそうだろう。馬車の前面には電灯が取り付けられている。その電灯にはめ込まれた魔石に意識を集中する。

　目を閉じたのを、私達の諦あきらめだと判断したのか、魔モノ達は一斉に飛びかかってきた。彼らには悪いが、私は魔王を倒すまで、戦いを諦めるつもりはない。だって、私は勇者だから。

　バチッという音がする。次いで破裂音も。魔力を全すべて電気に変換したせいで、電灯が電圧に耐えられなかったようだ。が、きちんと仕事はしたらしい。目を閉じててもわかるほどの閃せん光こうが、私の背後から放たれていた。

　私は目を開け、身体からだを逸そらした。魔モノの攻撃は空振る。適当に腕を振り回し、同士討ちしている魔モノもいた。視力は失われている。一時的だろうが、十分な時間が稼げる。すでに私は駆け出している。襲いかかってきた魔モノ全てを無視し、目指すは御ぎよ者しやのもと。

　疾走しながら、刀身に魔力を走らせる。御者を捕らえている魔モノとの距離は、もうない。剣を薙なぎ、その魔モノの腕をつけ根から吹き飛ばした。それとほぼ同時に、アルの剣が胴体を貫く。魔モノから溢あふれ出した魔力が私の剣に吸収された。振り向く。

　さすがにもう魔モノ達たちも、ある程度視力は回復しているようだった。しかし、彼らは一度私達に負けている。奇襲に人質、どちらも失敗した今となっては、彼らに勝ち目はない。背を向けたまま、今度こそ動かないでと言うと、御者は何度も頷うなずいた。

「倒すわよ。今度は、一体も逃さない」

　魔モノ達も逃走は諦あきらめたらしく、高らかに咆ほう哮こうを上げると、一斉に襲い掛かってくる。魔弾を障壁で弾はじくと、私とアルは駆け出し、攻撃を始めた。避よけ、受け流し、斬きり、突く。単純な戦闘において、私達の力は圧倒的だ。負ける気がしない。

　足元への魔弾の数が目立つ気がした。確かに、足を潰つぶされれば、戦局はかなり変わるだろう。私だって、オズドゥロイに対してもまずは足を狙ねらった。足は、陸上で生きる生物の大きな弱点だ。しかしそれも、攻撃が当たればの話。些いささか狙いが低すぎる。どれも一歩下がれば避けられた。そして私の剣は、的確に魔モノ達の急所を突いていった。

「これで、最後！」

　大おお熊くまのような魔モノを、剣で貫く。最後の悪あがきか、口から巨大な魔力の弾丸を放ってくるが、剣を抜きつつ身体を横に逸らし、かわす。魔モノと私の身長差が大きかったので、着弾は私の足元だった。地面が爆はぜる。大した威力だが、私は無傷だった。魔モノの体内に僅わずかに残っていた魔力が、私の剣に吸収される。戦いは終わった。地面に入るひび。そして、突然の浮遊感――

「え、」

　そう、浮遊感だ。私は浮いていた。下を見る。地面がなかった。砕くだけ、崩れていた。遥か下方に、荒れ狂う川が見えた。すぐに理解する。戦いの中、魔モノ達は巧みに私を崖がけ際へと誘導し、足場を崩壊させ、谷底へ落とそうとしていたのだ。近距離でも多く放たれた、あの足を狙った低すぎる魔弾は、正確には足ではなく、足元を狙っていたのだ。

　把握すると同時に、身体が重力に引かれ始める。川の荒れ狂う波は、遠目には幾千もの手が私に手招きをしているようだった。その手から逃れたくて、私は天へと左手を突き出す。腕が軋きしんだ。誰だれかが私の手首を握ったから。

「周り見て戦えって！　あっぶねえな！」

　アルだった。けれど、これで万事解決というわけにはいかない。かなり無理な体勢から助けに入った上に、アルがいる地面も崩れそうなのだ。私を引き上げようと踏ん張れば、重力に耐えられず地面が崩れ、二人共、谷へ落ちてしまう可能性が高い。どうすれば。

「こんな時のための魔力じゃねえのかよ！　なんかないのか！　浮くとか！」

　言われて、気づく。

「う、浮くのは無理だけど、風とかでアシストなら」

　魔力は、万能のエネルギーだ。火や、風や、電気など、様々なものに変化する。戦闘においては、魔モノもそうするように、純粋な魔力の塊として使用するのが最も効率がいいのだが。とにかく、他ほかの手を考えている時間もなさそうだ。アルの身体からだを支えている地面が少し崩れ、土の塊が砕くだけながら谷へ落ちていった。

「行くぞ？　せーのっ！」

　私は魔石に意識を集中し、風を起こす。下から押し上げられる感覚と、引き上げられる力の両方を感じ、身体が持ち上がる。けれど、地面に大きなひびが入るのを、私は見逃さなかった。だめ、なのか？

「う、おお！」

　地面が完全に崩壊する前に、アルは後ろに大きく飛とび退のいた。私の手を強く握ったまま。風のアシストを、私は消さない。抱きしめられる形で、地面に倒れる。なんとか、安全な場所まで戻れたようだった。

「……生きてるな」

「なんとか、ね」

　私は、転がるようにしてアルの胸を離れ、そのまま仰あお向むけになって空を見上げた。アルはどうだか知らないが、実を言うと私は、先程の緊張のせいか足に力が入らず、立てなくなっていたのだ。もちろん、恥ずかしいのでアルには教えない。

　青い空だ。山脈を登ってきたからか、空を近くに感じる。なんだか、不思議な感覚だと思った。直前まで戦っていて、正に死にかけた直後だというのに、悪い気分ではなかった。鳥の群れが通り過ぎる。心ここ地ちよい風が、肌を滑り、汗を乾かしていった。

「また、助けられたわね」

「ん？」

　オズドゥロイとの戦いと、今。勇者として旅立ち、初うい陣じんから、アルなしでは死んでいた。不ふ甲が斐いないと思う。実力も、経験も私には足りない。

「やっぱり、私一人じゃ、魔王討伐も難しいのかもしれないわ」

　もちろん、ひとりでできるという自負が、ないわけではない。しかし、自分への過信ゆえに、世界が救えませんでしたでは話にならない。より確実に世界を救うために、協力者がいるのは悪いことではない。アルなら、魔モノとの戦い方も熟知している。

「だから、あなたを仲間にしてあげてもいい」

　と、口に出してみるとえらく上から目線な物言いになってしまった。なんだか恥ずかしくなり、私は顔を横に向ける。頬ほおに熱を感じる。

　返事は、中々来なかった。だんだん不安になる。こんな弱い勇者じゃ、協力する価値もない、とか言われて、断られてしまうのではないかと思った。それは、とてもいやだった。

　我慢できなくなって、私は首を上げ、横目でアルのほうを見た。

　アルは、声を押し殺して笑っていた。頬から伝染したように、私の顔全体が真まっ赤かになった。また顔を背ける。

「な、なによ。仲間になりたいって言ったのは、あなたじゃない！」

「ああ、そうだったな。いや、悪い」

「で？　なるの？　ならないの？　どっちなの！」

　物音で、アルが立ち上がったのがわかった。そしてアルは、わざわざ寝転んでいる私を飛び越え、正面にやってきた。人懐っこい笑みを、私に向ける。

「おう、ならせてもらうよ。よろしくな、クロワ」

　そして、アルはかがんで手を差し出してきた。私が立てなくなっていることに気付いたのかと思った私は、「な、なによ」と返してしまう。どことなく拗すねた物言いになってしまうのは、なぜなのだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      

「なにって、握手だろ」

「あく、しゅ……？」

　聞きなれない単語だった。意味はわかるが、手を握ってどうしようというのだろうか。

「あれ、こっちではないのか……いや、なんでもねえよ。俺おれの住んでたところの、信頼の証あかしみたいなもんさ。わりとどこでも通じると思ってたんだけど」

　アルの住んでいたところ、というと南か。アルは手を引っ込めようとした。私は、剣からようやく手を離すと、そのまま手を差し出した。

「よろしく、アル」

　アルはちょっと驚いた顔をしたが、すぐににっと笑いながら、私の手をしっかりと握った。アルの血の流れを感じる。握手、悪いものではなかった。手を離すと、私は空を仰いだ。どこまで続いているのだろう、この空は。私の旅には終わりがあるが、きっとこの空には果てなどない。





　間もなく、御ぎよ者しやが駆け寄ってきた。

「すみませんすみません！　魔モノを見るのは初めてで取り乱してしまって」

　私は上体を起こした。そろそろ立てそうだ。魔モノは全すべて倒したはずだが、御者はまだ周りを警戒していた。忙せわしなく首を回している。

「いえ、無理もないわ」

　魔モノは、今や人間を超え、この世界の支配者となりつつある存在だ。恐れを抱くのも、無理はない。勇者である私や、戦い慣れたアルでも、油断していい相手ではない。

　むしろ、自分を顧みない御者に、私が驚かされたくらいだ。無事でなによりだ。

「それより、馬車は？　もう動きそうにない？」

「車輪も馬も、とりあえず無事なので、いくらか修理すれば、動くと思います。ただ、直すのに時間がかかるので、今日は、どこかで野宿することになると思います。電灯も壊れてしまいましたし」

「申し訳ないわ」

「いえいえとんでもない！　勇者様は命の恩人！　すぐに馬車を修理します！」

　御者がベテランと言われていた理由はすぐにわかった。魔モノ相手に取り乱していたのが嘘うそのように、テキパキと修理を進めていったのだ。緊急時の対応に慣れているのだろう。

　馬車が直るまで、私とアルは喋しやべっていた。

「私が王から預かった使命は、東軍二部隊を短期間で撃破し、中央軍の後ろをついて魔王を倒すこと。それ以上の作戦はないわ」

「うーん、噂うわさに流れてた通りなのか。もっと何かあると思ってたな」

「悪いわね。他ほかに何か聞きたいことは？」

「そうだな、魔王について、わかってることとか。みんな、魔王を恐れてるけど、実際にどんなやつなのかが見えてこない。クロワに会う前に色んなところで情報を集めてたけど、大抵、魔王の話を聞こうとしただけで嫌な顔をされたよ。結局、強いってことしかわからなかった。でも、それだけじゃないんだろ？」

　魔王。なるほど、確かに世間では、魔王は恐ろしい、というイメージばかり語られている気がする。その能力などについては、もしかしたら意外と知られていないのかもしれない。私は、首都で様々な資料をゼフィールや国王に提供されてきたから、魔王や魔力については十分な知識がある。何から話すべきか。

「そうね……それについて説明するには、魔王の誕生から話したほうがいいのかも。アルは、古いにしえの大戦は知ってる？」

「まあ、ある程度は。歴史は詳しくないから、概要程度だけどな。人間と魔モノが土地と力の覇権をかけて戦い合って、最終的に、当時の勇者が魔王に、これから先ずっと、人間との関かかわりを断つことを誓わせた戦いだ。確か、八百年くらい前」

「ええ。そしてその戦いまで、この世界には魔王も勇者もいなかった。それは知ってる？」

「……いや」

「じゃあ、そこからね」

　大戦以前、古代と言われる時代では、人間は魔モノという強大な存在に怯おびえながらも、息を潜ひそめるようにして何とか暮らしていた。しかし、農業の発達などにより、人口が急激に増加すると、魔モノから身を隠して暮らすには、土地が足りなくなった。それほどまでに魔モノが蔓延はびこっていたということでもある。今と違って魔石は発見されておらず、魔力という圧倒的な力の前に、人々は為なす術すべがなかった。

　けれど、遠距離でも効果的なダメージを与えられる投石器や、研磨技術の向上により生まれた鋭い刃を持つ剣や槍やりなどが、魔モノに立ち向かう力を人間に与えた。それが、古の戦いの始まりだった。

「戦局は、初めは人間側が有利に進んだわ」

「初めは、か」

「そう、魔王が誕生するまでよ」

　魔モノ単体は、それほど恐るべき存在ではない。一対一でなら勝ち目は薄いが、人間は連携を得意としていた。数で勝れば、無傷で倒すこともできた。それに対して魔モノは、種族にもよるが、強い力を持つ魔モノほど、群れるのを嫌っていた。魔モノ狩りの風潮は大陸全土に波及し、魔モノは一気にその数を減らしていった。

　だが、そんな流れに危機感を持った魔モノ達たちも多くいた。魔力を持つ者同士が、結託しなければならないと。しかし、魔力を持っていたからといって、別種族の魔モノは互いにコミュニケーションが可能なわけではなかった。言語という文化を持つ魔モノ自体、かなり少数派だった。

　そこで生み出されたのが、統率者たる魔王だ。

　魔力とは、意思に反応するエネルギーだ。魔王とは、端的に言ってしまえば魔力の塊で、ある特定の方向性を持った魔力を受け取ること、あるいは送信することに長たけてた者だ。その魔力に意思、言うなれば自分の伝えたいことを乗せて魔王に送ると、それを魔王が魔モノ全体へと送信してくれる。言語を超えた、意思間のやり取りなので、齟そ齬ごがなく、また伝達も速い。人間以上のコミュニケーション能力を、彼らは手に入れたのだ。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。魔王って作られたのか？　どういうことだ？」

「あら、それも知らなかったのかしら。魔王はね、魔モノ達たちの統率者でありながら、魔モノじゃないのよ。なんて呼べばいいかわからないから私達は魔王と呼んでいるけれど、魔モノ達は確か、レインドロルと呼んでいる、と当時の資料には書いてあるわ」

　魔王レインドロル。勇者である私が、倒すべき存在。魔力を持つ者ならば、空に生きる魔モノ、陸に生きる魔モノ、水に生きる魔モノ、大きかろうが小さかろうが、強かろうが弱かろうが、どんな魔モノとでも対話できる。恐るべき能力だ。その力ゆえに、八百年前、人間は滅びかけた。

「なるほど、大体わかってきた。力もあって、連携が取れるようになったら、そりゃあ太刀打ちできないな」

「ええ、絶望的な状況だったわ。勇者が現れるまではね」

　魔モノの反撃に、為なす術すべもなく人間が踏み倒されていった時、勇者は突然現れた。金色の髪を二つに結った少女、私に似た外見だったらしい。というより、私が彼女に似ているのか。資料によると、当時から出自は不明、世界を救った後は、忽こつ然ぜんと姿を消してしまった。謎なぞに包まれた、最強の戦士。それが勇者だ。

　彼女はたった一人で各地の魔モノを撃退しながら、魔王を追い込んでいった。そして両者は戦いを始めたが、決着は中々つかなかった。魔王は、魔モノとは違った存在、魔力の塊だ。だから、いくら倒されようとも、魔力が尽きない限り、何度でも蘇よみがえる。戦闘は三日三晩続いたという。

　先に折れたのがどちらだったのかは、様々な説がある。体力に限界のある勇者か、このままではじり貧だと感じた魔王か。ともかく、そこで両者は和解することとなった。

　魔モノは南端の一部の地域にのみ暮らし、人間と魔モノは互い干渉しあわない、また人間にとって脅威であるレインドロルはその力を封印し、眠りに就くなど、主に、このような盟約が交わされたという。その後勇者は、現れた時と同様に、突然姿を消した。

　以後八百年、人間と魔モノは関かかわりを持たず、平和に暮らしてきていた。

「それで、三十年前だな。再び争いが始まったのは」

「争いの種が蒔かれたのは、五十年前ね」

「魔石の発見、だな」

　さすがに、魔力を集める仕事をしていたというだけのことはあるのか、そのあたりの事情には詳しそうだった。

　魔石とは、魔モノの持つエネルギー、魔力を吸収し、利用可能にできる特別な鉱石だ。半透明で、蓄えている魔力によって色が変化する。その鉱石の発見は、ほんの偶然だった。

　互いに不可侵といっても、たまに人間が魔モノの住すみ処かに迷い込んでしまったり、その逆もまた南部ではままあることだった。魔石が発見された五十年前も同じで、魔モノが人里近くの鉱山にまでやってきてしまったことそれ自体は、特別珍しいことではなかった。

　問題は、魔モノが迷い込んだ鉱山が崩れてしまったこと。そして、そこがのちに魔石と呼ばれることになる鉱石のある山だったことだ。

　半透明の石は、触れる者に不思議なエネルギーを感じさせた。研究者達たちの目に留まったその石の分析は急がれた。

　研究は進めるため、八百年前の魔モノとの契約を破り、しかし魔モノ側にはそうと悟られないように、魔モノは狩られた。そして、ある鉱石――当時は名前も与えられていなかった石には、空中に霧散した意思のない魔力を吸収する性質があることが判明し、また魔力が、魔モノだけでなく人間の意思にも反応することを見つけ出した。

　かくして、人間は魔力を扱う技術を手に入れた。すると、我先にと魔力を手に入れるために魔モノを狩る者達が南部に続出した。国家もそれを後押しした。その頃ころには、もう魔モノを殺すことを隠すことすらしなくなっていた。

　魔モノは、なぜ自分達が攻撃されているのかわからなかった。けれど、人の攻撃が激しくなると、すぐに魔王の封印を解いた。人間は、こちらも魔力を扱えるのだから、勝機はある、と思っていたのだが。

「それで、この現状よ。手も足も出ず、大陸の半分は魔モノの制圧下」

「絶望的だな」

　だけど私がいる。勇者である私が。私は毅き然ぜんとして返した。魔王は必ず倒すと。

「私は、そのために生まれてきたから。世界は私が守るわ。魔モノになんて、負けない」

「おう。さっさと魔王も倒しちまおう」

　アルは、にっと笑う。自信に満ち溢あふれた瞳ひとみだ。心強い。



    

  
    
      
第三章　花飾りの勇者





　目を細める。噴水から飛び散った水しぶきが、顔に当たって心ここ地ちよい。アルと歩きながら周囲を見回すと、交差点となっているこの広場の噴水を中心に、涼みに来ている人達たちや、買い物帰りと見える人、若い男女のカップルなどが目に付いた。凝ったデザインの水道の蛇口から、喉のどを潤す少年もいる。噴水に飛び込んだのだろうか、その身体からだはずぶ濡ぬれだった。

　エミューは、別名「水の通り道」と呼ばれる都市だ。私達が越えてきた山脈の麓ふもとに位置し、山脈から流れ込む河川とその水圧を利用した水道で有名だ。上下水道が整備され、街の至る所に噴水や水路がある。水はそのまま飲むこともできるし、基本的に自由に使用していいことになっている。城壁の外には田園が広がっているが、魔モノの軍隊が進撃してきているので、今は皆城壁の内側にいる。

「確か、魔モノが攻めてくるのが、最速で日暮れくらいだったっけ？」



    

  
    
      



    

  
    
      

　アルは日光を求める植物のように背伸びをした。私はしゃがみ、噴水の水で手を濡らす。手の甲で跳ねる水が、太陽の光を反射してきらきらと輝く。

「都市長は、そう言ってたわね。大型な魔モノが多いらしいけれど、数自体はオズドゥロイの軍よりも少ないみたい」

　エミューの都市長にはもう会い、魔モノの動向は聞いていた。

　この街を流れる大河川は、南へと流れている。この大河川の恩恵を受けているのはエミューだけではなく、多くの都市がこの大河川沿いで発展をしてきた。が、現在この大河川沿いにある都市はエミューしかない。全すべて潰つぶされてきたのだ、魔モノの軍隊に。

　不思議な事に、この河川沿いにあった都市で、魔モノに襲われてから逃げ延びることに成功した人は誰だれもいない。ついに、残ったのはエミューだけだ。

　河川沿いではない、この東軍に襲われた都市の生き残りが証言するには、オズドゥロイの軍隊がそうしていたように、大型の魔モノが城壁を破壊し、都市内部に侵入、そして虐殺を開始する、力に任せた強襲作戦だったという。おそらく、この部隊は河川の近くだけで使える作戦を持っているのだろう。一人たりとも逃さない、そんな作戦を。

　どんな攻撃をしてくるのかわからない。戦闘の準備を整えた後は、すぐにこの街を出て、こちらから攻撃を仕掛けるつもりだった。

　噴水の水をすくい、簡単に顔を洗う。野宿には慣れていなかったので、僅わずかに眠気が残っていた。顔を振り、水気を飛ばすと、だいぶさっぱりした。

「それと、クロワ」

　アルが、顔を寄せ、急に小声で私に語りかけた。真剣な声音だ。私は頷うなずいて返す。

「ええ、気づいてるわ」

　エミューの都市長と会い、別れてから、誰かに尾行されていることに、私は気づいていた。数は一人。何者かはわからない。適当に角を曲がったり、同じ道を回ったりしてみたが、離れる様子もないし、私達たちを狙ねらっているのは間違いないだろう。魔王討伐を阻はばむ者が現れるかもしれないという、ゼフィールの警告を思い出す。

　私とアルは頷き合うと、そっと私だけその場を離れた。尾行者は、私についてきている。適当に街中をうろつき、人ひと気けのない路地に入る。そのままいくらか歩き、そろそろか、と思っていると、私の後方で、男の低い呻うめき声が聞こえてきた。

　私は振り向き、来た道を戻る。アルに組み伏せられた男が、そこにいた。濃い赤色の髪を乱し、必死に抜けだそうともがいていたが、私が姿を見せると、抵抗するのをやめた。

「あなたは誰？　どうして私をつけていたの？」

「…………」

　男は戸惑っていた。目が泳いでいる。中々口を開こうとしない。アルは押さえつける力を強めた。呻く男の耳に、アルはそっと囁ささやいた。

「このまま関節を外して、この路地に置いていけば、しばらく誰もお前を見つけられないだろうな。せめて餓死する前に見つけられることを祈ってるよ」

　さすがに誰だれにも見つけられないということはないだろうが、脅しとして十分な効果はあったらしい。男は顔面蒼そう白はくになり、呻うめくのも忘れ、息を呑のんだ。男は私を見上げ、言った。

「あ、あなたは勇者様ではありませんでしたか？」

「ええ、私が勇者だけれど。それで、あなたは何者なの？」

「なぜ、勇者様が私にこのような仕打ちを、痛っ」

「お前が何者かをこっちが聞いてるんだ。早く言え」

「いいい、言います！　言いますから！　少し緩ゆるめてください！」

　アルは私を見た。

「いいわ。緩めてあげて」

　解放したわけではないが、男は安堵したようだ。少しの間をおいて、男は話し始めた。

「私は、勇者教の者でして。都市長と話されているのを見て、もしかしたら勇者様ではないかと……」

「勇者教？」

　アルの疑問に、私が答える。

「首都を中心に広まっている宗教よ。半ば歴史の海に埋もれていたけれど、三十年前の魔王の復活と、二年前に私が現れたことで、一気に信者を増やしたわ。で、なんでこそこそと尾行なんてしたの？　何か話があるなら、堂々と聞きに来ればいいわ」

　旅の途中に訪れた中に、都市長含め住民全体で私を迎えてくれた都市があったことを思い出す。あの都市長も勇者教信者で、色々なことを尋ねられた。

「ゆ、勇者教では以前から、勇者を神とする説、人とする説、精霊とする説など、色々な論議が交わされていたのですが、勇者様がご光臨なさってから、更に色々な解釈が叫ばれ……。兎とにも角かくにも、今この世界にいる勇者様を勇者様とし、物であれ人であれ、それ以外の何かを勇者と崇あがめることを固く禁じておりまして。も、もしあなた様が勇者様ではないのに、そうだと思って私が話しかけてしまっていたら、私は厳たる処罰を受けることになってしまうので、どうしても確証が得られるまでお声をかけづらく……」

　私は溜ため息いきをついた。どうやら、こちらに何か危害を加えるつもりがあるわけではないらしい。アルに言って、解放させる。男は頭を地面に擦りつけて何度も謝った。

「誤解を招くような行動を取ってしまい、誠に申し訳ありません。で、ですがもし私の勘違いで話しかけてしまった場合……」

「さっきも聞いたわ。ほら、立って。私も悪かったから」

「いえいえ勇者様に落ち度など一つたりともありはしません！　全すべて私が」

　延々と喋しやべり続ける男に、私は頭を抱えた。私はあまり、勇者教の人間が好きではない。私は勇者で、それ以上でもそれ以下でもないのだが、やたらと彼らは、勇者の本質は何かだとか、勇者がどうこうだから、自分達たちはこう行動しなければならないという規律を決めたりだとか、規律を守らない者に救いは与えられないだとか、そんなことをのたまっている。そして自分達の決めた勇者という枠を、無理矢理私に嵌はめようとしてくるのだ。

　私は男の謝罪を遮さえぎって、尋ねた。

「わかったから。それで、何か用があるの？」

「いやはやもう勇者様のお顔を拝見し、その声を耳で捉えられましたら、もう私は感動ですぐに昇天しても何の後悔も残すことなくこの世を去ることが」

「用がないなら、もう行っていいかしら。魔モノが近づいていること、知らないわけじゃないでしょう？　魔モノは必ず倒すけれど、何があるかわからないわ。避難する準備もしておいたほうがいい」

「は、はい！　勇者様の旅路に祝福のあらんことを！」

「ええ、ありがとう」

　男は両手を胸の心臓部に重ね、腰を折って頭を下げる。勇者教の挨あい拶さつだ。ちなみに私はそんな挨拶をしたことはないし、八百年前の資料でも、勇者がそんな挨拶をしたという記録も残っていないが。とにかく彼らはこの挨拶を好む。

　戦いの前に、余計な体力を使ってしまったと思いながら、私とアルはその場を後にした。

　再び表通りに出る。日差しは強いが、そこかしこにある噴水のおかげで涼しい。一応警戒していたが、もうあの男が追ってきている気配はなかった。

　若干空腹を感じる。山道で足止めをくらい、到着時刻がかなり遅れてしまったので、この街に来るまで食事をとる暇もなかった。魔モノと戦うのに、お腹なかが空すいて力が出ないなんていうのは笑えない。

「そうだな、なんか食べるか」

「ゆっくり食べてる時間はないけれどね。魔モノの軍隊と接触するまでにどれくらいかかるかわからないし、移動中に食べられるよう、いくらかパンも買っておきたいわ」

　お金は、使い切るのも一苦労しそうなほどポーチの中に持っている。王に旅立ちの際にもらったものだが、首都を出てから減る気配がない。まあ、お金などなくても、都市長に言えば食事も寝床も、その他ほかの必要なものは取り揃そろえてくれるし、実際このお金を使って宿を取ったことはほとんどない。

「あの」

　声をかけられたのは、飲食店を探して何度か角を曲がり、噴水のある広場に出た時だった。さっきの勇者教の男の件があるので、警戒しながら声のしたほうに振り向くが、そこにいたのは普通の少女だった。私よりも、ずっと幼い。たくさん花が入った籠を抱えている。少女の後ろにはいくつもバケツがあり、少女の抱える花の何倍もの数の花が挿されていた。周囲に甘い香りを振りまいている。

「お花はいりませんか？」

　どうやら、そこは花屋らしい。店の奥には彼女の母親と思おぼしき女性が、こちらを向いて微笑ほほえんでいる。

　少女は上目遣いでこちらを見ている。いじらしく小指をもじもじとさせながら。

「いりません、か……？」

　アルが、肘ひじで私をつついてきた。

「買ってやれよ、少しくらい」

「だめよ。買ってどうするのよ。魔王を倒すために必要ないわ」

　お金には余裕がある。しかし、それが無駄遣いをしていい理由にはならない。一刻でも早く世界を救うために役立てなくてはいけない。私はその場を離れる。アルは少し戸惑っていたが、

「ごめんね！　こいつケチでさ！」

　それだけ女の子に言い残し、私の後を追ってきた。

「誰だれがケチよ。しかも、勇者の私に、こいつだなんて」

「はいはい、勇者様はご立派で」

　なんだか急に反抗的になったアルだった。何か言い返そうと思ったが、アルのことを見ると、少し寂しげな表情をしていて、つい口を閉ざしてしまった。仕方がないので、前を向いて歩き始める。

　見つけたパスタ屋に入り、料理の注文をする。その時、私の注文の後に、同じのを、と店員に言うまで、アルは口を閉じていた。しかし、再び黙り込んでしまう。

「ねえ、なんで黙ってるのよ」

「……ん？」

「私、機嫌悪くするようなこと言ったかしら」

「え？　あー」

　アルは、頭をぽりぽりと掻かくと、言い訳するように、言った。

「いや、悪い。昔のことを思い出してただけさ。機嫌悪くなんて、してないぜ」

　花くらい買ってやれよとは思ったけどな、と、アルは笑って付け足した。

「昔？　……て、聞かないほうがいいわよね。ごめんなさい」

　南出身のアルは、家族の安否もわからない状態だ。また、無神経な質問をしてしまった。

「気にすんなって。俺おれは、生きてるって信じてるから」

　今度は、私が黙ってしまう番になってしまった。やってきたミートソーススパゲティを、フォークに巻きつけるが、口元まで運べない。

　対照的にせっせと食べていくアルが、今度は先に口を開いた。

「もしかしたら、もう家族に会えないんじゃないか。そう思うこともよくあるよ。でも、俺おれは諦あきらめないって決めた。だから、魔王を倒す。クロワはそれに協力してくれるんだろ？」

　私は、いつの間にか下を向いていた顔を持ち上げた。力強く輝くアルの瞳ひとみを見ていると、くよくよしている私が、なんだか馬ば鹿かみたいに思えてくる。私は、アルを見つめ返した。アルの強い意思に負けないように。私は勇者なのだから。

「訂正しておくけど、私があなたを手伝うんじゃないの。あなたが私を手伝うの」

「おう？　まあ、俺はどっちでもいいけど。結果は同じさ」

「ま、そうね」

　魔王を倒す。わざわざ確認するまでもなく、私達たちは同じ目的で動いている。改めてそれを感じると、仲間がいるということの心強さを感じた。

「さあ、さっさと食べちまおうぜ。ゆっくりしてる時間はないんだから」

　間違いない。魔モノは河川沿いでの何らかの戦法を持っている。先手を取るために、早く行動を起こさねば。私達二人は、掻かき込むようにスパゲティを食べ終えた。

　会計をする時に、店員がアルを見てくすりと笑った。私もアルを見ると、頬ほおにトマトソースがついていた。しかもアルは気づいていない。なんだか私が代わりに恥ずかしくなってしまい、咄とつ嗟さに人差し指で拭ぬぐってしまう。けれど今度は私の指についたソースをどうすればいいかわからなくなり、でも悩んでる暇はなくて、気づけば自分の指を咥えていた。

「え？　もしかして、なんかついてた？」

　アルはきょとんとした顔で、どうやらようやく気づいたようだった。私は今更ながら、自分のとった行動が恥ずかしくなり、勘定台にお札を叩たたきつけると、アルの手を引いて店の扉を出た。

「お釣りはいらないから！　美お味いしかったわ！　ごちそうさま！」

　扉に取り付けられたベルが、挨あい拶さつ代わりに音を鳴らした。

「いやぁ、恥ずかしかったな、はは」

「はは、じゃないし、恥ずかしかったのは私のほうよ。もう、全まつたく」

　私は本人に向かって愚痴をこぼしながら歩いた。けれど実は、口で言うほど怒ってはいなかった。自分の中の妙な感情を、悟られたくなかったからかもしれない。

　私達は適当にパンを買うと、出発する準備を整え、南側の城門に向かった。日はすっかり高く、正午を過ぎた頃ころだ。街に被害の及ばないところまで、十分間に合いそうだ。

　門番の兵士には、都市長を通じて話を通してある。門を出ると、少し離れたところに河川が見えた。この河川沿いに歩いていけばいずれ魔モノの軍隊とぶつかるだろう。そう思いながら、ほんの少し歩いた頃、複数の黒い何かの塊――魔力の弾丸が、私達を襲った。

　私は魔力の障壁でそれら全すべてを防いだ。来るとわかっていたわけではないが、二度も奇襲を許すほど、私はお人好しではない。けれど、

「まずいことになったな、こりゃ」

　苦い表情をするアル。してやられたと、私も思う。

　大河川から陸へ、ぞろぞろと魔モノ達たちが這はい上がってくる。報告に受けていたような大型の魔モノはいない。魚人、という表現が似合いそうな魔モノ達。もう、この軍隊の戦略はあらかた想像できた。

　報告が間違っていたわけではないだろう。おそらく大型の魔モノは、後方にきちんと存在するに違いない。この部隊は、二手に分かれているのだ。水中を移動し、人々が逃げる前に都市を囲む魔モノ。そして、城壁を破壊し街を蹂じゆう躙りんする魔モノ。後者の魔モノが到着する頃ころには、すでに街は完全に包囲されているというわけだ。だから、河川沿いの都市には、誰だれ一人として生き残りがいない。

　私とアルは、城門の内側へと駆け戻った。

「みんなに告げて。魔モノがすぐそこに来てる。水路には近づかず、家から絶対に出ないで。それと、水門を全部閉めるように」

　早口で用件を告げると、兵士は急いで警鐘を鳴らし始めた。耳をつんざく鐘の音が、辺りに鳴り響いた。

「魔モノ襲来！　魔モノ襲来！　住民は速やかに安全な場所へ避難せよ！　なお、水路には近づかないよう！　水門管理者は、直ただちに門を閉じよ！　繰り返す！　魔モノ襲来、魔モノ襲来――」

　警鐘は、都市の中の別の場所でも鳴らされ始め、鐘の音の嵐あらしが都市を覆った。そんな中、悲鳴が聞こえた。ここからあまり離れていない場所のようだ。

　遅かったか――だが、今は後悔している時ではない。

「行きましょう！」

「おう！」

　逃げる人の波に逆らって、騒ぎが起きている広場に駆けつけた。袋ごとパンを置く。酷ひどい有様だった。石畳はめくれ上がり、地下水道の水が溢あふれ出している。複数体の魔モノが、すでにいた。外の魔モノと同じ、鱗うろこで身体からだを覆った、水陸どちらも適応できるだろう形態の魔モノ。逃げ惑う人達に向かって魔弾を放とうとする魔モノに気づき、私は剣の柄つかに手を添え、障壁でそれを打ち消した。

　河川から、地下水道へ。内と外から攻める。籠ろう城じようすら許さない。徹底的な魔モノの戦略に、私は息を飲んだ。もっと早くに気づき、水門を閉めていれば、街への侵入は許さなかったかもしれないが……まだ都市内部に侵入した魔モノが少数であることを祈るしかない。

　広場には、倒れている人もいる。血を流し、呻うめき声を上げる者、意識のない者、男に女、子供も大人もいる。

「アル、街の人達の避難をお願い」

「わかった。一人で相手できそうか？」

「できるわ」

　剣を抜き放ち、私は駆け出していた。一気に間合いを詰め、まずは一体目。オズドゥロイのように高い硬度があるのではないかと思ったが、魔力を通した剣は、容易たやすく魔モノの肉体を斬きり裂いた。魔モノから溢あふれた魔力が柄つかに吸い込まれる。同時に、横から別の魔モノが両手で組んだ拳こぶしを振り下ろしてくる。反応速度は悪くはないらしい。だが、遅すぎる。一歩で避よけ、その身体からだを貫いた。

　同じペースで、次々に魔モノを屠ほふっていく。この魔モノ達たちは、戦闘力に長たけた種族ではない。もちろん、魔力という強力な武器がある以上、ただの人には太刀打ちできないだろう。だが、私になら殲せん滅めつできる。

　広場にいる魔モノは、あと一体。直前に倒した魔モノから剣を抜きながら振り向くと、地下水道に逃げ込む魔モノの足だけが見えた。逃げられた？

　そう近くない場所で、また悲鳴の渦が生まれた。魔力で強烈な追い風を作り、その場所へと向かう。噴水がある、今日通った広場だ。だが、前に通りがかった時とは、全まつたく違う様相だった。先程の広場と同じく、石畳は砕くだけ、魔モノが人々を襲っていた。小さな魔弾を放ち、遠くの魔モノもこちらに注意を向けさせる。

　広場の端に、逃げ遅れた一組の親子が見えた。見み覚おぼえがあった。辺りに散乱する花弁を見るまでもない。花屋を営む、母と娘だ。少女のほうに意識はないようで、母親が彼女を抱きかかえ震えていた。魔モノも気づいたらしく、殺そうと駆け寄る。私はその間に割り込み、襲いかかってきた魔モノに斬りつけた。

「大丈夫!?　魔モノの攻撃を受けたの!?」

「い、いえ、警鐘を聞いた後、逃げる人達に押し倒されて、それで……」

　見たところ、この広場に他ほかに人はいない。警鐘のおかげで、逃げ始めるのが早かったのだろう。しかし、こんな小さな少女を押しのけてまで逃げるなんて。だが、怒りの矛先を向けるべきは魔モノ達だ。

「この店に裏口は？」

「あ、あります」

「じゃあ、早くここを離れて。ここは必ず私が食い止めるから」

　頷うなずいているのか震えているのか、母親は何度も頭を縦に振ると、店の奥へ消えていった。

　私は魔モノ達に向かって叫んだ。

「あなた達はどうやらこの街を包囲して、私達を閉じ込めたつもりになっているのかもしれない！　でも残念ね、追い込まれているのはあなた達よ！　なぜならここには、勇者クロワがいるんだから！　ここで私を倒さなければ、いずれあなた達の軍隊は滅ぶし、魔王もこの世からいなくなるわ！」

　人語を解する魔モノは、いないようだった。が、魔モノ達は「勇者」という単語に強く反応を示した。引きつけることには成功したらしい。逃げる人達たちを追う様子はなくなり、その場にいる全すべての魔モノが私を注視している。そして広場に開いた各所の穴から、ぞろぞろと魔モノが増えてきた。新たに穴を開けて出てくる魔モノもいる。すぐに、広場は魔モノで埋め尽くされた。今地上にいる以外にも、まだ地下に多くの魔モノの気配を感じる。

「さすがに、骨が折れそうね」

　どうやら、私が予想していた以上に、魔モノは都市に侵入していたようだ。

　同時に放たれる魔弾の弾幕を、障壁で打ち消す。魔力同士の相殺で生まれる瞬またたきの中から、三体の魔モノが飛びかかってきた。下がるか？　いや――踏み込む。

　剣を前に突き出し、突進をもって私は返した。正面の一体を串くし刺ざしにして、左右の攻撃は前に出てかわした。左右の魔モノは、攻撃が空振ると即座に伏せた。私の両りよう脇わきと、串刺しにしている魔モノの背中に、魔弾が打ち込まれる。重い衝撃が伝わってくるのを感じて、素直に下がって避よけて障壁を張ったほうがよかったかもしれないと思った。

　魔弾の第二射をやり過ごした私は、刺した剣を魔モノから抜く。左右の魔モノが足元を狙ねらって腕を伸ばす。私は右に跳び、着地と同時に足元にいた魔モノの首を貫いた。立ち上がろうとするもう一方を斬きろうとするが、それより速く別の魔モノが迫っていた。真っ二つに斬り裂く。仕留めそこねていた魔モノも一ひと薙なぎし、倒す。

　私には勝てない。魔モノ達はそのことに気づいたのか、地下水道に自分達が開けた穴から逃げようとし始めた。黙って見ているつもりはない。放たれる魔弾を打ち消しながら、追い打ちをかけていく。だが、数が数なので、かなりの魔モノが地下水道に逃げた。元から地下にいる魔モノの数も含めれば、まだまだ敵は多い。

　魔モノ達は、撤退したわけではなかった。穴から上半身のみを出し、私に魔弾を放ってくる。横に飛んで私はかわした。後ろで露店が破壊される。放った魔モノに近づこうとすると、魔モノは地下水道へ逃げていった。

　すぐに私は防戦一方になった。魔モノは攻撃をするとすぐに地下水道へ逃げる。決して私の近くの穴からは顔を出さない。それでも何体かを倒したが、これではいつまでかかるかわからない。こうしている間にも、大河川を大型の魔モノが北上してきているのだろう。こんなやつらに、手こずっているわけにはいかない。

　地下水道から魔モノを外に出す手段、あるいは地下水道内の魔モノに直接攻撃を仕掛ける方法、そのどちらか。いくら魔力が万能のエネルギーだからといっても、さすがに私自身が水中に潜って戦うというのは現実的じゃない。

　私は、四方八方から来る魔弾を避け、防ぎながら、どうやってこの状況を打開するか考える。その間、私は、既存の穴からしか魔モノは攻撃しないと思っていた。この広場に開いた全ての穴の位置をすでに把握し、ある程度次にどこから攻撃が来るか予想していた。その穴だって、つい先程できたばかりの穴だというのに。

　めくれ上がる足元に、しまったと思うも、遅い。

「、――っ」

　身体からだを捻ひねる。避よけ切れず、地下水道からの魔力の弾丸は、私の脇わき腹ばらに着弾した。粉砕された石畳と共に、私は吹き飛ぶ。そのまま硬い地面に叩たたきつけられ、さらに石いし礫つぶてが降り注いだ。落下時の衝撃で集中ができず、魔力の障壁を展開できない。腕で顔を守るのが精いっぱいだった。大きな石の破片が、強したたかに左足の脛すねのあたりを打った。痺しびれるような痛み。それは脇腹からもだった。呻うめきながら脇腹に手を当てると、ぬめっとした感覚とともに、べっとりと手に血が付着していた。看過できる出血量ではなかった。頭がくらくらする。

　状況を打破しようとしているのは、私だけではなかった。魔モノ達たちだって、打開策を練っていた。私の体力同様、彼らにも魔力の限界はあるし、少数だが倒された魔モノもいた。相手は大型の魔モノが到着するまでの時間を稼いでいるだけ、だなんて、都合のいい予想を立ててしまったのが、私の落ち度だった。

　今しがた開いた穴から、魔モノが一体飛び出してきた。私に、止とどめを刺しに来たのだ。

　私はなんとか柄つかの魔石に意思を込め、飛びかかってくる魔モノの腹部目がけて魔弾を放った。不意打ちのつもりだった。あえなく障壁でガードされる。

「くぅっ」

　魔モノが繰り出す顔面を狙ねらった拳こぶしは、思いっきり首を反らして回避した。が、私を跨またぐように魔モノは着地したので、私に逃げ場はなかった。やられる。

　衝撃音、それは魔モノの拳が私の腹部を貫いた音、ではない。アルの魔モノへのタックルだった。

「クロワ！　生きてるのかよ、おい！」

　アルの叫びが、頭に響く。アルの服は血で汚れていたが、それは本人の血ではなく、怪け我が人にんの救出の際に付着したもののようだなどと、頭の隅で思った。

「あんまり、騒がないで。傷口に響く、わ……」

　私の呟つぶやきを聞いているのかいないのか、よろめいた魔モノにアルは剣で追撃を仕掛け、貫く。息絶えた魔モノの魔力は、いつも通り私の魔石へと吸収された。

「どうやら、ここ以外の街中では魔モノは暴れてないみたいだ！　お前を倒すことに全力を注いでるんだろうよ！　住民は、みんなここから離れてる！」

　二度目の地下からの攻撃がないということは、私が仰あお向むけに倒れているここは、地下水道の上ではないらしい。不幸中の幸いか。私は大きく息を吸い、吐き出した。ちょっとでも油断すると、意識が途切れてしまいそうだった。

　山脈の上で見たときよりも、空がずっと遠い。戦闘中なのに、そんなことを考えてしまう。もうまともに考える力が残っていないのか。

「アル、ちょっと、肩貸して……」

「何言ってんだ！　寝てろよ！」

「いいから。お願い」

　まともに考える力が残っていない？　違う。考える必要がなくなったからだ。するべきことが決まったからだ。魔モノを一掃できる方法を、思いついたからだ。

　アルは、戸惑いを見せたが、私に肩を貸してくれた。血は止まらない。嫌な汗が身体からだ中じゆうから吹き出ている。まだ、倒れるわけには、いかない。

　私は剣を頭上に掲げた。意識を研ぎ澄ませる。持っている魔力、全すべて使うつもりだった。何かに感づいたのか、あちこちから魔モノの魔弾が飛んできた。あらかじめ、私は自分の周りに障壁を展開していた。いつものよりも、ずっと分厚く、どんなに強力な魔力にも耐えられるような、頑丈な障壁を。魔弾は、障壁に当たっては砕くだけ、ぱちぱちと発光した。それはとても綺き麗れいだった。

　そして、その光とは別の輝きもあった。

　アルによれば、周囲に人はいない。敵は今、ほぼ全員が地下水道の水の中にいる。水は――電気をよく通す。万能のエネルギー、魔力は、風や熱と同様に、電気にも変換できる。あとは、ああ、もう考えるのも面倒だ。

　唸うなり声のような轟ごう音おんと爆発的な閃せん光こうが広場に突き立ったのは、直後だった。

　光が収まってから、私は障壁を解いた。魔モノの魔弾を防ぐ以上に、自分の魔力で自分が死なないように、私は障壁を張っていたのだ。

「魔力で、雷を作ったのか……」

　アルが呟つぶやく。周りに、逃げられた魔モノはいないようだ。地下から石畳をすり抜け、大量の魔力が私の剣の魔石に吸い込まれていった。

「アル……ちょっと集中力を使いすぎたわ……」

「喋しやべんなくていい。今ので、城壁内に侵入してきた魔モノは全員死んだ。外にいる魔モノは、俺おれが片付けてくる」

「そう、悪いわね……」

「おう」

　薄れゆく意識の中で、アルの笑顔が私の瞳ひとみに映った。

「だからお前は、安心して寝てろ」

　そうさせてもらうわ、と口だけ動かして、私は意識を失った。





　手に温ぬくもりを感じた。一度、体感したことのある温かみだった。そう、確か、握手とかいうものだ。私は薄目を開けた。白い。強い光が差しているわけではない。部屋がただ白いだけだ。

「クロワ？」

　名前を呼ばれ、顔を向けると、そこには黒髪の少年がいた。見み覚おぼえがある。

「アル、ここは？」

　目覚めた私にほっと一息つく少年、アルに向かって、私は尋ねた。

「エミューの、医療施設って言えばいいのか？　ここ。まあ、怪け我がの治療をするとこ。今は夕方。ちなみに、俺おれ達たちがエミューに来てから丸一日経たった後の夕方な」

「私、気絶してたのかしら」

「そーだな」

「魔モノ達は？」

「確認したけど、地下水道の魔モノは全滅。周りを囲んでたやつらは俺が倒した。遠くから寄ってきてた魔モノは撤退、だってさ。進路的に、中央軍に合流しに行ったらしい」

「怪我人は？　……死んだ人は、いる？」

　戦いのことは、はっきり覚えている。街中に魔モノが出たのだ。すぐに駆けつけたといっても、重傷の人もいた。アルに怪我人の避難を任せたが、それでも、治療が間に合わなければ、死んでしまう。正直、聞きたい話ではなかった。が、勇者として、聞いておかなければならないだろう。

　アルは、少し言うのを躊躇ためらったようだが、口を開いた。

「実は、一人、かなり重傷を負ったやつがいる」

　私は唾つばを飲んだ。花屋の少女が脳裏をよぎった。彼女は直接魔モノの攻撃を受けたわけではなかったが、意識不明の重体だったはずだ。あのまま、意識が戻っていない、ということもありえた。

　アルが、私の髪をくしゃっと撫なでた。そこで、初めて髪が解ほどかれていることに気づく。二つに結った髪型は、八百年前の勇者がそうしていたから、というのもあるが、なんとなく気に入っているというのが大きかった。

「お前だよ、クロワ」

「え？」

「今回の戦いで一番傷を負ったのはお前だってこと。あとは、十人か、二十人ぐらい大なり小なり怪我したみたいだけど、命に関かかわる重傷なんて、お前しかねえよ」

「……そう」

　私は胸を撫で下ろした。

「それは、よかったわ」

　アルはにっと笑った。無邪気な笑みだ。見ているこちらにも、元気を分けてくれるような、そんな笑い方。

　しばらく、私達は黙ったままでいた。けれど、嫌な沈黙ではなかった。小鳥のさえずりと、木々のざわめきが聞こえる。無駄な置物もない、ここはいい部屋だった。

　アルとは、手を繋つないだままだった。心ここ地ちよかったから。

　ちょっと、外の空気が吸いたくなって、起き上がろうとする。が、思い出したように脇わき腹ばらに激痛が走った。ベッドに引き戻される。

「まだ動けないって。大人しくしてろよ」

「……そうね」

　魔モノ東軍二部隊、どちらも壊滅させた。あとは、大陸の中央を進軍している魔王を倒せば、私の戦いは終わる。

　早く行動したかった。けれど、身体からだが動かないのではどうしようもない。ちょっともどかしい気分だ。早く怪け我がを癒いやさなければ。そして、早く魔王を倒さねば。戦いの終幕は、すぐそこにある。

　世界を救ったら、どうしようか。八百年前の勇者は、世界を救うと同時にその姿を消したという。隠居か、それ以外に何か理由があるのか。私は、どうするのだろう。どうなるのだろう。同じ勇者である私は。

「なんて、今考えても仕方ないわね」

　その時が来れば、きっとすべきことがわかるだろう。だって、私は勇者だから。

「ん？　何か言ったか？」

「ううん、なんでもないわ」

　ふと、魔王を倒したら、アルはどうするのかが気になった。いや、これからのことだけじゃない。アルの今までについても、私はほとんど知らない。もっと知りたい。そう思った。なぜそう思うのかは、わからないけれど。

「ねえ、ちょっと嫌なこと、聞いてもいいかしら」

　私は思い切って尋ねることにした。もちろん、断られるようならすぐにやめるつもりだ。

「なんだ？」

「アルの、昔の話を聞いてみたい。どんな風に育ったとか、家族のことや、思い出……」

　言いながら、アルの顔色を窺うかがう。嫌そうな顔は、していない。

「いいぜ。でも、昔って言ってもなぁ、取り立てて語るようなことなんてねえし」

「普通のことでいいのよ。たぶん、私にとっては新鮮だし。家族が、いるのよね」

　アルは、普通のことって、それはそれで難しいなぁと苦笑していた。

「家族は、親父おやじとおふくろ、あと、妹がいた。俺おれを合わせて四人家族。親父は大工で、おふくろは料亭で働いてた。二人共、俺の育った街じゃそこそこ有名で」

　それからしばらく、アルの両親自慢が続いた。父がどんな立派な建物の建造に関かかわったか、母の料理の味は筆舌に尽くしがたい、などなど。

「妹は、そうだな。結構、クロワに似てたかも」

「私に？」

「ああ。黒髪で、そんなに髪も長くないし、性格も、クロワと比べるとだいぶやんちゃだったけど」

「似てないじゃない」

「雰囲気っていうのかな。近いものを感じるんだ」

　私に似た少女。想像しようとしてみるが、いまいちしっくり来る像は浮かばない。会ってみたいと思った。どうか、生き延びていてほしい。もうすぐ、魔モノの恐怖はなくなるのだから。

「花が好きなやつでさ、野原に行っては色んな花を摘んで帰ってきたよ。将来は、花屋になりたいって言ってた」

　私は息が詰まった。花屋での一件を思い出す。アルは、もしかしたら、妹さんと私を、いくらか重ねているのかもしれない。似てる、と言っていたし。でも、その私があんなに花に興味なさそうにしたら。私は勇者で、アルの妹ではない。だけど……上う手まく言えないが、私の冷めた態度は、アルに少し寂しく映ったかもしれない。

　それから、アルは家族の色々な思い出や、友人達たちのことを話してくれた。やっぱり、どれも私には新鮮な話だった。アルが一通り話し終えた頃ころ、やはり全快には遠いのか、強い睡魔が襲ってきた。

「おっと、無理させたか？　悪い悪い。重傷だったもんな」

「ううん、楽しい話がいっぱい聞けたから、よく眠れそうよ。ありがとう」

　早く怪け我がを治し、魔王を倒したい。改めて、強く思った。





　戦闘の行われた噴水広場は、復旧しつつあるが、まだその傷跡を色濃く残していた。石畳は砕くだけ散ったところが多いし、地下水道の中の魔モノの死体の撤去だけで、丸一日潰つぶれたと都市長が言っていた。噴水も今は止まっている。それと、石畳、噴水のほぼ全面が焦げていた。私が魔力で作った雷のせいだ。唯一、私自身が倒れ、魔力の障壁を作った場所だけが、雷から逃れ、円形の型を作っていた。

　完全回復、とは言わないまでも、二日後には、私はもう動けるようになった。激しい運動は控えるよう言われているが、それ以外には特に何も制限されなかった。

　血まみれになった私の服は、処分されたようだ。防御は魔力の障壁で事足りるし、第一鉄の鎧よろいでも魔力相手では濡ぬれた紙同然。だから、服装は動きやすさが最も重視される。前の服と同じ物はないかと都市長に聞くと、今朝持ってきてくれた。

　今、私はひとり。目的の場所へ向かう。アルは、もう到着しているはずだ。なんだか、こうやってひとりで歩くことが、とても久しぶりに感じる。たった数日行動を共にしただけだが、その密度は高かった。

「勇者様ではありませんか！」

　歩く私は、背中から呼び止められた。振り向く。知らない顔。女性だった。

「先日の戦い、お見事でした！　この街を救ってくれて、ありがとうございます！」

　それから私に気づいた人達たちが、どっと押し寄せてきた。デジャヴを感じる。

「あなたのおかげで今日の私の命はあるようなものです！」

「さすが勇者様だ！　魔モノが街に侵入したと聞いて、もう私達はだめだと思いましたのに！　いとも簡単に！」

「そのお手で抱えられているものは？」

「なんでも、神の光が危機を救ったとか」

　あれやこれやと、感謝の言葉を貰もらう。中には、涙を溢あふれさせながら、寄ってくる人までいた。前回もそうだが、対応に困る。なんとか抜けだそうとするが、

「おお、勇者様！」

　仰々しい身振り手振りで現れた集団に止められる。心臓部に両手を重ね、腰からの礼。勇者教だ。先頭の、長い髭ひげが特徴的な彼が、まとめ役だろうか。

「わたくしどもは、常に勇者様の無事と、栄光を願っております！」

　そんなことよりも、私は道を空けてほしかった。

「わかったから、ちょっと行かせてくれないかしら。この前の男もそうだけど、私の信者なら私の言葉も聞いてほしいわ。あの、赤髪の」

「赤髪の？」

「私を尾行してた男よ」

「なんと！　……ヴァーグ！」

　長い髭の彼は振り向くと、一人の男の名を呼びつけた。赤い髪を持つ、青年だ。

「ぼ、僕は尾行だなんてしていません！　勇者様と親愛なる父に誓って！」

「勇者様が、そう言っとるんじゃないか！　お前は勇者様をなんだと思っておる！　お主を処罰する！」

　なんだか不穏な空気が漂い始めたので、私は慌てて制止した。

「待って！　その人じゃないわ！　もう少し年上だったし、身体からだつきもごつかった。髪も、もっと濃い赤色だったわ」

「なんですと？　しかし、この街の信徒を私は全すべて把握しておりますが、今この都市に赤髪の信徒は彼しかおりませぬぞ？」

「……え？　でも」

　私は、この前の路地でのことを思い出す。確かに、勇者教であると言っていた。あれは、嘘うそだったのか？　私の旅路を阻はばむ者が現れるかもしれない。ゼフィールの言葉を思い出す。

「いえ、ごめんなさい。私の勘違いだったみたいね」

　突然意見を撤回した私に、勇者教の人達たちは首を傾かしげていた。そんな中、私はできるだけ早くこの街を出たほうがよさそうだと思った。

　しかし、ちょっと進んでは感謝の言葉をもらい、ちょっと進んでは質問責めにあい、ちょっと進んでは拝まれ、中々前に進めない。大体は、適当にあしらっておいた。私も、暇ではない。正直体調も万全ではない。

「魔王を、倒してくれるんですよね!?」

　唯一、その問いにだけははっきり答えられた。

「もちろんよ。そのために私は生まれてきたのだから」

　大衆が感嘆の声を上げる。それは、ちょっと誇らしかった。ついでに、そこで空いた人の間を抜け、路地のほうへ行く。

「じゃあ、私、用事があるから、行くわ。ごきげんよう」

　それだけ言い残した。まだ声をかけようとしてくる人はいたが、いちいち答えようとしていては、日が暮れてしまう。申し訳なくはあったが、片手を挙げて返事としておく。

　また今みたいな人達に会わないために、私は大通りを避けて歩いた。元々歩き慣れた街ではないので、ちょっと迷った。予定の時間よりもいくらか遅れて目的地に辿たどりつく。

　清潔そうな白い建物に入ると、やはり白い内装が目に付く。色のあるものは、まだ植木鉢に入るような小さな木や、花瓶に挿された花くらいだ。あとは受付にいる老婆の制服も白、髪も白だった。受付を済ませると、部屋の番号を告げられる。二階の一室の前で、私はノックをした。どうぞ、と中から少女の声。私は扉を開けた。

「よっす」

「お待たせ」

　アルと簡単な挨あい拶さつを済ませ、私はベッドに横たわる少女に近づいた。

「こんにちは」

「こ、こんにちは……？」

　花屋の少女だった。先日の魔モノとの戦いで、逃げる際に負傷し、入院していると聞いたので、今日はそのお見舞いだった。名前は、ショコラというらしい。

「そんなに身構えなくていいのよ。これ、お見舞いの品ってほどでもないけれど」

　私は、あの噴水広場で今日も店を出し営業していた花屋の花束を、ショコラに手渡した。彼女には、今日のことを知らせてなかったので、どうも面食らったようだ。花束と私の顔を、交互に見比べる。本当にもらっていいのかと悩んでいるようだったので、大きく一度頷うなずいてやる。すると、ショコラの顔が華やいだ。

「ありがとうっ、勇者のお姉ちゃん！」

　アルが茶々を入れてくる。

「旅に必要ないものは買わないんじゃなかったのか？」

「このくらい出費しても、旅に支障はないわ」

「顔、赤いぞ」

「うっ、うるさいわね。私がいいって言ったら、いいの。だって、私勇者だし」

　やたらにやにやしながらこちらを見てくるので、ちょっとむかつく。この前買えって言ったのは、アルのほうなのに。

「勇者のお姉ちゃん、しゃがんでくれる？」

　笑顔のショコラに言われ、私は膝ひざを曲げた。ベッドに横たわるショコラと、同じくらいの目線になる。彼女は、花束の中から一本花を抜き出すと、それを私の髪留めに挿した。

「うんっ、これでもっと可愛かわいい！」

　部屋に鏡はないので、私は今自分がどんな風になっているかわからなかった。その分、余計恥ずかしく感じる。可愛いなんて言われたのは、初めてだった。

「どう？　アル」

　なんとなく、アルに意見を聞いてみる。尋ねておいてなんだが、全然可愛くない、とか言われたらと思うと、不安になった。勇者に可愛さなんてなくても、何も問題はないのに。

「に、似合ってるぞ、うん」

　しかし、顔を赤くしたアルにそう言われると、こちらも余計照れてしまうことになった。うれしかったけど、くすぐったい気分だ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　小一時間ほど経たって、部屋が再びノックされた。

「お母さんかな？　どうぞ！」

　私が広場に行った時は、まだ店にいた。私がお見舞いに来ることは、彼女には伝えておいたから、来てもおかしくはないだろう。そう思ったのだが、現れたのは男だった。都市長に挨あい拶さつに行った時に見た顔だった。

　椅い子すに座っていた私は、腰を上げた。その男に落ち着きがなかったから。急な報告があってきたのは明らかだった。

「何かあったの？」

「は、はい。ええっと、こちらで話してもよろしいでしょうか？」

「ええ。……いえ、彼女に聞かせても大丈夫な話なら」

　横目にショコラを見る。

「一応、移りましょう。いい報告には、ならないかと。部屋をご用意します」

　そして、私とアルとその男は、建物の中の空き部屋に移動した。

「単刀直入に申しましょう。魔王のいる中央軍が、進路を変更したとの報告が入りました。東に、です。おそらく、勇者様を狙ねらっての行動だと思われます」

　私を狙って。この都市を襲撃した軍隊の、後方にいたほうが中央軍に知らせたための進路変更だろう。

「それで、他ほかには？」

「いえ、以上です」

「どこが、悪い報告なのかしら」

　私は笑みを浮かべた。

「はい？　魔モノの最も大きい勢力が、こちらに向かってきているんですよ！」

「元々倒す予定だった敵が、わざわざ来てくれるんだもの。ありがたいわ」

　確かに、当初は奇襲の予定だった。勇者の存在に気づかれたならば、この作戦は変更しなければならない。だが、それがどうした。私は勇者だ。勇者が魔王に負ける道理がどうしてあろう。こちらに来るというならば、正々堂々真っ向から立ち向かうだけだ。

　現在の魔王軍と、エミューとの間には、大陸一の大草原が広がっている。大草原の中には、確か一つ都市があったはず。男に聞いた魔王の軍隊の位置からして、向こうよりも、エミューからのほうが大草原にもその都市にも近い。そこで迎え撃つ。

　魔王を倒せば、世界は救われる。私は勇者だ。私なら、できる。私にしかできない。必ず倒す。私は剣に誓った。



    

  
    
      
第四章　魔モノを統べる者





　空には暗雲が立ち込め、昼間にもかかわらず街中は薄暗い。決戦間近を意識せざるを得なかった。得なかったのだが。

「へいらっしゃい！　そこのかわいいお嬢ちゃん！　ビールはいかがかな？」

「ばっかあんた。子供に酒なんて勧めるんじゃないよ！」

「なにぃ？　俺おれがあんくらいの頃ころにはもうがぶがぶ飲んでたぞ！」

「それで酔いつぶれたあんたを介抱してやったのは、誰だれだったかいねえ」

「そんな昔のこと、忘れちまったな！　がはは」

　なんだろう、この陽気さは。私とアルは、呆あつ気けにとられていた。街に入るなり、これだった。彼らには、しっかりと、魔王軍がこちらに向かってきているということを伝えてある。けれど、そんなことはお構いなしとばかりに、都市は活気に満ち溢あふれていた。

　とりあえず、まずは都市長に挨あい拶さつ、か？　なんとなく調子が狂う。肩を叩たたかれたのはその時だった。

「ようこそ、カスケードへ！」

　振り向くと、そこには長身の女性がいた。見み覚おぼえはない。赤い長髪を、後頭部で束ねている。黒縁の眼鏡めがねが碧へき眼がんを強調していた。髪の色と同じ赤色の服に、卵色の上着を羽は織おっている。誰だろう。

「勇者ちゃんよね？　出迎え遅れてごめんね！　あたしは都市長のアンジュ。よろしく！」

　勇者、ちゃん？　勇者様、勇者殿などはよく呼ばれるが、そんな呼び方をされるのは初めてだった。とりあえず、こちらこそよろしくとだけ返す。この女性が都市長、らしい。女性の、しかもこれだけ若い都市長を見るのは初めてだった。

「立ち話もなんだから、私の執務室に案内するわね！　ついてきて！」

　勢いのある人だ。私は、もっと事務的な都市長のほうが楽にやり取りできるからいい。なんて思っても、どうしようもないけれど。街の中心部に向かって、私達たちは歩いていく。

「あっ、アンジュさーん！　いい肉と酒が入ったんですよ！　今晩店で飲みませんか！」

「明日にも魔王が来るってのに、都市長のあたしが飲めるわけないじゃないの！　勇者ちゃんだって、ほら、もうここにいるのよ！」

「ああ！　あなたが勇者様でしたか！　お噂うわさはかねがね」

　こんな感じのやり取りを、アンジュは誰かと擦れ違う度にやっている。私は驚いた。こんなにも、住民達と親しげな都市長は、中々いない。若さと、その勢いのよさの為なせる業なのだろうか。

　さらに他ほかの都市では見ない光景もあった。

「ねえ、もしかして、あれは魔石？」

　学者然とした男達たちが、各おの々おのの手に魔石を持ち、何やら議論を交わしていた。ここからでは、内容までは聞き取れない。

「ええ、そうよ。ここは魔力研究の聖地！　もちろんあの魔石にも、魔力は入ってるわよ！」

　大陸で一番魔石を保有している都市は首都だが、そういえば、その次の都市は、このカスケードではなかっただろうか。今更思いだす。首都よりも、魔モノ達の住すみ処かに近かったので、学者の集ったこの都市は、魔力研究の聖地とまで持て囃された時期もあった。

「何か、新発見はあったの？」

「うーん、人材はいいんだけどね、ここ数年は、どこの都市でもそうだけど、首都にお金を吸い取られちゃってるからねえ。施設も魔石も、首都と比べると全然足りない。後追いな研究が、どうしても多いわね！」

　アンジュは笑った。私はちょっと残念だった。魔力についてわかれば、それだけ魔力を上う手まく使うことができるし、魔モノの弱点を知れるかもしれない。期待し過ぎか。

「役に立てるかわからないけど、最近の研究の資料を、後でまとめておくよ！」

　しばらく歩くと、アンジュは振り返って大きく腕を広げた。

「さて、ここが都市役所！　入って入って！　すぐにシュエットにお茶を淹いれさせるから！」

　役所は、他の都市にも引けを取らない立派なものだ。庭も広く、木々や花などで彩られた外観は美しい。事務的な場所というよりも、金持ちの屋敷と言われたほうがしっくりきそうだ。事実、大抵の都市の都市長は、この豪邸のような都市役所に寝泊まりしている。

　押されるようにして通された部屋のソファに、アルと並んで座らせられると、二人きりで取り残される。

「元気な人だな、都市長」

「そうね。都市長なんて、みんな同じようなものだと思っていたわ」

　甘い香りに視線をそちらに向けると、花瓶に花が活いけられていた。私は自分の髪留めにしている紐ひもに手を当てる。ショコラに貰もらった花は、造花でもないのでさすがに常につけているわけにはいかず、出しゆつ立たつの前にショコラの病室の花瓶に挿してきた。

「花の香りって、いいものよね」

　私がそう呟つぶやくと、アルは小さく噴き出した。

「な、なによ！」

「いや、この前は全まつたく興味ないような感じだったのになって思ってさ」

「そりゃ、まあ、興味はなかったわ。ただ、いい香りのするものは、いい香りのするものよ。それをそうと言っただけで、なんで笑われないといけないのかしら」

　自分でも、拗すねた口調になった自覚があり、子供っぽさを感じて恥ずかしくなった。エミューに行くまで、花の香りなんて意識したことはなかったのは、確かだけれど。

「悪い悪い。別に、嘲あざけったわけじゃないんだ。女の子らしい台詞せりふ、初めて聞いたから」

　私は、むっとして返した。

「私は、女である前に勇者なの。女の子らしさなんて、世界を救うためには不必要よ」

　本心だ。私は、勇者。女である前に、いや、人である前に勇者なのだ。一般人とは、全まつたく違った存在。親はなく、天から大聖堂へ送られた、特別な存在なのだ。

「もったいないなぁ。こんなに可愛かわいい顔してるのに」

「え？」

「あ、いや、特別な意味はないぜ？　ただそう思っただけっていうか」

　しどろもどろになって答えるアルを見ていると、なぜだか私まで恥ずかしくなってしまう。エミューのショコラもだが、私を可愛いだなんて言う人はおかしい。神々しいならよく言われるけれど。

　訪れる気まずい沈黙。破ったのは盛大に開かれた扉の音だった。

「おっまたせー！」

　アンジュだった。後ろに、青い髪のメイドを連れてきていた。メイドの手にはお盆があり、湯気を立てるティーカップがいくつかと、お菓子の詰まった小さなバスケットが載せられていた。

「好きに食べて！　お代わりもたくさんあるわよ！」

「ありがとう」

　私達たちの対面に、アンジュはどっしりと腰をかけた。そしてバスケットに手を伸ばし、ビスケットを鷲わし掴づかみにすると、口に放ほうり込み咀そ嚼しやくし、熱々の紅茶で一気に喉のどに流し込んだ。ぷはー、と一息入れて、彼女は改めて自己紹介した。

「改めまして、都市長のアンジュよ。こっちは従者のシュエット」

　青髪のメイドは、ぺこりと頭を下げた。穏やかな性格なのだろう、笑顔が優しかった。

「こちらこそ。クロワよ」

「クロワちゃん、ね。あなたは？」

「アルだ。クロワと一緒に魔王を倒すために戦ってる」

　アンジュはにやっと笑った。

「二人は恋人同士？」

　一瞬、それがどういう意味かわからなかった。やや間を開けて理解する。

「そ、そんなわけないじゃない！　ただの仲間なんだから！」

　慌てて否定すると、意外にも一番驚いたのは従者のシュエットだった。

「違うのですか？」

「違うわよ、もうっ。ねえ、アル。あなたも何か言いなさいよ」

「お、おう。付き合ってはないぞ？　いや、まあ、うん、可愛かわいいとは言ったけど。それは、好きとかそういうのとはまた別な感情なわけで」

　おおっ、とアンジュとシュエットが同時に声を出す。アルは何を言っているのだろうか。ただ否定すればいいだけなのに。私以上に、動揺しているらしかった。

「とにかく、そういうんじゃないの！　第一、私は勇者。世界を救う義務を持つ者。そんな私が、色恋沙ざ汰たなんていうくだらないことに現うつつを抜かしている暇はないの」

　熱弁すると、二人は傍はた目めにもわかるような残念そうな顔をした。

「うーん、それじゃ、本題に入りましょうか。シュエット、紅茶のお代わりをお願い。あと、お菓子も」

　バスケットに手を伸ばしながらのアンジュ。私もアルも、全まつたく手をつけていないのだが、お菓子は見る見るうちに減っていく。お代わりって、この都市長のために用意してあるのではないか、と私は思った。

「かしこまりました」



    

  
    
      



    

  
    
      

　シュエットがそう言って退室すると、急にアンジュはお菓子を頬ほお張ばるのをやめ、真剣な表情になった。魔王の動向についてなど、報告に入るのだろう。やっと、都市長らしさが出てきたと、失礼ながら思わざるをえない。アンジュは、重々しく口を開いた。

「で、ほんとのところはどうなの？　付き合ってるんでしょ？」

「だから違うわよ！」

　結局、シュエットが帰ってくるまで、私とアルの関係について問い続けられることになった。仕事するつもりがあるのか、この都市長は。





　柔らかそうな鳥の丸焼きに、ラム肉のステーキ。出来立てで、ほくほくしていた。様々な種類のパンや、色とりどりの野菜は、見ているだけでも目を楽しませてくれる。ライスやパスタもある。コーンやオニオンのスープ、新鮮な水や、紅茶など飲み物も充実していた。どれも、食欲をそそるものばかりだ。

　腹の虫が鳴った。アルのだ。

　アンジュに呼ばれて、私達たちはここに来た。しかし、こんなに豪勢な食事が用意されていることも、こんなに大勢が集うことも、知らされていなかった。私はアンジュに尋ねる。

「なんでこんなにいるの？」

「明日に備えて、英気を養ってもらうためだよ！　なんてったって、魔王が相手だからね！」

「明日に備えるのは、私達だけで十分よ。私は、勇者なんだから。魔王になんて負けない」

　勇者である私とアルがいれば、それで十分だ。むしろ加勢など、足手まといにしかならない。守る人数が増えるだけ。私はそう伝えた。

「アルだって、普通の人間じゃないの？」

「アルは、私が認めた男よ」

「じゃあここにいる戦士達は、あたしが認めた戦士達だよ！」

　胸を張って答えるアンジュに、すぐに返事ができない。私は、まだここにいる、アンジュが認めたという人達の実力を知らないのだから。アルより強い可能性も、秘めている……とは、正直思えない。

「まあ、いいわ。そうね。用意するだけなら、構わないわ」

　私達の会話をどう思っているのか、アルは料理にばかり目を向けていた。たぶん、聞いていない。よだれで絨じゆう毯たんを汚しそうな勢いだ。さすがに見かねて、肘ひじで突く。

「みっともない振る舞いは、しないでちょうだいよ」

「へっ？　あ、おう。いやぁ、美お味いしそうだよなぁ」

　またアルの腹が鳴った。先程のはどうだか知らないが、今回のは確実にアンジュにも聞こえていた。その後ろにいるシュエットにも。

「たくさん、食べてくださいね。食べすぎで動けなくなるのには、ご注意を」

　アンジュは声を上げて笑った。自分のことでもないのに、私は恥ずかしく感じる。なぜだろう。仲間と感じているからだろうか。

「それじゃあ、晩ばん餐さん会の始まりといきましょうね！　挨あい拶さつするから、それだけ待ってて！」

　アンジュは前に出ると、みんなの視線を自分に向けさせた。

「はい、注目！　もう食事に手をつけたせっかちさんはいないね！」

　アンジュは、一同を見渡すと、一人の男を指差した。

「ボルドー、ほっぺにソースついてるよ！」

「すいやせん、あんまりにも料理のやつらが食べてくれって言って聞かないもんで」

「馬ば鹿かなこと言ってないで、さっさと拭ふきなさいって！　みんな呆あきれてるよ？」

　会場にいるみんなの大爆笑が、ボルドーという男を包んだ。気楽なものだ。明日には魔王が来るかもしれないというのに。

「さて」

　アンジュは、一息入れると、場を仕切り直した。ざわつきがやんだ。

「明日は、この世界の歴史に残る日になる。勇者と魔王が戦うんだからね。あたし達たち人間の、まさに命運をかけた決戦さ。あたし達は、魔モノと比べると弱い存在。だけど、そこにいる彼女は――」

　私のほうに、アンジュは視線を向けた。他ほかの人の視線も私に集まった。注目を浴びるのは、苦手だ。私はちょっとたじろいだ。

「勇者。八百年前、この世界を魔モノの侵攻から守り抜いた存在さ！　あたしは、正直こんな少女に、この世界の命運を担わせるのは、心苦しい。あたしは彼女を信じているけど、それでもこの世界は子供に聞かせるような御お伽とぎ噺ばなしなんかじゃないんだ！　何が起きるかわからない。だからせめて、あたし達にできる手助けはしようと考えた。そこで集められたのが、あなた達よ！」

　いつの間にか、会場内の雰囲気は、ぴりっとしたものになっていた。私を見ている者、アンジュを見ている者が半々くらい。さすがに、料理を見ている者はいなかった。と思ったが、アルはそうだった。アルは普段からだいぶ、緊張感に欠けている。

「あたし達の持っている力はごみくず並みに小さいけれど、数がいれば宙舞う埃ほこりくらいにはなるでしょう。掃除とかしてる時、うざいじゃない？　あれ。そんくらいの力には、なれると思うのよ」

　アンジュは微笑ほほえんだ。今日何度も見せた、快活なものではなく、どこか、慈じ愛あいに満ちた笑みだった。こんな笑い方もするのかと、私は驚いた。

「明日、世界が救われる。そう信じましょう」

　どっと歓声が沸いた。そのまま、アンジュは食事の開始を告げた。





　晩ばん餐さん会中、私はたくさんの人に囲まれては、質問やら賞賛やらをこれでもかというほど浴びた。毎度のことだが、慣れないものだ。もしかしたら、こうした厄やつ介かい事ごとが多いから、八百年前の勇者は姿を晦くらませたのかもしれない。

　しかし、この都市の住人は、他ほかの街と比べると、親しげに話しかけてくる。特に、アルに関する質問が多かった。というか、アルに質問が飛びまくっていた。

「どうやって口説いたんだ？　俺おれにもそのテクニック教えてくれよ」

「いや、そういうんじゃ」

「てことは押し倒したのか！　勇者を!?　お前こそ勇者だよ！」

「そ、そんなこと。いや、でも山脈越える時にクロワを庇かばって俺が下に……あれは考えようによっては、クロワに押し倒されたことに？　その後も山脈でもう一回同じように……」

「それだ！」

「確かに、あの後仲間にするって言われたし」

「押し倒すならともかく、押し倒されるってのは中々難しいなぁ」

　私はアルをはたいた。

「てっ、何すんだよ！」

「アルこそ何言ってるのよ。余計なことは言わなくていいの」

　私は溜ため息いきをつく。結局、食事もあまりとれていない。さっさと寝たほうが、明日に備えられるかもしれない。そう思っていると、肩を叩たたかれた。

「どう？　楽しんでる？」

　アンジュだった。私は、曖あい昧まいに頷うなずいた。アンジュは頷き返してきた。

「それはよかった。それで、昼の件……ほら、魔力について、研究の進み具合を聞いてたじゃない。調べてきたわよ！」

　眼鏡めがねをくいっと上げながら、何枚か紙を手渡しされる。受け取ると、文字でびっしりと紙が埋まっていた。アンジュが内容をざっと説明する。

「最近は、魔力による人の意思制御についての研究が中心のようね！　これも、首都のほうが先を行ってる研究なんだけど。あとは、魔力の入った別々の魔石に特定の意思を流して共鳴させたり……」

「魔力による人の意思制御？」

「あれ、知らない？　意思に反応する魔力の性質を利用して、魔力を意思に反映させることはできるのかっていう実験。そんなに、新しいものじゃないんだけど。昔はこの都市で研究してたんだけど、首都に目をつけられてからは一気に追いぬかれちゃったねえ」

「知らないわ」

　私は、首都出身だ。首都の大聖堂に降臨した。以来、剣の稽けい古こと魔モノ、魔力について学ぶことに力を注いできた。研究中のものを含め、旅立つ直前までの魔力の研究は全部網羅していたはずだ。発想としては気になる分野だが、私の知らない研究というのが、少し不気味だ。私か、私に研究資料や書物を支給していた国側の見落とし、という可能性もあるのだが。

「成功したの？　その実験は」

「その資料を読んでくれればわかると思うけど、そこそこの成果を収めてるわ。応用して、心的外傷を取り除いたりできる可能性もあるみたいね。ただ、魔モノに対してはだめみたい。彼らは、元々自分の意思の魔力を持っているから」

「そう」

　魔モノには効かないから、私には教えなかったのだろうか。まあ、いい。明日の戦いには活いかせそうにもないし。短く返事をすると、その書きつけをポーチに畳んで入れた。一応、寝る前にチェックしておこう。

「明日、いよいよ魔王との決戦ね。正直なところ、勝算は？」

「負けるわけないじゃない。私は勇者なんだから。あなた達たちは、どっしり構えてればいいわ。必ず魔王は倒すから」

「それは頼もしい」

　アンジュは大口を開けて笑った。そこに、シュエットが来た。

「飲み物いかがですか？」

　シュエットの持つお盆に乗ったグラスに、オレンジ色の液体が注がれている。

「ありがとう」

　さっきから、会話ばかりだったので、喉のどが渇いていた。受け取ると、半分くらいを喉に流し込む。喉が鳴る。潤う。

「どうですか？」

「オレンジジュースね」

　シュエットは、くすっと笑った。

「そうではなくて。おいしいですか？」

　私は、もう一度口をつけた。意識すると、豊かな風味が舌と鼻び腔こうを刺激する。甘さと酸っぱさが絡み合って、しつこさがない。

「おいしいわ」

　私がそう言うと、微笑ほほえみながら、シュエットは頭を下げた。

「そのオレンジは、シュエットが生まれた日に植えられたのよ！　もう、十七歳だっけ？」

「はい、そうですね」

　親子二代で、シュエットはアンジュの家に仕えているのだという。最近の多くの都市は、都市長が首都から派遣されることが多いが、この都市カスケードは、昔からのように、一つの家が都市長の座を継いでいくようだ。だから、住民と都市長が、これだけ親しげに話したりするのかもしれない。

「クロワちゃんは、何歳なの？」

　アンジュに聞かれて、一瞬どう答えればいいか迷った。

「大聖堂に私が現れたのは、大体二年前ね。そこから数えれば、二歳ってことになるのかしら。でも、赤子の時代はないわ。初めから、十四歳か、それくらいの少女だったし、言葉も喋しやべれた」

　私がクロワという名前であることと、魔王を倒す存在――即すなわち勇者であるということ。その二つと、あとは言葉だけ。それだけ持って私は降臨した。

「てことは、二歳！　いいなぁ。あたしもそれくらいの頃ころに戻れたら」

「戻れたら、どうするんですか？」

「んー、あんまり変わらないかな！」

　都市長は、大口を開けてまた笑った。本当に、元気な都市長だ。





　決戦の日は来た。

　ぽつぽつと、水滴が私の肌を濡ぬらす。天候は小雨。気になる程ではない。

　私とアルは、カスケードを離れ、だだっ広い草原のど真ん中に陣取っていた。カスケードの西には、大陸一の大草原が広がっており、綺き麗れいな地平線が見えることで知られている。

　地平線を越えて、魔モノの大軍が見えたのは、太陽が天頂を過ぎた頃だった。

「やっぱり、多いわね」

　私は敵を確認すると、アルに単眼鏡を渡した。

「万を超えるって言ってたな、都市長。つーことは、オズドゥロイの軍の十倍以上か。で、どれが魔王なんだ？」

「先頭の、白髪の女性に見えるの、いるでしょ。そいつよ」

「了解。って、ものすごい速度で突っ走ってるんだけど」

「魔王が？」

「魔王が」

「ちょっと単眼鏡貸して」

　レンズを覗のぞくと、魔王は単身でこちらに向かって駆けていた。風を切る、いや、風そのものといった移動速度。白く長い髪が、ばさばさと揺れていた。長いスカートがはためいている。魔王は、髪だけでなく服も白だった。あの速度なら、ここまで数分もかからない。

　私は単眼鏡を投げ捨てた。もう魔王は肉眼でもはっきりと見える。

「迎え撃つわ」

「おう」

　剣を抜き放つ。

　魔王は宙高く飛び上がると、空中で一回転し、私達たちから十歩ほどの場所で着地した。地面を覆う草が、その存在を恐れるかのように反り返った。前へ、私は一歩進む。

「あなたが魔王、でいいのかしら」

「私は、王なんて身分についた覚えはないわ。レインドロル、私の名前はそれだけよ。で、そう言うあなたが、勇者でいいの？　報告に聞いてた通りの容姿だけど」

　私は頷うなずいた。

　魔王レインドロルは、眉まゆ根ねを寄せた。

「こんなのが、勇者？」

　自然、私の眉がぴくりと反応した。確かに、私の見た目はただの少女に過ぎないものだ。だが、私はれっきとした勇者。魔王を打ち倒す存在。随分と、舐なめてくれている。

　ならば、さっさと倒させてもらおう。油断している、その隙すきに。

「あなたはここで朽ちるわ。万を超す大軍を連れながら、単身で来た愚かな魔王」

　先手を取らせてもらう。魔力による追い風をアシストとして、魔王との距離を詰めると、低い体勢から斬きり上げる。避よけられた。服にも掠かすっていない。魔王は、バックステップから斜め前に跳躍、私の側面へ。下げた右手に魔弾を生成している。左足に力を込め、身体からだを魔王の正面に向けると、私は魔力による障壁を瞬時に展開した。魔力同士がぶつかり合い、白い光が瞬またたく。障壁に、ひびが入るのを見る。魔力が足りない。魔石に意識を集中し、障壁を強化する。が、すぐにひびは入る。広がっていく。防げない？　横からの衝撃。重い一撃ではなかった。その直後、障壁は粉砕され、魔弾が私の後方にクレーターを作った。

「あれは防げそうにねえな！　避けるしかない！」

　アルが私を抱きかかえて横に跳んだのだった。

　お互い、逆方向に転がりながら起きる。次に動いたのはアルだった。やはりアルは速い。絶妙な足さばきで、魔王の背後を取る。青い剣を振り上げている。上段からの、斬り下げ。

「っ、な！」

　その一撃は、アルの背後から止められた。アルの正面には、誰だれもいない。アルの後ろに、魔王は移動していた。全まつたく動きが見えなかった。アルの背後から、片手で剣を止めている。

　アルは咄とつ嗟さに剣を手放すと、振り返り、果敢にも魔王の顔面に拳こぶしを振るう。が、呆あつ気けなく空いている手で払われる。魔王のその手は蛇のように動き、アルの首を捕えた。アルは持ち上げられ、アルの剣は足元に捨てられた。

「あら、あなた」

　魔王が何かをアルに言おうとしたが、アルの首が折られるのを、黙ってみている私ではない。とっくに距離は詰めていた。剣を振るう。魔王の腕を斬きり落とす。アルは落下し、酸素を求めてせき込んだが、すぐに足元にあった剣を回収し飛とび退のいた。私も、魔王と距離を取る。目にも止まらぬ速度で動く相手に、これだけの距離が何になるのかわからないが……。落ちた魔王の腕は、弾はじけ、私の剣に吸収された。魔王の魔力といえど、身体からだから切り離されればただの魔力のようだ。

　肩口から腕を斬り落とされた魔王は、驚きの表情を見せていた。しかし、ダメージに苦しんでいる様子はない。何を考えているのか、まあいいわ、とだけ呟つぶやく。そして肩口から魔力の塊が腕を形作り、元のように再生された。

　魔モノの統率者でありながら、レインドロルは魔モノとは違う存在だ。身体は魔力のみで構成され、それゆえに魔力が尽きない限り死ぬことはない。

　もちろん、その魔力が尽きるまで、私は魔王を倒し続けるつもりだが。三日三晩、いや、それ以上をかけてでも。

「相手が誰だれであれ、人間は殲せん滅めつするわ。不可侵の盟約を、あなた達たちはあなた達のために破ったのだから」

　私は鳩尾みぞおちを蹴けられていた。地面に叩たたきつけられるような一撃で、身体がくの字に曲がり、地面を垂直に跳ねる。胃液がこみ上げた。けれど、剣は手放さなかった。歯を食いしばり、魔王の顔めがけ、魔弾を放つ。障壁でガードされるが、白い光が瞬またたくので、一瞬私は魔王の視界から消えたはずだ。

　昨日アンジュに渡された資料にあった、どれくらいの魔力の密度があれば、足場となるかという実験を頭に呼び出す。高密度に圧縮した魔力を滞空させ、片手をつき空中で体勢を整えた。首を落としにかかる。白い髪の毛がいくらか宙に舞うが、しゃがんだ魔王には当たらなかった。

　魔王は掌底を繰り出すような構えで、魔力を手に集めていた。なお、空中にいる私。多少身体をずらしても、狙ねらいを外させるのは容易ではない。魔弾を放たれる直前、アルが魔王にのしかかる。体勢を崩された魔王の魔弾は、明後日あさつての方向へと飛んでいった。私が地面に受け身を取りながら着地するまでに、アルは剣を魔王の顔に突きたてようとした。切っ先が、魔王を食い破ることはなかった。止められたからだ、魔王の歯に。

「うそだろ？」

　さすがのアルもそれにはひるんだ。その隙すきに、魔王の拳こぶしがアルの腹部にめり込む。各都市の城壁くらい、アルの身体は宙高く飛んだ。そして魔王は、跳ね起きると、そのアルと同じ高度まで飛ひ翔しようした。冗談みたいなかかと落としだった。

　私は魔石に意識を集中させた。エミューでやったのと同じように、突風でアルの身体を吹き飛ばす。魔王の蹴りは、なんとか回避した。重力に引かれるアルを、風のマットで受け止める。落下の衝撃は殺せたはずだ。

　魔王は、重力を無視したように、ふんわりと着地した。

「人間は、なんでも自分の物にしたがるわ。八百年前は、土地と力の覇権。今は、私達たちの魔力。なぜあなた達人間は、今あるもので満足しようとしないのかしら。他ほかの種族を不必要に破壊し、なぜ笑って生きていられるのかしら。狂ってるわ。――だから、私が奪ってあげる。全部、全部。土地も、力の覇権も、その些さ末まつな命さえも。全部奪ってあげるから、安心して死んでちょうだい」

「私には、どうでもいいわ。私は勇者。魔王を倒すために生まれてきた。だから、あなたを倒す。それだけよ」

「私は負けないわ。あなたが仮に勇者だとしても、それは勇者という名前を持ったただの人間に過ぎない。ただの、人間の、雌に過ぎない」

「言ったでしょう。あなたはここで朽ちる。だって、私は勇者で、あなたは魔王だから」

　私は駆けた。魔王に与えたダメージはまだ腕一本を落としただけ。それも、膨大な魔王の魔力量からすれば、微々たるダメージにしかならないのだろう。けれど、私は負けない自信がある。なぜならば、私は勇者だからだ。

　いつの間にか、雨が強くなってきているのを感じる。魔王と至近になり、私は剣を横に薙なぐ構えをした。魔王が掻かき消えた。私はそれを読んでいた。背後を狙ねらった、回転斬ぎり。案の定、魔王は後ろに回ってきていた。魔王の胴体は、真っ二つにならなかった。魔王の姿は一瞬私の目に映った後、再び掻き消えたから。

　私が背後を狙うことを読んでいたのだろうか。魔王は、再び私の背後についていた。確認してはいない。気配を感じただけだ。私は、身を捻ひねった。魔王の手刀が、私の脇わき腹ばらを抉えぐった。深く入った攻撃ではなかったが、切れた服の間から血が噴き出た。エミューでの傷が開いたのだ。

　今、倒れるのはまずい。私はぶれる身体からだをなんとか支えようと、足に力を込めた。濡ぬれた草に、滑る足。私は尻しりもちをついていた。

「今の一撃で殺せなかったことは、謝るわ。苦しませるつもりはないの。すぐに、楽にしてあげる」

　私を見下ろす魔王が、その時になって初めて、強大な存在であることを意識した。身の毛がよだつ。剣を持つ手に力が入らない。私が魔王を恐れている？　魔王に負ける？　馬ば鹿かな。私は勇者なのに。

「クロワ！」

　アルが、私と魔王の間に割って入ろうとする。魔王は足を蹴けりあげた。顎あごを狙ったのだろう、その一撃は簡単にアルにかわされる。アルは、魔王の軸足を斬り落とした。一本足になった魔王は、体勢を崩す。と、思ったのだが、

　平然と、魔王は蹴り上げていた足を振り下ろした。アルは首を横に逸そらし、頭に直撃するのは避けたものの、肩にくらってしまう。

「ぐっ！」

　衝撃で、アルは顔から地面に倒れた。アルが斬きった足は私の剣に吸収されたが、その時にはもう魔王の足は再生されて、二本足できちんと立っていた。足など、飾りだと言わんばかりだ。

「二人まとめて殺されたいってことで、いいのよね」

　そんなわけない。そう口に出す気力はもうなかった。

　魔王が、私達たちに手を掲げる。魔王の胸元に、一本の矢が突き刺さったのは、その時だ。いや、一本だけではない。何本も、何十本も、見る間に次々と刺さっていく。外れた弓は一本もない。全すべての矢が命中していた。

「鬱うつ陶とうしいわね」

　魔王は、大して痛くもなさそうだった。身体からだに刺さる矢を、まず一本抜こうとした。そこで、今度は矢の鏃やじりが爆発した。爆風が私の髪を揺らす。次いで、白煙が私達を取り囲んだ。思わず目をつむる。一体、何が起こっている？

「ちょいと失礼しやすぜ、勇者の嬢ちゃん！」



    

  
    
      



    

  
    
      

　何者かが、私を抱きかかえた。白煙を突っ切って、走る。痛む傷口を押さえながら、私は薄目を開けた。人だ。武装した人々。二、三百人ほどで、多くは弓を構えていた。私を抱きかかえる男を見る。それは、昨日アルと押し倒すどうこうという馬ば鹿かば話なしをしていた男だった。なんとか首を回して背後を見ると、アルも誰だれかの肩を借りて走っていた。

　やがて、私は一人の女性の前に運ばれた。長身で、眼鏡めがねをかけた、赤髪の女性だ。

「アンジュ、これはどういうこと？」

「どういうことじゃないわよもう！　そんな傷だらけで！」

　草原に横たえられると、アンジュは私の服をたくしあげた。

「手荒い治療だけど、我慢するんだよ！　あの化け物を、どれだけ食い止められるか、全然わかんないんだからさ！」

　私は、手当をしようとするアンジュの手を止めた。

「いい。いらない。私は大丈夫よ」

「馬鹿言ってないで！　クロワちゃんには、この戦線から、脱出してもらうからね！」

「……脱出？」

「そこにもう馬車も用意してる！」

　なるほど、弓兵達たちの後ろに、馬車が用意してあった。

　肘ひじをつき、膝ひざを立て、私はゆっくりと立ち上がった。右手に剣がない。が、近くにあった。誰かが拾ってきてくれていたようだ。私は剣を拾った。しゃがむだけでも、脇わき腹ばらには激痛が走った。出血は止まっていない。

「動ける身体からだじゃないって！　わからないの!?」

「十分、動けるわよ」

「血だってこんなに出てるのに！」

「……こんなの、なんともないわ」

　私は、朦もう朧ろうとする意識の中、歩き出した。が、すぐに倒れた。立ち上がる。よろよろだ。

「みんな！　とめて！」

「悪いな、勇者の嬢ちゃん！」

　屈強な男達が、私をとめにかかる。普段の私なら絶対に負けたりはしないが、今の私には少し怪しい。が、魔力を使えば関係ない。魔石に意識を集中する。風で、男達を吹き飛ばす。意識が途切れ途切れなせいで、手加減できたかは怪しい。

「悪いわね、みんな」

　私は、歩き出した。面白いぐらい意識が、視界が明滅していた。

「あなた、勇者でしょ！　ここで死なれたら、困るのよ！　逃げて、生き延びてもらわなくちゃ困るの！」

「そこに魔王がいて、私は勇者なのよ。私は立てる。歩ける。剣を握れる。生きている。なら、私は戦える。戦えるなら、私は魔王を倒せるわ」

　魔王を取り巻いていた煙幕が、徐々に晴れてきた。魔王は無傷だった。おそらく、あれだけの攻撃を受けたのだから、一度は傷だらけになっただろう。けれど、魔力が尽きない限りは、何度でも蘇よみがえる。

　ならば、その魔力が尽きるまで、倒し続けるのみ。

　剣を構え、私は走り出した。

「クロワ！」

　アルの声が聞こえた。私の唯一の仲間。とても近くで響いたような、遠くからも聞こえたような。わからない。流れすぎた血と、脇わき腹ばらの激痛で、意識が朦もう朧ろうとしている。魔王との距離もわからない。目は開いているはずだが、視覚からの情報が脳まで伝達されない。足も回転させているつもりだが、感覚がない。わからない。状況が何もわからない。

　それでも、私は前に進まなければならない。

　魔王を倒すために。

　だって、私は勇者だから。



    

  
    
      
第五章　スタシオン都市長との再会





　目を開けると、板張りの天井が見えた。暗い。揺れている。雨の音が激しい。部屋じゃない。馬車の中だ。私は馬車の座席に横たえられていた。痛い。痛い！　脇腹が、張り裂けたいと叫んでいた。私は、呻うめいた。激しく身をよじる。痛みは消えなかった。

　すると、馬車がすぐに止まった。慌ただしくどたばたという音が響いた後、馬車に誰だれかが乗り込んでくる。青髪の、アンジュの従者。

「クロワ様！　今、痛みを鎮めます！　少しの間我慢してください！」

　シュエットだと認識はしたが、痛みのせいでそれ以上何かを考えることができない。しかし、しばらくすると、なぜか痛みが引いた。

「魔石を使って、意思を捻ねじ曲まげ、痛みを感じないようにしました。落ち着きましたか？」

　私の息が落ち着いてから、シュエットが語りかけてきた。痛みは引いたが、怪け我がが治ったわけではないと理解できる。痛いと思えないだけだ。カスケードの研究資料に理論は書いてあった。

　それにしても、体力の摩耗が酷ひどい。返事をするのにも、時間がかかった。

「状況の……説明を」

　私は、魔王と戦っていたはずだった。カスケードの住人が援護に来たところまでは覚えている。その後、私は再び魔王に立ち向かい……そこまでの記憶しかない。

「クロワ様は、走り出し、そして倒れられました。その後すぐに、鏃やじりに魔石を使った矢で魔王を引きつけ、私が手綱を引いて、戦場を離れました。その後のことは、正直わかりません」

「アルは？　生きてるの？」

「わかりません。アンジュ様は、この馬車に乗せようとしましたが、アル様も足止めに加わりたいと」

　それで、みんな戦場に残ったのだという。私とアルで、全まつたく歯が立たなかった相手だ。そのまま魔王を倒せた、ということはないだろう。無事だと願うことすら、私には難しかった。

「今は、戦場を離れた次の日です。まだ、朝日は昇っていません。カスケードから、北側で一番近い街、スタシオンを目指して移動しています。馬車の揺れは、身体からだに響くと思いますが……向こうに着けば、ちゃんとした治療が受けられるはずです。夕方には、なんとか到着したいと思っています」

「そう」

　短く返事をするのも、精一杯だった。

　頭の中では、アルの安否ばかりを気にしていた。私の初うい陣じんから、共に闘ってきた仲間だ。一人だけ、置いてきてしまった。私は、勇者なのに、魔王から、逃げてしまった。

「行く先は、わかるようになっています。生きていれば、誰だれかが詳しい状況を伝えに来ることになっています。向こうの街で、ゆっくり待ちましょう」

　それは、誰か一人でも、生き残っていればの話。

　私は、魔王に負けた。

　私は勇者なのに。

　勝てなかった。

　重く心に圧のし掛かかる。あの街を、救えなかった。世界を救えなかった。

「引き返してほしい」

「はい？」

「逃げるなんて、できない。倒さないと。早く、魔王をとめないと」

　勇者である私にとって、魔王を倒し、世界を救うことは、義務だ。命に代えても成し遂げなければならない使命だ。私はそのために生まれてきたのだから。私は、そのためだけに存在するのだから。

「できません。お気持ちはお察ししますが、今のままでは死にに行くようなものです。まずは、身体からだを治してください。それからでも、遅くはないです」

　シュエットの言い分のほうが、正しい。けれど、どうしても割り切れない。私が、うんともすんとも言わず、黙りこくっていると、ずっと硬い表情をしていたシュエットが、頬ほおを緩ゆるめた。私の髪を、なでる。

「アンジュ様は、私が馬車を出す直前、仰おつしやいました。必ず、また生きて会えると。私はその言葉を信じます。みんな、また会えます」

　生きている根拠は全まつたくなかった。けれど、シュエットの言葉を聞くと、少しだけ安心した。アルも、生きている。今は、そう思うしかない。

「それでは、馬に戻ります。何かあったら、すぐに呼んでください」

　シュエットは、馬車の小部屋を出て、馬に跨またがった。小部屋の正面の窓からその様子が見える。屋根は馬上のシュエットまで延びていたが、この土ど砂しや降ぶりを完全に防ぐには足りないようだ。はっきりしない意識のせいで気付かなかったが、この小部屋に入った時からシュエットはずぶ濡ぬれだった。雰囲気的に、馬車は昨日から止まることなく進み続けている。シュエットは、この大雨の中、ずっと御ぎよ者しやをし続けてきたのだ。勇者である私のために。後で、ちゃんとお礼の言葉を言おうと思った。

　身体は、睡眠を欲していたが、アルや、アンジュを含むカスケードの人達たち、魔王のことなどを考えると、眠る気になれなかった。結局、街に着くまで、一睡もしなかった。





　まだ、雨は止やんでいなかった。

「勇者様ですね？　事情は把握しております。こちらへ」

　城門は、簡単に通された。馬車で、街の中央まで行く。馬車がとまったので、私は一人で降りた。身体は、なんとか動きそうだった。外傷らしい外傷も、脇わき腹ばらの大きな傷しかないのだ。もちろん、重症には違いないが。けれど、歩く体力はまだ回復していない。ふらつくと、シュエットがすぐに肩を貸してくれた。

　馬車のとまっていたすぐ近くの建物に案内される。煉れん瓦が造りの、落ち着いた雰囲気を持つ宿屋だった。

　出迎えたのは、男。

「早駆けの者から戦局を伝えられた時は、もう生きたそのお姿を見ることはできないと思っていましたよ。よくぞ生きておられました。すぐに医者を用意させます」

　その男を、私は知っていた。

「ゼフィール？　どうしてあなたがここに？」

　彼は首都の人間だった。王の側近で、首都で最も私と関かかわりが深かった人物。端的に言えば、私の世話係についていた男だ。

「ここは、私の故郷なのですよ。王は、首都の守りばかり固めなさる。各都市は、それぞれで守りなさいとの方針だ。私は、私の故郷を見捨てたくないのでね。勇者様が旅立った直後、王に頼んでここの都市長にさせてもらいました」

　重傷の私にとって、まだ知っている人物であるゼフィールが都市長というのは、気が楽になる。

「食事はとられますか？」

「いえ、いいわ。……それより、少し身体からだを拭ふきたいわ。それと、この子にお風ふ呂ろと着替えを」

　シュエットの服からは、大量の水が滴したたっていた。服だけではない。髪や、靴からも。とにかく全身ずぶ濡ぬれだった。風邪を引いてしまう。

「わかりました。すぐに用意させます。少々お待ちを」

　ゼフィールは、私達たちを案内してくれた男にいくらか指示を飛ばした。

　傷が癒いえるまで、この街に潜ひそむか。いや、それまで待っていれば、この街も危険かもしれない。カスケードから、そんなに離れた街ではないのだ。第一、私がここにこうしている間に、魔モノ達はどんどん大陸の侵略を進めてしまう。これ以上、犠牲を増やすわけにはいけない。

　倒せなかった魔王、負けた勇者。私は、一体どうすればいいのだろう。





　桶おけから注いだ水がシュエットの身体をなぞり、板張りの浴室に弾はじけて踊っていた。それを少し離れて見ている私は、低い浴槽に足だけつけている。鏡を見るまで気づかなかったが、私の身体も泥だらけだった。シュエットが、濡れたタオルで拭いてくれた。

　そのシュエットは今、桶で水をすくい上げ、身体を洗っていた。透き通るような白い肌を、水が身体のラインをなぞるように滑っていく。

「同じ水を被るでも、雨は不快で、水浴びは気持ちいいですよね。なぜでしょう」

「衣服の有無じゃないかしら。肌に張り付く感じ、私は嫌いよ」

「なるほど。……ああ、私は、曇り空が雨粒に映って、汚く見えるからかもしれません」

「言われてみれば、そうかもね。濁って見えるものね」

　なんでもない話をしながら、私は、アルと魔王のことばかりを考えていた。生きていて、ほしい。なぜ私は負けたのか。さっきから、そればかりだ。水面みなもに映る私の顔が、あまりに歪ゆがんでいるのに気づく。足をばたつかせ、ぐちゃぐちゃにした。

「クロワ様は」

　私は顔を上げ、シュエットを見た。

「アル様と付き合っていらっしゃるんですか？」

「な、何言ってるのよ。否定したはずよ」

「いえ、それはお聞きしましたが、先程から、アル様のお名前を呟つぶやかれておいでなので」

「え？」

　意識していなかった。聞き返す。

「ほんと？」

「はい。無意識でしたか」

「気づかなかったわ」

　アルは、私の仲間だ。何度も、私の危機を救ってくれた。アルがいなければ、私は初うい陣じんでオズドゥロイに倒されていた。

　というか、私は初めから、勇者であるにもかかわらず、一人で切り抜けられたためしがないのだった。エミューでの戦いだって、アルがいなければ住民の避難ができず、あんな落雷を起こすことはできなかった。

「お慕いはされてるんですか？」

　言われて、少しどきっとした。どうなのだろう。アルは、仲間だ。間違っても、恋人とか、そういうのではない。好意は寄せているけれど……いや、この好意こそが、恋というものなのだろうか？　でも、アルが生きているかどうかもわからない現状で、そんなことは考えたくなかった。話を、逸そらしたい。



    

  
    
      



    

  
    
      

「アンジュもだけど、あなた達たち好きね、そういう話」

　すると、シュエットはくすっと笑って桶おけを置くと、ずずいっと私に寄ってきた。

「で、どうなんですか？」

　逃がしてくれそうにない。私は、渋々といった感じで、正直に答えた。

「わからないわよ、そんなの。だって、私は勇者なんだから」

　私は勇者だ。勇者は、魔王を倒し、世界を救うために存在している。恋だの愛だのなんて、勇者にとって必要な感情ではない。

「クロワ様は、勇者であることに、強い使命感を持っていますよね。私、クロワ様をお待ちしている間、どんな方か、ずっと気になってたんですよ。私と、同じくらいの少女だと聞いていたので」

「そう。まあ、私は普通の人間とは年齢が違うけれど。二年前に、大聖堂に降り立つまで、私はこの世界にいなかったんだから」

「はい、だからこそどんなお方か気になっていたんですよ。気になりすぎて、アンジュ様と一つ賭かけをしたんですよね。クロワ様は勇者なのに、失礼なこととは思いながらも」

「賭け？」

「勇者でも、恋をするのかどうか」

　私は、溜ため息いきをついた。それで、あんなにもしつこく問いただしてきたのか。

「それで、どっちがどっちに賭けたの？」

　一応、聞いておく。

「私もアンジュ様も、恋をするに賭けました」

「賭けになってないじゃない」

　シュエットはくすっと笑った。

「そうですね。勇者だって、女の子なんだから、恋はすると思ってました」

「悪いわね、期待に添えてないようで」

「いえいえ」

　シュエットは、私の顔に手を伸ばした。反射で目をつぶると、髪に触れられる感触がある。なでられたのだ。私は目を開けた。

「クロワ様は、さっき、わからないと仰おつしやいました。じゃあ、まだ賭けは終わっちゃいません」

　そんな適当でいいのか？　と私は思った。けれど、まあ、私には関係ないことだし。

　ふと、天井を見上げる。魔石の電灯がある。魔力、その力を統すべる者、魔王。

　早く、倒さなければ。私は勇者なのだから。





　お風ふ呂ろを出た後、与えられた二階の一室で、私とシュエットはだべっていた。色違いのワンピースの寝巻きを着ている。

「好きなタイプの男性とか、考えたことないんですか？」

「ないわね」

「じゃあ、今考えましょう」

「今？」

「はい。背は高いほうがいいとか、がっしりしてる体格のほうがいいとか」

「正直、どうでもいいわ」

　私は、重傷ということもあり、ベッドに寝転び、シュエットはベッドの端に腰掛け、身体からだを私のほうへ捻ひねっている。

「じゃあ、性格とか。がつがつしてるのは嫌だとか、優しい性格がいいとか」

「どうかしら。事務的な喋しやべり方をする相手のほうが、会話はしやすいわね。魔モノ達たちの動向とか。大体の都市長は、そうだったけれど」

「それはちょっと違うような。それじゃあ、アンジュ様は苦手ですか」

「とっても。それと、シュエットも」

　はっきり言う。こんなに親しげに話しかけられると、私は戸惑ってしまう。勇者として、私が鍛え上げたのは戦闘能力ばかりだ。対人能力は、高くはない。私はそう自覚していた。

　だが、シュエットは少し落ち込んだようで、笑顔を保ちながらも肩を落としているように見えた。笑顔も、どこかぎこちなかった。それとなく、付け加える。

「不快なわけじゃ、なかったけれど。親しげなの」

　シュエットの表情が明るくなった。自然にはにかんでくれる。そのほうが、私としても見ていて落ち着いた。

「ありがとうございます。クロワ様は、優しいです。ああ、そうだ」

　すっかり忘れていたという感じで、シュエットはポケットから何かを取り出した。シンプルなデザインのペンダント。しかし、そこに取り付けられていたのは、魔石だった。

「この魔石は、他ほかの特定の魔石に、意思を伝えることができます。そして、受け手の魔石を握ると、こちらの魔石の位置がわかります」

「つまり？」

「互いの位置がわかるようになるわけです」

　理解した。それは、アンジュにもらった、カスケードで行われている実験の資料に書いてあった覚えがある。元々、ひとつの魔石に、同じ意思を与え、叩たたき割る。すると、共鳴という、シュエットが説明したような現象が起こるのだ。ちょうど、音叉のように。

「きっと、誰だれかが迎えに来てくれますから。これを持って、待ちましょう。っと、もうこんな時間。では、そろそろ失礼しますね。早く、怪け我がを癒いやしましょう。おやすみなさい」

　シュエットは、退出した。私は、ペンダントをポケットに入れると、天井の魔石に意識を集中して、電灯を切る。カーテンも閉めているので、部屋は完全な暗くら闇やみに包まれた。

　目を閉じる。無音の世界。私はゆっくりと眠りに落ちていった。





　扉の開く音に、私の意識は覚かく醒せいする。そっと開かれたが、気配は消せていない。私が完全に寝ていると思っているからだろう。目を開けないで、寝たふりをする。シュエットではない、とすぐにわかった。明らかに、忍び足。重量を伝える床板の軋きしみ。男だ。

　その男が、私に手を伸ばしてくると同時に、私は転がって男の懐ふところに入った。思いっきり張り手を飛ばす。よろめく男に追い討ちの蹴けり。尻しり餅もちをついたのを確認すると、私はベッドから降り、その下に隠してあった剣を手に取った。鞘さやから抜き放つ。立ち上がろうとする男に、私は剣を突きつけた。

「そこまでよ」

　男は静止した。私は、意識を天井の魔石に集中させる。電気を発生させ、灯あかりをつけた。男の顔は知っているものだった。この宿屋に、私とシュエットを案内した男だ。

「あなた、なぜ」

「そこまでにしてもらいましょうか」

　扉の奥から、聞き慣れた男の声。アルのものではない。もっと古くから知っている男のものだった。

「ゼフィール？」

　そしてその奥から、さらに男が一人と、その男に身体からだを押さえられているシュエットが現れた。シュエットは、苦い顔をして、唇を噛み締めていた。

「……あなた、見た顔ね」

　エミューで会った、私をつけていた男だ。勇者教信者と言っていたのを、信じていたわけではないが、こんなところで。ともかく、ゼフィールの意図がわからない。

「説明がほしいのだけれど」

「その前に、私の部下から剣を離してもらいたいのですが」

「それはできないわ。シュエットを、解放してくれない？」

「それこそ無茶な相談だ。……まあ、いいでしょう。どうせ、あなたには人を斬きることはできないのだから」

　舐なめられたものだ。私だって、いざという時は魔モノ以外でも斬り伏せる。身に危険が及べば、魔モノ以外でも。

「サーブル、動いてみろ」

　ゼフィールは、私が剣を突きつけている男に命令した。

「し、しかし」

「大丈夫だ。やつは斬きれない。そうなっているんだ。突きつけるのが、限界だ」

「っ、ばか！　動くと斬るわよ！」

　ゆっくりと、立ち上がろうとする男。私は――私は、その男から、ゆっくりと剣を逸そらしてしまう。やがて男は完全に立ち上がり、ゼフィールのところまで下がっていった。

　私は、驚きで自分の手から目を離せなかった。

　剣が男の肌に触れると思った瞬間、私は自然と剣を離してしまったのだ。

　離したのは、間違いなく私の意思だった。けれど、私はそんなことをするつもりはなかった、直前まで。まるで、何者かに意思を曲げられた、そんな感覚。いや、剣を離した理由は、わかっていた。それは、私が勇者だから。勇者は、人を斬りつけたりしない。勇者が斬るのは、魔モノと魔王だけだからだ。

　ゼフィールは今、私には斬れないと言った。そうなっているのだと。どうなっているのか、私には全まつたく理解できない。

「驚いた顔をしていますね。どうして、威嚇としてすら斬れないのか、わかりますか？」

「だって、だって……私は勇者だから。勇者は、人を斬れない、から？」

「違う」

　ゼフィールは、哀れむような目で私を見つめた。

　次の発言は、私の人生の有り様を覆すものだった。

「お前は勇者ではない」

　その言葉は、私の中で数度反はん芻すうされた。上う手まく噛み砕くだくまで、時間を要する。

「何、言ってるの？」

　私が、勇者ではない？　馬ば鹿かな。私は、勇者だ。勇者でなければ、ならないのだ。

　ゼフィールは、深い溜ため息いきをついた。いつもの、温厚な口調では、もうない。

「お前は孤児院のただの娘だ。勇者などではない、ただの少女だ。魔力によって、洗脳されているに過ぎない。特別な存在では、決してない」

「私は二年前、大聖堂に降臨したのよ。冗談でも、性た質ちが悪いわ」

「その日、魔力でお前は我々に記憶を封じられた。正確には、記憶を呼び起こす意思を消した。お前には、一切触れさせなかった研究分野がある。意思が魔力に反応するならば、意思を魔力で制御することはできないのか。そういう研究だ」

　――魔力による意思制御。

　カスケードで研究されている分野、資料を見た。最近始まった研究というわけではない。ずっと、前からあって……そう、二年前にもきっとあった。

「記憶だけではない。お前は、魔力によって、自分のことを勇者だと確信させられている。そのことを、疑ったことはないはずだ。まあ、結果として、強い思い込みが身体能力の向上にまで繋つながるということが確認できたのは、いい研究成果になったよ」

「私は、勇者よ」

「そう思うことしかできないようになってる」

　私が勇者ではない？　信じがたい。が、客観的に考えて、ゼフィールが言っていることが、正しいという可能性もある。けど、その可能性すら、私は認めない。認められない。だって、私は勇者だから。

　思えば、私はどんなことでも、自分が勇者だからということで納得しようとしてはいなかったか。当然だ。だって私は勇者だから。違う。私は本当に勇者なのか？　勇者に決まってる。決め付けるな。私は、何者なんだ。

　自分の中に、もうひとつ意思があるように、どんな「私に対する疑念」も却下される。無理に捻ねじ曲まげられているような。それでも、私は勇者だった。

　二年前を、その前を思い出せ。そんなものはない。私は二年前、大聖堂に降臨したのだから。それは事実か。事実だ。だって、私は勇者だから。

　私は頭を抱えた。何かがおかしい。

「何の奇跡が起こったのかは知らないが、お前は東軍二部隊を撃破した。魔モノ側は、お前を勇者だと思ってくれているようだ。そこで、私は人語を解する魔モノと交渉した。勇者を差し出すことで、この街を見逃してもらうようにと。現王は無能だ。防備を重ねれば、魔モノの大軍にも勝てると思っている。そんなことは無理だ。我々が生き延びるためには、魔モノに頭を下げ、服従するしかないのだ。交渉は、成立したよ」

「私を売ったの？」

「当然だ。お前は勇者ではないのだから、魔王を倒すことはもちろん、世界を救うことも到底できるわけがない。王だって、首都を守るための税金を集める口実を作りたかっただけだ。効果はでかかったよ。首都の防備は固まった。魔モノに勝てるとは思わないが。ともかく、お前には感謝してほしい。お前が死ぬことで、この街は救われるのだから。ただの小娘のお前でも、尊い犠牲となることができるのだよ」

　勇者ではない、世界を救えない私。

　そんな私でも、救えるものがある？

　いや、私は勇者だ。本当にそうか？　私が勇者なら、なぜ私は魔王に負けた？　八百年前の勇者は、たった一人で魔王を封印するまでに追い込んだ。まして、ただの魔モノには一度も引けを取らなかった。対して私は、オズドゥロイに追い込まれ、奇襲で混乱し、街への侵入さえ許し、魔王に負けた。どれも、一人で切り抜けたとは言えない。アルや、カスケードの人達たちのおかげで、生き長らえている。

　いや、それでも私は、勇者、だ。でも、もしそうでないならば、私のために犠牲になった人達たちは、どうなる？　そもそも、犠牲を生んだ私は、勇者とは言えないのではないだろうか。

「クロワ様！　言葉に惑わされないで！　逃げてください！」

　シュエットが叫ぶ。しかし、シュエットは囚とらわれている。見捨てていくわけには、いかない。だって、私は勇者だから。でも、私は勇者ではない。私は、どうすればいい？　ゼフィールの言うとおり、この街のために死ぬのがよいのではないか。

「喋しやべるなと言っただろう！」

　シュエットを押さえていた男が、彼女の口を手で塞ふさぐ。直後、男は悲鳴を上げた。シュエットが男の指を噛んだからだ。押さえていた力が緩ゆるんだ隙すきに、腕を振り解ほどくシュエット。駆け出し、私の手首を掴つかんだ。

「逃げましょう！」

　しかし、入り口は三人に塞がれている。彼らに、私は剣を振るえない。それに、今の私には、逃げるべきなのかどうかもわからなかった。だが、抵抗することもなく、シュエットと共に窓へ走る。走っている方向には窓しかない。

「飛び降りますよ！　他ほかに選択肢はないですからね！」

　考えている暇はなかった。手を引かれるまま、私とシュエットは跳んだ。窓を突き破る。ガラスが飛び散り、破片が頬ほおを切った。月明かりに照らされる石畳が見えた。私は咄とつ嗟さに、握っていた剣の魔石に意識を集中させる。風を呼び起こし、着地の衝撃を殺した。

　雨は、小雨だが、まだ降っていた。

「追え！　絶対に逃がすな！」

　二階から、ゼフィールの声が響いた。どたばたと足音が聞こえる。

「ここから離れましょう！」

　心の整理がつかない私は、シュエットが手を引いてくれるおかげで動いていると言っても過言ではなかった。裸足はだしで路地を駆け巡めぐる。痛みを感じる余裕はなかった。地の利はないが、この暗くら闇やみ、物陰で、追っ手をやり過ごした。しかし追っ手は少なくなかった。いつまで隠れていられるかわからない。朝になったら、隠れることはより困難になるだろう。見つかれば、殺される。

「シュエット、あなただけでも逃げて。彼らの目的は、私よ。私が捕まればいいわ」

「冗談はよしてください。死ぬんですよ」

「冗談なんかじゃないわ。私が死ねば、この街は助かるんでしょう？　私は、勇者だけど……でも、やっぱり勇者じゃないんだわ。魔王も倒せない。けど、私が死ねば……」

「あの人達の、妄言という可能性だってあります。それに」

　シュエットは、路地の向こうを確認しながら、言う。

「勇者じゃないからといって、私がクロワ様を見捨てる理由にはなりませんから。アンジュ様も、アル様も、きっと同じように答えます。友を守るのが、友の使命です」

　どうやら路地の先にはまだ誰だれかいるらしく、シュエットは首を引っ込めた。

「……友？」

「ごめんなさい。私には、出すぎた発言を」

　私は慌てて否定した。

「違うの！　友だなんて、言われたの、初めてで。その、なんて言えばいいのか。ありがとう。こんな時だけど、うれしいわ」

　シュエットはしょげていた顔を上げ、頬ほおを緩ゆるめた。

「いえいえ、こちらこそ」

　足音が近づいてきたので、私達たちは息を潜ひそめた。その時、私のポケットが突然輝き始めた。なぜ？　強い輝きだった。発光源を探す。すぐに判明した。魔石で作られたペンダントだ。

　光は強く、明かりのない路地裏では目立った。私達は、追っ手達に発見された。

「これ、どうなってるのっ。光、止まらない……！」

「落ち着いてください！　これは」

「追い詰めたぞ！　抵抗は無駄だ！」

　狭い道なのが不運だった。左右から詰められれば、逃げ道はない。にじり寄ってくる。私は、人を斬きりつけることができない。シュエットに戦闘能力を期待するのも、酷な話だろう。私はゼフィールの宿からずっと抜きっぱなしだった剣を、鞘さやに収めた。

「待って、とまって。お願い」

　シュエットが、私を心配そうな目で見つめてくる。追っ手の男達は、ひとまず動きをとめてくれた。

「私が死ねば、この街は救われる。その約束は、本当に確かなものなの？」

「ああ、確かに取り付けた」

　返事をしたのは、エミューで私を尾行していた男だった。

「じゃあ、この女の子に手を出さないって約束してくれれば、絶対に私は抵抗しないわ。煮るなり焼くなり、自由にしていい。どう？」

「クロワ様!?」

　私はシュエットに、真剣な瞳ひとみを向けた。シュエットは、戸惑いを隠せないようだったが、何も言わなくなった。

　私が勇者かどうか、それはもう私にはわからない。けれど、私は魔王を倒せなかった。そんな私ひとりの犠牲でこの街が救われる。ここは、大規模な都市というわけではないが、それでもたくさんの人達がいる。その人達を救えるなら、それで十分なのではないか。私は、そう思った。それになにより、私を友と言ってくれた、シュエットを守りたかった。友を守るのが、友の使命、なのだ。この街での生活の保証も、してもらいたい。そう向こうに伝えた。

「いいだろう。どの道、お前以外はどうでもいい」

　男は頷うなずいた。

　私は、男に向かって歩き出した。手を後ろに回すように要求され、乱暴に押さえられる。

　自分の人生を振り返ってみると、実にあっけないものだったと思わされる。結局、私は何事も成す事がなかった。最期に、この街を救えることだけが、誇れることかもしれない。

　空を見上げる。雨は、まだ止やんでいない。私の握るペンダントの輝きだけが、辺りを照らしていた。そういえば、なぜペンダントは光ったのだろうか。疑問に思うのと、空から何かが降ってきたのは同時。雨粒なんて大きさではない。そう、人くらいの大きさ。いや、それはまさしく人だった。夜の闇やみに溶ける黒髪の少年。首にかけられたペンダントが、私の持つペンダントと共鳴するように光っていた。

「のわあああああッ！」

　そして少年は、石畳に頭から落下した。ちょうど、私の横だった。

「誰だれだお前は！」

　私の腕を掴つかむ男が叫んだ。

「いや、ちょっと屋根の上を走ってたら雨で濡ぬれてたせいか滑っちゃって、なんかお取り込み中なようで邪魔して申し訳な……って、あれ？　クロワ？」

「……なんで、あなたがここにいるのよ」

　アルだった。他人の空似などではない。間違いなく、本人だ。

「なんでって、なんとか魔王から逃げ延びて、魔石を頼りにこの街まで来たんだよ。んで、入ろうとして、勇者クロワの仲間ですって言ったら、いきなり取り押さえられそうになってさ。振り切って、お前らを探してたんだよ。で、今のこの状況は？」

「えっと……」

　どこから説明すればいいのかわからない。困っていると、シュエットが代わりに答えた。

「周りの人達たちは、みんなクロワさんを魔モノに差し出そうと考えています！　私達は今逃げています！」

「ん、了解！」

　本当にそれでわかったのか。突然のアルの登場に呆あつ気けに取られていた男の腕に、アルは拳こぶしを入れた。私は私を押さえていた腕から解放される。アルは、私と男達の間に割って入り、私を下がらせた。シュエットが寄ってくる。

「俺おれに倒されるか、道を開けるか。選ばせてやってもいいぜ」

「ガキが。何を言っている」

「決まりだな。命までは取らないから安心しろよ」

　アルの動きは速い。あまりに素早いので、もしかしたら相手には、消えたように見えたかもしれない。鍛えられた戦士達たちが、束になっても私には勝てない。そしてその私よりも強いアルならば、そこらの男達に引けを取るわけがないのだ。

　周囲の男達が全員倒れるまで、時間はそうかからなかった。

　しかし、遠くのほうから足音がまた響いてきていた。

「とりあえず、この街を出るまで落ち着いた話はできそうもないな。行こうぜ」



    

  
    
      
第六章　空っぽの魂になって





　夜明けまで、御ぎよ者しやをアルに任せ、私とシュエットは馬車の中で寝ていた。目が覚めた時、吸った空気が澄んでいたので、雨が止やんだことは自然と知れた。シュエットも目覚めると、御者を替わり、アルが馬車に乗り込んできた。馬車は、盗んだものだ。持ち主に申し訳ないが、私とシュエットが乗ってきたものもどこにあるかわからないし、アルの乗ってきたという馬も、城門前では取りにいけなかった。それと、靴も盗ませてもらった。共鳴する魔石は、互いに近づくと光るという性質を持つようなので、目立たないよう馬車の座席下にある収納スペースに押し込んだ。寝る前はそれでもほんの少し魔石の光が漏れていたが、共鳴し続けると、いずれ魔力は尽きるらしく、今はその気配はない。

「寝れたか？」

「ええ、まあ。夜通し、ご苦労様」

「おう。じゃあ、俺おれは寝る」

　背もたれに思いっきり寄りかかって、アルはすぐに目を閉じた。

「聞かないの？　昨日何があったのか」

「ん？」

　アルは、眠たげに、片目だけ開けた。大きな欠伸あくびの後に、言う。

「そりゃあ、気になる。けど、眠い」

　そして再び目を閉じる。私が次に何かを話しかけようとした時には、もう健やかな寝息を立てていた。

　それにしても、本当に心ここ地ちよさそうな顔で、アルは眠っている。たくさん寝たが、疲れが溜たまっているせいか、私もまだ寝ていたい。目を閉じて、力を抜く。アルと、肩が触れ合う。なんとなく、そこにもたれかかってみた。肩が、首を置くのにちょうどいい高さだった。気づけば、私は眠っていた。

　次に目覚めた時は夜で、私は馬車の座席を占領し、横たわっていた。どうやら森の中のようだ。アルが、見当たらない。シュエットも。馬車は止まっていた。嫌な予感。シュエットが、私が勇者ではないとアルに話し、二人で私を置いて逃げ出したのではないか――そう思った。

　私は、馬車を転がるように飛び出した。すると、そこには寝転がっているアルと、焚たき火びの前でかがんでいるシュエットがいた。二人とも、私を見捨ててはいなかった。ほっとする。

「おう、起きたか」

「スープありますよ。いりますか？」

　食器や鍋なべが、床下に納められていたのだという。材料は、この森で採れるものでまかなったようだ。

「もらうわ」

　その場に座る。器を受け取り、ゆっくりと啜すすった。思えば、二日間食事を取っていなかった。空腹が消えれば、この胸にぽっかりと穴が空いたような気持ちも埋められるかと思って、そのまま飲み干した。空白は埋まらなかったが、落ち着くことはできた気がする。

　私は、寝転がっているアルに向いた。

「話すわ。昨日のこと」

　宿屋に通されたこと。深夜に襲われたこと。私が、勇者ではないと言われたこと。

　話している間、アルは聞いているのかどうなのか、いや、きっとちゃんと聞いていると思うが、星空を見上げ、ぽけーっとしていた。

「今でもね、私、魔王を倒したいって思うの。だって、私は勇者だから。でも、本当は私は勇者じゃないの。じゃあ、なぜ私は魔王を倒したいのかしら。私って、なんなの？　わからないの。わからないのよ」

　結局、後半は、歪ゆがめられた意思のせいで、しどろもどろになってしまったが。アルは、最後まで黙って聞いてくれた。

　アルは、よっと身体からだを起こすと、私の頭にぽんと手を置いた。大きくて、暖かい手だ。私の手よりもごつくて、男の子なんだと感じた。

「クロワは、クロワだよ」

　言われた時、目頭が熱くなった。そんな、当たり前のことを言われただけなのに。でも今まで私は、私である前に勇者だった。私は何より私のことを、私と思っていなかったのだと思い知らされた。

　私は、勇者。それ以上でも、それ以下でもない。そう思っていたのに。

「そんでもって、俺おれの大切な仲間で、可愛かわいい女の子で、強くて、凜り々りしくて、でも、弱いところもある。優しくて、真剣で、あと、人付き合いは、苦手だよな。照れ屋で、すぐに顔が赤くなる」

「それと、私の友とも達だちです」

　こんなにも色んな私がいただなんて。

　シュエットが私の手に手を重ねてきた。もう、目め尻じりから熱い雫が零こぼれ落ちるのを、止めることはできなかった。私は泣いた。嗚咽などはなかった。ただ、感情の溢あふれるままに、一度、ありがとうとだけ口を動かした。





　翌日も、馬車は進んでいった。言葉は少なかったが、嫌な沈黙ではなかった。天気もいい。森の小道。小鳥のさえずり。草木のざわめき。耳に心ここ地ちいい。

　隣には、アル。私は肩を寄せた。なんとなく、そうしたかったから。アルの身体つきはごついほうではないが、それでも、私と比べれば、腕の太さとか、肩の幅とか、男の子だと意識してしまう。手も、大きい。私はその甲に、手を重ねた。

「どうした？」

　アルが問いかけてくる。

「こうしてると、落ち着くの。アルは、いや？」

「そういうわけじゃないけど、なんか恥ずかしい、かな？」

「あ、ご遠慮なく」

　馬を操るシュエットは、笑顔でそう言った。

　しばらく、そのままで馬車は進んだ。

「ねえ、アル。ずっとこうしていたいわ」

　ふと、そうもらした。口から、それは自然と零れ落ちた。

「こうしていると、胸が熱くなるの。鼓動が速くなるの。これって……」

　シュエットは、勇者も恋するのかと聞いてきた。それは、どうなのかわからない。けれど、私も、勇者かどうかわからない。なら、その可能性は、ある。

「恋、なのかしら」

　アルは、私の言葉に動揺しているようだった。私は、私の気持ちをアルに伝えて、どうしようというのだろう。でも、伝えたかった。私は、さらに続けた。

「ずっと一緒にいたいわ、アル。もし、魔王を倒して、世界を救っても」

　シュエットには、聞こえているのかいないのか、こちらを振り向くことはなかった。

　これは、告白になるのだろうか。私は、アルのことが好きなのだ。頷うなずいて、ほしい。返事を待つ。そしてアルは、首を振った。横に。それは、否定を意味する動作だった。

「ごめん、それはできない」

　足元が音を立てて崩れ落ちた。そんな感覚に襲われる。何も、考えられない。大切な仲間だと、アルは言ってくれた。けれど、やはりそれは旅が終わるまでなのか。

「とめて」

「え？」

　シュエットの背中に呼びかける。

「馬車をとめて！」

　強く言うと、馬車はとまった。私は、馬車を飛び降りた。アルの、私を呼びかける声が届いたが、無視した。走る。森の中へと。

　馬ば鹿かだ。私は馬鹿だ。私は、たぶんどこかで、アルも同じ気持ちでいてくれていると思ったのだ。とんだ勘違い。自うぬ惚ぼれ。

　走り続けて、いつの間にか夕方になっていた。森の中、やっと、私は足をとめた。

　膝ひざに手を置き、荒い呼吸を整える。やがて、立っているのもつらくなり、腰を地面に下ろした。そして、そのまま仰あお向むけになる。息が落ち着くと、今度は胸に熱い悲しみが湧わき、溢あふれ、涙るい腺せんを突き破り流れ出した。

「う、くっ」

　袖そでで拭ぬぐうけれど、涙は尽きない。このまま身体からだ中じゆうの水分全すべてがなくなって、干からびて死んでしまいたかった。そうすれば、この悲しみも全部、消えてなくなるだろうから。

　しばらく経たち、私は人の気配を感じた。アル？　どうだろう。わからない。追ってきたのだろうか。いやだ。怖い。会いたくない。私は這はうように立ち上がり、のろのろと動き出す。

　やがて、川へ出た。そのまま飲めそうな、綺き麗れいな水が流れていた。なんとなく、覗のぞき込むと映る私の顔。なんだか、それは私を水みな底そこへと誘おうとしているようだった。人の気配は、この水面みなもに映る彼女だったのか。私は、そこに手を伸ばそうとして、呼び止められた。水面の彼女に、ではない。

「勇者様ではありませんか？」

　そこにいた人物には、僅わずかに見み覚おぼえがあった。どこで会ったのだろうかと考えてみるが、やはり思いだせなかった。

「ああ、えっとすみません、カスケードで、アンジュさんの部下のひとりをやってた、ボルドーというもので。会食の時に、勇者様のことはお見かけしまして」

　そこまで言われて思い出した。確か、ひとりだけ先に食べ始めて、アンジュに怒られた男だ。

「それで、勇者様はどうしてこんなところに？　アル様が迎えに行ってるはずなんですが、何かあったんですか？」

「え、えっと、それは」

　私がしどろもどろになっていると、男は続けた。

「とにかく、俺おれについてきてください。アンジュ様のところへお連れします」





　そこは、村とも呼べない場所だった。集落、というのも大袈裟かもしれない。雨を防ぐためだろう、急ごしらえの屋根や、焚たき火びの跡。動物や魚の骨などが一か所にまとめられていて、その自給自足ぶりが窺うかがえた。

　その中でも、唯一、なんとか小屋とくらいは言えそうな建物があった。私はそこへ通された。

「あら、クロワちゃんいらっしゃい！　って、あれ？　アルとシュエットは？　一緒じゃないの？」

　アンジュがいた。生きている、アンジュだ。私を逃がすために、戦ってくれた都市長だ。私は、アンジュに抱きついていた。

「生きててよかった……！」

　アンジュは、驚いたようだったが、やがて、私を抱き返してくれた。片手で、頭をなでてくれる。それが、なんとも心ここ地ちよくて、安心できた。

　少しの間、そのままでいたのだが、アンジュは私を連れてきた男、ボルドーに何事かを命じ、退席させた。

「それで、どうしたの？　目も腫はらして」

　私は、返した。

「私は、勇者なの。でも、勇者じゃないの。それに、アルにも、もう嫌われちゃったの」

「どういうこと？　落ち着いて。詳しく話せる？」

　私は、できるだけゆっくり、二日前の夜のことを説明した。気づけば、また涙が溢あふれていた。私は、勇者なのに。でも、やっぱり勇者じゃない。だって、何も救えなかった。一人で何もできなかった。

「その男が、嘘うそをついてるってことはないの？」

「ないわ。だって、こんなになってるのに、やっぱり私は勇者だって、私じゃない誰だれかが叫んでるもの。これが、魔力の力じゃないなら、きっと私は二重人格だわ」

　無理矢理にでも、魔力が私を勇者だと信じこませようとしている。それは確かに私だが、偽物の私だ。けれど、私自身でもあるという気持ちがやはりあった。私は勇者なのだと信じたかった。

　話し終えると、アンジュは再び、私の頭を撫なでてくれた。

「辛つらかったね。馬ば鹿かな大人に振り回されただけだったんだね。大丈夫、クロワちゃんは何も悪くないわよ」

　慰めの言葉を、アンジュはたくさん投げかけてくれた。私を責める言葉は、一つたりともなかった。私のせいで生まれた犠牲は、計り知れないものなのに。

「クロワちゃんは、その歪ゆがめられた人格を、元に戻したいかい？」

「え？」

　私は、驚いた。そんなこと、できるのか？　魔力に歪められた、この人格を。自分のことを勇者だと確信させる、この呪のろいを。

「できる。魔力の弾丸は、魔力の障壁で相殺できるように、別の意思を持たせた魔力をぶつければ、中和することは可能さ。渡した研究資料でも、ちょっとは触れていたと思うわよ！」

　そういえば、あったような気もする。戦闘に活いかせそうにないと思ったから、記憶の片隅程度しか残っていないが。

「できるなら」

　私は言った。

「できるなら、やってほしい。私は、勇者だけど……もう、それが真実かどうか、わからないから」

　アンジュは頷うなずくと、小屋の隅のほうにある矢を一本取り出した。

「これ、鏃やじりが魔石でね。意思で風を調整してやれば、絶対に狙ねらった場所に飛ぶってわけ。着弾時に、炎を生みだしたりもできるし。頭いいでしょ？」

　冗談めかして言うアンジュの矢が、カスケードの大草原の戦いで使われたものだということはすぐに想像できた。ここにあるのは、余った矢らしい。この魔石を使って、中和をさせるようだ。

　アンジュは、矢を私の頭上に掲げると、目を閉じて意識を集中させた。そしてアンジュは、鏃を私の額にこつんと当てた。魔力が相殺される時と同じ、白い光が私の前に瞬またたく。その光は、ごく短い時間で終わった。

　あっさり。そう思わざるをえない。本当に、たった、それだけ。今まで相殺してきた魔弾と同じくらい、呆あつ気けない魔力の消滅。

　それが、私が勇者ではなくなった瞬間だった。

「あ、はは」

　私の口から、乾いた笑いが漏れた。

「私は、勇者なんかじゃないわ」

　確認するように、呟つぶやいた。思い出せる、二年以上前のことも、全部、全部。無理矢理大聖堂に連れてこられて、魔力で人格を歪ゆがめられてからの自分が、道化師としか思えない。なんて滑こつ稽けいだったのだろうか。

「大丈夫？　気分はどう？」

　アンジュが尋ねてきた。私は、目元を拭ぬぐった。もう涙はとまっていた。

「ええ。そうね、今の気分は、なんだか、悪く言えば、空っぽ、かしら。びっくりしちゃうくらいに」

「悪く言えばってことは、いい言いようがあるってこと？」

　私は、少し考えた。勇者としての、二年間、その日々が、こうも馬ば鹿からしく思えてしまうんだから、空虚な気持ちは生まれざるを得ない。けれど、勇者なのに勇者じゃないという心の中の矛盾が、綺き麗れいに消え去ったことも事実で。

「空っぽだわ。いい意味でも。やっと、私になれた。私は、クロワ。そう思えるもの」

「そうかい。それは、よかった」

　アンジュは、私の髪をくしゃっとなでた。それは、やっぱり気持ちよかった。

　私は記憶を辿たどっていく。私の確かな記憶。私の歴史。魔モノとの戦いに、荒れた世の中。「お前はいらない子よ」そう言われて捨てられた雨の日、幼い私。運よく院長に拾われて入った孤児院。仲のいい女の子は多かったけど、男の子達たちとは喧けん嘩かばかりだった。でも、会いたい。みんなと会いたい。院長の子こ守もり唄うたが聴きたい。みんな、どうしているのだろうか。今も首都にいるのだろうか。特に仲のよかった、スリーズ、ブラン、プリュネル……。

　私はそれから、アンジュといろいろな話をした。私を逃がしてしばらくした後は、自分達も逃げたこと。住民の大半はあらかじめ逃げる準備を進めていたから、おそらく方々の街へ、逃げ切っただろうということ。……少なからず戦死者がいるということ。逃走中のことや、ここでの生活のあれこれ。それと、とりとめのない話も。日が落ちてからは、魔力の電灯で小屋を照らした。

　小屋の扉が勢いよく音を立てて開いたのは、夜も更けてきた頃ころだった。

「クロワ！」

　アルだった。後ろからシュエットも入ってくる。

　アルがいずれここに来るだろうことは知っていた。シュエットとアルの操っていた馬車は、元々この場所を目指していたのだから。私が大草原での魔王との戦いから離脱した後、しばらくして、アルは私を追った。位置を伝える魔石を使って。そして私と合流した後は、この場所に、正確にはアンジュが持っている魔石に共鳴する魔石を使って、この場所に向かっていたのだ。がむしゃらに走って、水を汲くみに来たボルドーと遭遇できたのは、元々ある程度近づいていたからだった。けど、予想以上に遅かった。私を探してくれていたのだろう。

「アル」

　私は呼びかけた。

「お、おう」

　昼のことがあるせいか、アルの声は少し硬かった。

「私は、勇者じゃなかったわ。私にかけられた暗示を、解いたの」

　アルは、いささか驚いたようだった。私は続けた。

「だから、さっきの告白はなしよ。だって、あれは勇者クロワのもの。私のじゃないわ。いい？」

　アルは、戸惑いながらも頷うなずいた。

　そこへアンジュとシュエットが茶々を入れた。

「告白ってことは、やっぱり恋人同士じゃなかったのかい？」

「私も正直、本当に付き合ってないとは思っていませんでした」

「アンジュ、今は茶化すところじゃないわ。シュエット、少しは友人を信じる力をつけたほうがいいと思う」

　全まつたく、この二人は。私は溜ため息いきをついた。とりあえず、仕切り直す。私は小屋の入り口にいるアルの元まで近づいた。そして、その首に、両腕を回した。

「それでね、今から告白するのは、ただの少女、クロワだから」

　そして私は、アルの唇を奪った。なんとなく、アルの中の何かが、私の中に流れ込んでくる感覚があった。それがなんなのかはわからないけれど、不快なものではなかった。私に勇気を与えてくるような気がした。

「好きよ。あなたは私のことを好きじゃなくても、私はあなたのことが好き。面倒な女だなんて、思わないで。ただ、伝えたかっただけだから」

　私は腕を解ほどいた。アンジュが口笛を吹く。茶化さないでって言ったのに。私は不満の色を滲にじませた半眼でアンジュをひと睨みし、やめさせる。アンジュは気にした風もなく、満面の笑みで頷いた。

　アルの顔は、真まっ赤かだった。なんだか、それを面白いと思える心の余裕があった。私は、アルのことが好き。アルが私をどう思ってるかなんて、関係ない。この気持ちを大切にしたい。ただそう思っている。

「お、俺おれだってな」

　アルの声は、緊張ゆえか震えていた。それでも、私から目を逸そらそうとはしなかった。それは、とても嬉うれしかった。いい返事が返ってくるはずもないが、それでもいいと思えた。

「お前のことは嫌いじゃないし、というか、その、なんだ。お前のこと、ええと、恥ずかしいな、うん。俺おれも、お前のことが、好きだ」

「え？」

　そんな馬ば鹿かな。昼は、ずっと一緒にいたいって言ったら、それはできないと言ったのに。なぜ？　アルの言葉がどういうことかわからなかった。

「勇者が女だってのは知ってたけど、もっと、ごつくて、男みたいなやつを想像してた。屈強な戦士って感じの。でも、実際会ってみたら、こんな小さい女の子で。いや、下心があって仲間になりたいって言ったんじゃないぞ？　でも、長くはないけど、一緒に旅をしてきて、だんだん惹ひかれていってた。一緒にいると、ずっとお前のことばっかり考えるようになってた」

　そんな風に思われているなんて、考えてもみなかった。そう思ってくれていてほしいとは、思っていたけれど。でもそんなのは、自分に都合のいい妄想でしかないと思っていた。

「涎よだれ、拭ふいてくれたよな。馬車の中でもつれあって、身体からだの柔らかさに驚かされた。握手も返してくれた。トマトソース、指で拭ぬぐってくれた。昔話、聞いてくれた。花にも興味を持ってくれた」

　そんなに、私のことを意識してくれていたなんて。

　けれどアルは、そこで顔を悲しみの色に染めた。

「でも、魔王を倒して、この世界が救われたら、行かなきゃならないところがあるんだ。それがどこかは言えないんだが、だから、ずっと一緒にいることは、できない」

　そうだった。馬車の中でも、アルは私の「ずっと一緒にいたい」に対して、「それはできない」と返したのだった。好き同士ならば、いつまでも一緒にいられると、私は勘違いしたから、アルは私のことが嫌いなのだと思ったけれど。でも、だからといって納得したわけではなかった。

「行かなきゃいけない場所があるなら、私だってついていくわ」

　それで、解決なはずだった。アルと一緒にいられるならば、私はどこへだって行くことができる。

「連れていくことができないから、こう言ってるんだ。俺だって、できることなら、ずっとお前と旅がしたいって、思ってる。でも、俺しかいけない場所なんだ」

　どうして無理なのか、とか、そういう話は、どうもしたくないようだった。でも、そんな状態で、諦あきらめられるわけがなかった。

「私が仮に、ついていけるなら、ついていってもいいの？　それならずっと一緒にいられるのかしら？」

「ああ、そうだな。それができるなら。でも、俺にだってどうしようもないんだ」

　世界が救われた時、アルがどこに行くのか。それはわからない。けれど、私は高らかに宣言した。

「必ず、ついていってみせるわ。あなた以外を追いかける気はないもの」

　アルは、しばし口を閉ざしていたが、やがて口を開いた。

「ありがとう」

　やっぱり、アルはできないと思っているようで。それが少し悔しかった。





　私は最も早はや勇者ではない。

　最早というか、最初から勇者ではないのだが、私にとって、私は勇者だったから、その点で、勇者ではないと自分を認識できるようになったということは、私にとっては勇者でなくなった、というほうが感覚としてしっくりくるのだ。……自分で考えてもややこしい。

「でもね、私がたとえ偽りの勇者でも、勇者を名乗った時点で、責任は発生していたのよ。魔王を倒して、世界を救わないといけないっていう、ね」



    

  
    
      



    

  
    
      

　隣にはアル。目の前では、格子状に積み上げられた木材が、唸うなり声をあげて燃え盛っていた。火の粉が天高く舞い上がり、夜空の星に吸い込まれていく。いわゆるキャンプファイヤーというやつだ。孤児院で、年に一度の恒例行事だったので、私にとっては馴な染じみ深い。と言ってもあの頃ころは、危険だから近づいてはいけませんと言われていたから、炎の熱さを感じるまでに近づいて座ってみるのは、初めてのことだった。

「……ううん、やっぱり違うわ。たぶん、悔しいだけなのよね、私。勇者じゃなかったことが。みんなを救えなかったことが。魔王を倒せなかったことが。無力な少女の私が」

　アルは、私の話す言葉を、黙って聞いてくれていた。私は、自分の手を見た。小さい。こんな小さい手では、多くのものを掴つかもうとしても、きっと零こぼれ落ちてしまう。それでも。

「勇者だった私に、勝ちたい。みんなを守りたい。そのために戦いたい。だから」

　私はアルに顔を向けた。

「だから、まだ仲間でいてくれるかしら。勇者ではない私には、絶対に魔王に勝てるっていう保証はできないけれど」

　アルは、強い。私だって、強いけれど、アルはそれ以上に強い。でも、もとより勇者なんかとは全然関係ない一般人のアルに、この旅での安全は保証できない。私は、勇者ではないのだから。

「それで、クロワは、俺おれが仲間をやめるだなんて言うと思ってるのか？」

　アルは、やれやれだなんて顔をしながら、そう返してきた。

「まあ、考えてなかったわね」

「んで、俺も実際逃げる気なんて全まつたくないと。つまりは、今まで通りだ」

　どの道、魔王を倒さなければ、人類は滅亡してしまう。私も、アルも、アンジュも、シュエットも、みんな死んでしまう。生き残るためには、魔王を倒すしかないのだ。

「でも、私は勇者じゃないわ。自分を守ることもままならないわ。そんな私が、本当にみんなを守れるのかしら」

　オズドゥロイや、山脈越えでの戦い。追いこまれるのは、当たり前だったのだ。だって、私は勇者ではなかったのだから。二年間からの、魔力による暗示をかけられた状態の特訓で、単純に戦う力だけは相当ついていたから、善戦するまでにはなれたけれど、そこまでなのだ。魔王には、ほとんどダメージも与えられていない。何度も、私はアルに命を救われた。救われる側の存在だったのだ。

「それだって、今まで通りで問題ないさ」

「今まで通り？」

「俺が必ずお前を守る。だから、クロワは安心してみんなを守れ。二人で、世界を救おう」

　私はそっと、アルの手に自分の手を重ねた。見つめ合う。吸い寄せられるように、お互い顔を近づけていく。正確には、引かれ合っているのは唇だ。キス。したかったのだが、邪魔が入った。

「二人で救おうだなんて、大それたことを言ってくれるじゃないのさ！」

　がっしと私とアルの肩を押さえたのは、アンジュだった。いつの間にか、隣にはシュエットもいる。

「あたし達たちの力は、全まつたく必要ないっていうのかい!?」

「壁くらいには、私だってなれますからね」

　私とアルは、顔を見合わせ、苦笑した。

「ありがとう。そうね、みんなで守りましょう、この世界を。私達みんなの世界だもの」

　すると、いつの間に寄ってきていたのか、他ほかの男達も、よく言った！　とか、やっぱり嬢ちゃんは勇者だよ！　とか、そんな言葉を投げかけてくれる。怪け我がをして、包帯を巻いている人も見えるのは、私のために戦ってくれたからだ。彼らには、私が勇者ではないことを説明したが、本当に変わらない態度で接してくれた。彼らも、立派な私の仲間だった。

「それで、これからどうする？」

　アンジュが眼鏡めがねをくいっと持ちあげた。炎がレンズに煌きらめいた。

「ここだっていつばれるかわからない。武器もちょっとしかないし、薬なんて傷薬くらいのもんさ。こうしてる間にも、魔王はどんどん大陸を北上して、都市を壊していくだろうね」

　立ち止まっている暇はない。そう言いたいようだ。

　もちろん、私も同じ考えだ。すぐにでも、行動したい。

「まずは、カスケードを取り戻すわ」

　私が倒れた後、カスケードがどうなったかは、聞いた。アンジュ達が足止めをされている間に、住民は皆エミューへ向かった。それを確認してから、アンジュ達も逃げ始めたという。だから、カスケードは現在、無人らしい。

　魔モノ達は、自分達が制圧した都市には、何体かの魔モノを残していくと報告されている。隠れている人間の捜索や、色々と目的があるようだ。いつまでもここでこんな生活を続けているわけにもいかないし、服だって、もっと行動しやすいものに変えたい。私は未いまだに寝巻きだった。それに、カスケードにはまだ魔石が大量に残っている。魔力に対抗するのに一番適したものもまた、魔力であるということは、言うまでもない。

「その後は……私、スタシオンに行きたいと思ってる」

　スタシオン。ゼフィールが都市長を務めている都市だ。

「なんでまた。そこには嬢ちゃんを利用した、張本人がいるんだろう？」

　彼はカスケードでの戦いの際、私を抱えて戦いの最前線から遠ざけてくれた男だ。ここにいるみんなは、すでに私の事情を話してある。

「ゼフィールは憎いわ。けど、ゼフィールに関係のない人が、あの街にはたくさんいる。私を捕らえられなかったのだから、無事であるとは思えない。少なくとも、ゼフィールの交渉に応じた魔モノがいるはず。今はもう、手遅れかもしれないけど、それでも行きたい」

　その男以外にも疑問を持っていた人はいたようだが、それで納得してくれたようだ。私は話を続けた。

「その後、魔王を倒しにいく。挑発すれば、たぶん、一人で来ると思うの。そこを、アルが、足止めする」

　私はアルを見た。あらかじめ伝えておいた作戦だが、アルは力強く頷うなずいた。

「その間に、私は後方の一万体の魔モノを倒す。そこで集めた一万体分の魔力を、魔王にぶつけるわ。魔王は、意思を持った魔力の塊。こちらの魔力をぶつければ、その分のダメージを与えられるはず」

　考えた末、これしかないと私は判断した。純粋な戦闘力では勝てないし、どうにかして動きを止めることさえ難しいだろう。目には目を。毒をもって毒を制す他ほか、道はない。

「もし、それで倒せなかったら？　魔王が、一万体の魔モノの魔力を耐え切ったら？」

　アンジュの眼鏡めがねが鋭く光る。彼女は普段は気楽そうにしているが、楽観主義者ではない。常に最悪のケースを想定していた。だから住民を、少数の犠牲で守りぬくことができるのだろう。

　私は肩をすくめた。

「その時は、総力戦よ。自分達たちの持ってるもの全部を使って、少しでも魔力を削る。少なくとも、一万体分は減ってるんだもの。それで、私達が倒れても、弱った魔王なら首都の軍がなんとかしてくれるかもしれない。首都には魔力も十分あるし、簡単に負けることは絶対ないと思うわ」

　私は、アンジュを見やる。アンジュは、首を振った。

「その作戦には、ちょっと賛同しかねるわ。私達は、魔王を倒すために戦うんじゃない。生き残るために戦うんだよ」

　言われて、暗示をかけられていた時の思考の癖がまだ残っていることに気づく。あの頃ころの私は、たとえ自分が死んででも魔王を倒せればそれでいいと思っていた。いや、むしろ、逃げるくらいなら戦って滅びたいとすら思っていた。

　アンジュはしばし頭に手を当てて考え事をしていたが、しばらくしてぽつりと呟つぶやいた。

「……三千体」

「なに？」

「カスケードには、合計で三千体分の魔力を持つ魔石の量がある。だから全部で一万三千体分の魔力をぶつけられるわ」

「……それで、倒せなかったら？」

　アンジュに問われたことを、今度は私が問い返すことになった。

「それでだめだったら、みんなで逃げましょう。家族も知り合いもみんな引き連れて。この大陸の、北の果てまで。それで、人類最後の生き残りになろうじゃない」

　私は、しばし呆ぼう然ぜんとして、その後、気づけば笑い出していた。

「それは、名案だわ。本当に」

　周囲を見回す。どうやら、アンジュに勝る作戦を考えつく者は、いないようだった。

「決まりだね！　善は急げさ！　みんな、寝る前にはもうここを出発する準備を整えておきなよ！」

　威勢のいい返事が、辺りに木こ霊だました。



    

  
    
      
第七章　負けたくない相手





　馬は、私達たちが乗ってきていたものを含め、三頭しかいなかった。他ほかの住民達を逃がすために、優先的に馬を割り当てたので、最後まで戦っていたアンジュ達にはほとんど残っていなかったのだ。

　そういうわけで、馬はカスケードから逃げる時もそうだったらしいが、荷物運びを担うことになった。私を含め、怪け我が人にんもいたので、カスケードに戻るまで、四日かかった。

　都市内部の警備を含めても、見たところ魔モノは百体以下だろう。巡回も頻繁というほど来ない。私達になら、簡単に倒せるはずだ。

　月明かりからも身を隠すように、私達は木の陰に集まっていた。

「じゃあ、足が動かせる人は、目立つように都市の周りで魔モノを引きつける。怪我人は待機。あたし達は、その間に隠し通路から都市内部に侵入して、後ろを取るって作戦でいい？」

「ええ。というか、アンジュも私達と来るの？」

「そうしないと、隠し扉の場所がわからないでしょ？　それにね、魔王の足止めの時だって、あたしも戦ってたんだよ！　ねえ、アル？」

　それには私は驚かされた。戦場にいたのは知っていたが、アンジュが戦っていた？　あの、魔石をつけた弓でだろうか。アルは、神妙に頷うなずいた。

「ああ、強かったしな。もしかしたら、クロワよりも強いんじゃねえの？」

　直後にアルは笑ったので、冗談だとわかったが、私は唇を尖とがらせて返した。

「だって、私は普通の女の子だもの」

「あたしが普通の女じゃないみたいな言い方はやめてくれないかい!?」

　心外だと言わんばかりに、アンジュは目を見開いた。

「でも、アンジュ様は、確かに普通の女性とは違いますよね」

「シュエット、それはどういう意味だい？」

「いえいえ、褒め言葉ですよ」

　シュエットの微笑ほほえみに何か含みがあるように感じているのか、アンジュはもやもやとしている様子だった。私だって普通の女さ、と小さく呟つぶやいたりしているけど、アンジュの気軽さは、確かに、いい意味で女性らしくはなかった。一方のシュエットは、気難しいところは全まつたくなく、物腰が女性らしい。勇者という暗示をかけられて以後、それほど知り合いは多くないが、王宮にいるような女性は決まって気難しかった。

　それに比べて、

「ねえ、アル。私は女性らしいかしら」

　私は育ちのいいほうではない。気品もあるとは思えないし、シュエットのような物腰の柔らかさもない。アルは一度、うーんと考え込んで見せた。

「女性らしいっていうか、女の子らしいって感じかな？」

　それは、どういう意味だろうか。成熟してなくて、女としての魅力に欠けている。そういうニュアンスだろうか。私は、しょんぼりとした。

「な、なんで落ち込んでるんだよ！　悪い意味じゃねえから！」

「そうなの？」

「生い立ちのせいですが、変に垢あか抜ぬけてないところとか、世俗にまみれてない感じがいいんだと思いますよ。真っ白な心、という感じでしょうか」

「……私、そんなきれいな心持ってないわ」

「いやぁ、クロワちゃんの心を真っ白と言わないなら、あたしの心はどす黒く汚れていることになっちゃうね！」

「全くその通りですね」

「シュエット、あたしが自分で言っておいてなんだけど、そこはご主人様をフォローしようとか、そういう気持ちにならないのかねえ」

「私がそんなことをしだしたら、気持ち悪くありませんか？」

「ま、違いないね！」

　アンジュは大口を開けて笑った。結局、私が女性らしいのかどうかはうやむやで、私はちょっともやもやした。

「さて、話を戻すよ。あたし達たち人間には、城壁を壊すような馬ば鹿かでかい力はない。だから、もし魔モノを追い込んでも、都市の中に立て籠られたら、破は城じよう鎚ついもない私達には勝ち目はなくなるのさ。つまり、優先すべきは、確実に都市内に潜入すること。そうすれば、やつらは袋のねずみも同然になる」

「それで、隠し通路とやらから城内に入るのね。なんでそんなものがあるの？」

「大抵の都市にはあるんじゃないのかねえ。わけあって、城門から出入りするとまずい人物とか」

「アンジュ様はもっぱら別の都市へ遊びに行くために使ってましたよね。職務をほっぽり出して。このご時世に」

「ばれてたの!?」

「ばれないと思っていたんですか。ちゃんと仕事してください」

「だって、成人もしてないうちから都市長を継がされたんだよ！　別に仕事がいやってわけじゃないけどさ、息抜きは必要だってものよ！」

「はいはい。作戦のほうに話を戻しましょう」

　アンジュは納得しかねていたようだが、ちゃんと話は戻した。

「というわけで、都市内に入るのは、あたしとアルとクロワちゃんの三人。あとのみんなは、待機か囮おとりになる。囮になる組は、注目を集めてくれればいい。危なそうだったら、すぐに退避。作戦決行は、明朝ね。それまで、各自しっかり休息を取ること！」

　とりあえず、その場はそれでお開きとなった。

　アルと二人きりになって、私はアルにもう一度尋ねた。

「私って、やっぱり女性的じゃないかしら」

「ん？　さっきもだけど、どうしたんだ？」

「……深い理由があるわけじゃないけれど」

　私は、魅力的な女性ではないと思う。アルは私のことを好きと言ってくれたが、自分でさえ魅力のない女だと感じてしまうような私だ。同情でああ言ったのではないか、なんて馬鹿な考えが浮かんでしまう。でも、そんなことを直接聞くなんて、できない。結局、胸のうちに疑念を秘めたままになる。きれいな心の持ち主には、なれそうもない。

　アルは、私の髪をなでた。

「クロワは十分魅力的な女の子だよ。じゃなきゃ、俺おれが惚ほれるもんか」

「もっと、具体的に言ってほしいの。どこがどうとか」

「具体的に？」

　アルは、少し悩んでから、答えた。

「そうだな。すぐに照れて赤くなるところとか」

「それ、魅力なの？」

「俺おれは可愛かわいいと思ってる」

　なんだか、腑ふに落ちなかった。けど、それでも、まあいっかと思った。アルらしい、と言えば、そんな気もしたから。

　戦いの時は、刻一刻と迫ってきていた。





　矢筒を背負うアンジュが城壁の一角を手で押すと、堅固そうな見た目に反し、簡単に押し込まれていった。そして、壁の向こう、都市の内側にごとっと落ちた。それをアンジュが繰り返していくと、やがて人一人は余裕で通れそうな穴ができた。

「さて、行くよ」

　夜が明ける前から、私達たちは時間をかけ、見つからないように城壁の、正門の反対側に回りこんだ。すでに日は昇り、都市の反対側での喧けん騒そうが、微かすかにだがこちらまで響いていた。

　アンジュに続いて城壁を抜けると、そこは室内だった。てっきり、道にでも出るものだと思っていたが、それでは出入りに不便だと気づく。民家のような造りだが、家具や調度品は少なく、生活臭は感じられない。建てられた当初から無人だったような。きっと、この隠し通路のためだけに建てられたのだろう。

「一応、戻しておこうかね」

　侵入に気づかれるリスクは少ないほうがいい。三人で協力して、城壁を元に戻した。

　その民家を出ると、そこには整然と街並みが広がっていた。被害がないわけではないが、片っ端から建物が壊されたりはしていない。おそらく、都市に人がいないと悟り、無駄な破壊をやめたのだろう。魔モノは、そこに人間がいるとなれば恐ろしく暴力的になるが、人間の造った建物や、家畜などに対しては関心が薄いことも知られていた。

　どうやら、囮おとりの作戦は功を奏しているようで、魔モノ達と遭遇したのは、もう正面の城門が見えるところまで来てからだった。魔モノのほぼ全員が、城門の周辺に集合しているようだった。

　外側でどのような戦いが行われているかはわからないが、城壁の上に登った魔モノが、そこから魔弾を放っているのは見えた。魔弾という最強の遠距離攻撃は、こちらの攻撃が届かない高い場所から放たれると非常に厄やつ介かいだ。みんなが無事であることを祈る。

　さすがに、至近距離まで気づかれないということはなかった。私達をいち早く見つけた魔モノが雄たけびを上げ、仲間に私達の存在を知らせた。私とアルは剣を、アンジュは弓を構えた。

　狼おおかみを二回りほど大きくして、角を生やしたような魔モノが三体、こちらに向かって駆けてきた。アルは距離を詰め、アンジュは弓を引き絞る。そして私は――

　私は――動けなかった。

「っ、クロワ!?」

　固まっている私にアルが気づき、下がる。一番速かった魔モノは、アンジュの射た矢が正確に額を貫き、さらにアンジュの意思により鏃やじりが爆発、吹き飛び、動かなくなった。鏃の魔石も爆散してしまったので、その魔モノの魔力は私の剣の柄つかに吸収された。後続の二体は、同時に飛びかかってきたが、アルの剣さばきで、どちらも倒れ伏した。

　私は、その場に尻しりもちをついた。目の前で行われる壮絶な戦いに、恐れ、竦すくみ上がってしまったのだ。腕が震え、剣を握る手は汗だくだった。手だけではない。全身から、緊張の汗が噴き出ていた。

「どうしたんだ!?」

　アルに問われるが、私にもどうしてこんなに魔モノに対して恐怖しているのかさっぱりわからなかった。ただ、今飛びかかってきた魔モノの、怒りに血走った瞳ひとみ、喉のど笛ぶえを掻かき毟むしろうとする獰どう猛もうな爪つめ、開かれた口から覗のぞく牙きば、垂れる唾だ液えき、逆立つ毛並み、躍動する全身から発せられる、明確な殺意。それらが何度も脳裏にフラッシュバックする。いや、なぜ恐怖するのか、ではない。なぜ、今までこんな化け物達たちを相手にしながら、私は恐れなかったのか。そのほうが疑問だ。その答えは、アンジュが口にした。

「勇者だっていう暗示が、解けたから？」

　勇者は、魔王を倒す存在だ。もちろん、魔モノになど負けるわけがない。

　私が勇者だという暗示をかけられていた二年間、確かに私はそう思っていた。だから、相手の間合いにも堂々と斬きり込んでいけた。恐怖は全まつたくなかった。だって、私は勇者だと信じ込んでいたのだから。

　だが今は違う。私はただの小娘に過ぎないということを知ってしまった。どんな敵に対しても、勝てるという保証がないことを、知ってしまった。どんな敵でも倒すだけ、なんて思っていた頃ころとは違う。戦いとは、命の駆け引きだ。負ければ死ぬ。そしてその可能性は十分にある。

　城壁内の魔モノのほとんどは、私達に狙ねらいを定めた。私達は三人、すぐに片付けられると判断したのだろう。魔弾の嵐あらしが降り注ぐ。今までの私なら、即座に障壁を展開していたが、焦る私は、どうやって障壁を作り出すのかを思い出せない。どんな意思で魔力を操ればいいのか、イメージできない。

　アルが、私を抱きかかえた。

「アンジュ、一いつ旦たん退ひこう！」

「それはいいけど、逃げ切れるのかいね！」

「道案内よろしく頼む！」

　走り出す。アンジュの指示で、二人は右へ左へと曲がっていく。至近距離まで接近してきた敵は、私を抱きかかえたままのアルが倒した。

　しかし、私を抱えたままのアルや、アンジュの足では振り切ることはできなかった。そして、ついには先回りしてきた魔モノと、挟み撃ちされてしまった。

「やばいな」

　アルが呟つぶやいた。一体ずつならば、もしかしたらアルなら倒してくれるかもしれないが、もし魔弾の雨を浴びせられたら、勝機はない。私が、私が足手まといなばっかりに。ただの小娘には、やはり何も守れないのか。

「アル……」

　暗示が解けただけで、こうも私は臆おく病びようになるのか。いや、これが本当の私なのだ。死ぬのが怖くて戦えない。それが私。だけど、守りたいものがあるのも、確かだった。

「なんだ？」

　私を抱きかかえるアルの首に、私は腕を回した。

「こうしたら、不安が拭ぬぐえる気がするの」

　暗示が解け、告白したあの時、あのキス。アルの力が流れ込んでくるかのような、そんな感覚があった。あの感覚があれば、もしかしたら、私はまた戦えるかもしれない。

　言ってしまえば、精神論だ。実際に、アルの力を受け取れるわけではない。だが、暗示をかけられて戦えていた頃ころだって、勝てる、そう信じ込んでいたから戦えた。それだって精神論に過ぎないのだ。だから、たとえ錯覚でも、アルの力を借りられれば――。私は、首を持ち上げ、アルにキスをした。

「むっぅ――？」

　アルは顔を赤くした。私に、すぐに顔が赤くなるなんて言っていたけれど、アルだって、そうだと思う。

「はいはい、仲睦むつまじいことで！　この状況を切り抜けてからにしてほしいね、全まつたく！」

　アンジュは弓を構え、魔モノ達たちを牽けん制せいしてくれている。だから私は、少し長く唇を離さなかった。アルの力が、確かに私の中に流れ込んでくる。不思議な力が身体からだにみなぎる。それと、空気を貫き飛来する無数の魔弾の気配も感じた。大丈夫、負ける相手ではない。私達の周囲に、白い光が瞬またたいた。魔力と魔力がぶつかり合い、相殺される時に起こる現象。それが、魔モノ達の放った弾丸と、私の展開した障壁との間で起こったのだ。

「もうすんだかい？　はー、あたしも恋人欲しいわねえ！」

「迷惑かけたわ。ええ、もう、私は戦える」

　アルに下ろされ、私は自分の両足で立った。身体に力が満ち溢あふれていた。驚くほどに身から体だが軽い。背中に翼でも生えたかのようだ。

　魔弾が通じないとわかると、魔モノ達たちは一斉に飛び掛ってきた。三人の中で、私が一番速く動いた。視界に映る敵達は、まるで止まっているかのよう。剣を振るう。すでに三体の魔モノが切り裂かれていた。

「アル、背中は任せたわ」

　狭くはないが、ここは一本道。前と、後ろしかない。背後にアルがいるならば、私は目の前の魔モノを倒すことに全力を注げばいい。

　私は、勇者ではない。けれど、負ける気はしなかった。たぶん、本当に、アルの力が私に流れ込んできていたのだ。そう思えるくらい、キスした後の私は、エネルギーに満ち溢あふれていた。

　相手の攻撃の当たるぎりぎりまで引き付け、的確に急所を貫いていく。あと、一体。肉薄する。が、脇わき腹ばらが急に痛んだ。激しい痛みではないが、私の動きを鈍らせるには十分だった。魔モノの牙きばが、私の首を食い破る……その前に、なんとかアンジュの弓矢が魔モノを射殺した。

「助かったわ」

「いや、クロワちゃんの動きに見とれちゃって、弓を引く手がずっととまってたわ」

　アンジュは、舌を出して笑った。

「それより、やっぱり怪け我がは完治してないね！　無理は絶対しちゃだめだからね！」

「ええ。でも、もしもの時は、今みたいにアンジュが助けてくれるでしょう？」

「できれば、その役目はアルに任せたいところだねえ」

「な、なんだ？　悪い、今倒し終わったから、聞いてなかった」

　アル側のほうが、普通に追ってきていた魔モノだから、数は多かったはずだ。それでも、私側と倒し終わるまでの時間があまり変わらないというのが、やはりアルの強さを物語る。

「私の窮地を救ったのが、アルじゃなくてアンジュだったって話よ」

「えっと、すまん。こっちのほうばっかりに気を取られてた」

　素直に謝ってきたので、私は少し、ふふっと笑ってしまった。

「冗談よ。後ろを任せたのは私だし、それに、本当にピンチになったら、助けてくれるんでしょう？」

　アルは、力強く頷うなずいて返してくれた。

「おう。約束したからな、絶対、お前を守るって」

　それなら、問題はない。安心して、戦える。私は勇者ではないけれど、好きな人が、私の傍そばにいるのだから。

「さあ、いちゃつくのは後にしておくれよ！　城門で、まだ戦ってる仲間がいるんだからね！」

　私とアルは、頷うなずいた。半数以上の魔モノはすでに倒したが、それでもまだ終わったわけではない。駆け出し、城門へ向かう。勝利の雄たけびが響いたのは、それほど後のことではなかった。





　地面にシャベルを突き立てる。足をかけ、体重で深くまで押し込んでから、土を掬すくう。髪が、結んでいないので、汗で頬ほおや首にまとわりつき鬱うつ陶とうしい。スタシオンから今まで、ずっと髪を下ろしている。早く髪を結ぶ紐ひもか何かがほしいと私は思った。手で貼りついた髪を後ろに流し、一息つく。気づけば、掘り返した土で脇わきに小山が出来ていた。ここまで深く掘る必要はなかった。魔王との戦闘が行われた場所に行ったが、死体はどこにもなかったのだから。

　ここは、カスケードの一角、共同墓地だ。汚れてもいいように、長なが袖そで長ズボンの作業服を着ている。私は、墓を掘る手伝いをしていた。周りはとめたが、そんなわけにはいかない。対魔王戦で出た死者は、間違いなく私のせいで犠牲になったのだから。

　今の、こんな状況では、立派な墓は造れない。第一亡なき骸がらもないし、形だけの墓標を造るだけだ。彼らがそんなことで報むくわれるとは思えない。

　だから、せめて私は、私のために戦ってくれたこの勇敢な戦士達たちの名前を覚えておくことにした。もちろん、生き残っている仲間の名前も、みんな覚えた。

「ふう」

　朝から掘り続けて、もう夕方だ。汗を拭ぬぐっていると、私と同じくシャベルを手にしたアルが片手を挙げた。

「今日はもうやめるか？」

「いえ、完全に日が落ちるまでは続けようと思う。それより、アルまで私に付き合うことないのに」

「こいつらは、俺おれ達と一緒に戦った戦友だ。それに、俺がもっと強ければ、死ななかったかもしれない」

　アルも、私と同じ気持ちなようで。

　私は勇者ではないけれど、もし、私に勇者と言えるだけの力があれば、あの時、魔王に後れをとることはなかった。そうすれば、こんな犠牲は生まれることもなかった。もっと、強くなりたい。みんなを守れるように。

「怪け我が人にんが動いてるのに、俺がやらないわけにはいかないさ」

　私は周りを見渡した。穴を掘っているのは、私だけではない。腕に包帯を巻きながらも、片手で穴を掘っている者もいる。怪我の少ない男は、特にせっせと動いていた。この都市に帰ってきて三日、この分なら、明日にも全すべての墓が完成するかもしれない。名前を彫ったプレートを埋め込んだだけの、簡素な墓だが。

「勇者様ぁ！」

「ボルドー、もう私は勇者じゃないのよ」

「いえいえ、俺おれ達たちにとっては勇者ですよぉ！」

　結局、私のことを勇者という人は多い。私は、もうその呼び方をしてほしくないので、毎度指摘しているが、一向にやめる気配はない。私はボルドーのほうを向いた。

「で、何か用かしら」

「なんでも、勇者様にお会いしたいという方がいらっしゃいまして。今は、アンジュさんの執務室に」

「日暮れまでは、ここで墓造りをしようと思っていたのだけれど」

「アンジュさんが急ぎの用だって言ってらしたんですが」

　一体、誰だれだろうか。私はすぐ行くと伝えるようボルドーに言うと、シャベルを片づけ、服を着替えた。今までの服のデザインと同じもので、店主のいない服屋から、アンジュの許可を得て持ってきた服だ。アンジュの呼び出しなら、アルにも関かかわるかもしれないと思い、アルも連れて行った。

　執務室にいた男と会うのは、三度目だった。その男以外にも、珍しく敵意をむき出しにしたシュエットと、難しい顔をしたアンジュがいた。

「これはこれは勇者様、ごきげんよう」

　名前は知らない。知りたいとも思わない。赤髪で、体格のいい男。エミューで私を尾行し、私を陥れたゼフィールの仲間。愛想笑いなど浮かべている。

「私を捕まえに来たのかしら。一人で来るとは、勇敢ね」

「まさか！　わたくしどもに、もうそんな気はございません！　実は、勇者様にご協力願いたいことがありまして」

　アルが、私を肘ひじでつついてきた。信じるなよ、という忠告だ。もちろん、そんなつもりは毛頭ない。それに、何を言いに来たのかは、大体予想ができた。

「聞くだけ聞くわ」

「ありがたいお言葉。実は、あの夜の後、勇者様を捕まえられなかったことが魔モノ側にばれまして。交渉は決裂、魔モノは暴れだし、街中は今、大変なことになっております。討伐に、どうかご協力を願い」

　私は、男が言い切る前に頷うなずいた。

「いいわよ。元からそのつもりだったもの」

「さすが勇者様だ！　話が早くて助かります」

　その男の台詞せりふに耐えかねたのか、シュエットが口を挟んだ。

「なんとも虫のいい話ですね」

「それは重々承知しております。しかし、勇者様ならば、必ずご理解いただけると」

　私の暗示が解けていることに、男は気づいていない。なるほど、あの夜のことがあった後でも、暗示をかけられていたままだったならば、やっぱり私は勇者なのだなんて、思ったのかもしれない。もう、私は勇者ではない。

　けど、戦う。

　あの時、私一人が犠牲になれば、救われただろう街なのだ。ならば、私には戦わなければならない責任、義務がある。……というのは、ただの理由付けなのだろう。その気持ちも大きいが、それ以上に、私を突き動かすものがある。

　今まで私がちやほやされていたのは、全すべて暗示のためだ。自分には何の意思も信念もないまま、ただ流されていただけ。

　そんなの、悔しい。偽物の私には負けたくない。魔王に負けた「勇者の私」にさえ勝てないなら、魔王になんて敵かなうはずもない。

　だから、戦う。魔モノとだけの戦いじゃない。自分自身との戦いなのだ。

「私は、私の意思で」

　戦ってみせる。そして、打ち勝ってみせる。

　私の小さな呟つぶやきは、隣にいたアルにしか聞こえなかったようだ。アルは、にっと笑いかけてくれた。私も、にっと笑い返した。





　ゼフィールの部下が御ぎよ者しやをする馬車というのは、やはり不安だったが、今のところ、普通に道を急いでいる。スタシオンの馬は足が速いことで有名だが、倍速ではないかとさえ感じてしまう速さで驚かされた。この馬で、きっと私の行く先へ先回りし、監視していたのだろう。馬車に乗っているのは、私とアルの二人だけだ。隣り合って、手を繋つないでいる。

　アンジュや他ほかの仲間達たちもついてきたいと言っていたが、ゼフィールの使いのこの男が、馬車に乗れる人数がどうだとか言ってついてくることを拒んだ。が、引き下がるアンジュではなく、彼女を含めて、カスケードの数少ない馬に乗り、私達の後ろについてきていた。残念ながら、スタシオンの馬の俊足には突き放される一方で、すぐに見えなくなってしまったが。アンジュ達がスタシオンに着く頃ころには、もう戦いは終わっているだろう。私達が勝つにせよ、負けるにせよ。

　私はしばらくぶりに髪を二つに結っていた。魔王に負け、スタシオンについた後からずっと下ろしていた。単に髪を結ぶような紐ひもを持っていなかっただけなのだが、その間に起きたことの変化は大きい。

「そういえば、クロワはなんで髪を二つに結ってるんだ？」

　私の心でも読んだのか、アルが尋ねてきた。私は、少し考えてみて、答えた。

「八百年前の勇者が、そうしてたから。だと思ってたけど、どうかしら。孤児院の時代から、この髪型だったから、院長の好みかもね」

　私は、自分の髪に触れてみた。金色で、さらさらしている。男性が、というかアルがどんな髪が好きなのか知らないけれど、私はこの髪を気に入っていた。この髪型も好きだ。

「その院長はいいセンスしてるな。似合ってるよ」

「ありがとう。そうね、いい院長だったわ。今、どうしているのかしら」

　孤児院の中では、普段は優しいけど、怒ると怖い、そんな女性だった。まだ首都の、あの孤児院にいるのだろうか。私がこんなことになっているだなんて、知っているのだろうか。折角だから、その辺りのことを、ゼフィールに問いただしてみるのも、ありかもしれない。

　翌日の昼、スタシオンに着いた。シュエットと来た時は、丸二日かかったというのに。本当に倍近い速度をこの馬車は出していたらしい。

「これはこれは勇者様！　よくぞおいでになってくださいました！」

　にこやかなゼフィールが、城門の前で私達たちを出迎えた。あの夜のことなんて、まるでなかったかのようだ。

「状況の説明を」

「ええっとですねえ」

　ゼフィールは、隣に立っていた男達に目め配くばせした。それが合図だった。男達は素早く私達を取り囲み、剣を突き付けてきた。

　まあ、そんなことだろうと思っていたけれど。

「状況の説明を」

　私はもう一度尋ねた。

「都市内部で、魔モノが一体、暴れている。食人鬼だが、私達の交渉に応じてくれていた魔モノだ。門を閉めてあるから、都市の外は安全。今からでもお前の命を差し出せば、お許しになるかもしれない」

「住民の避難は？」

「そんな暇はなかった。みんな都市の中だ」

　この都市長は、この街を守ろうとしていたのではないのか。住民ごと魔モノを都市に閉じ込めるなんて、どうしてできるのだろうか。結局は、自分の保身が第一なのではないか。

　そう思ったが、わざわざそれを指摘しようとは思わなかった。自分で自分を守ろうとするのが、悪いことだとは思わない。私だって、この街から逃げた。都市長としての義務と責任と、自分の命。秤はかりにかけろと言うのも、酷というものだ。

「やれ」

　ゼフィールの指示で、取り囲む全員が一斉に襲い掛かってきた。遅い。遅すぎる。私は向けられた剣全すべてを斬きり落とした。所しよ詮せんただの剣だ。魔力により切れ味を増幅させた私の剣には到底及ばない。アルも襲われたが、圧倒的なスピードとパワーで、全てを退けた。

　男達たちは戸惑っていたが、ゼフィールはまだ涼しげな顔をしていた。

「よく抵抗してみせたものだな。だが、お前は人を斬れない。つまり、お前には勝ち目がない」

　私は、男達の脇わきをくぐって抜けていった。誰だれの手も私を掴つかむことができない。あっという間に、ゼフィールの眼前まで躍り出ると、私はその剣をゼフィールの頬ほおに掠かすめさせた。

「まだわからないの？」

　ゼフィールの頬から、小さな血の球がぷっくりと浮き上がり、やがて顎あごをなぞっていった。ゼフィールは、絶句し、瞬まばたきすらもできないようだった。

「そんな暗示、とっくに解けているのよ」

　ついには腰を抜かしてしまい、へなへなとその場にくずおれてしまった。私より、ずっとずっと身長の高いゼフィールだが、そうしていると、臆おく病びような子供にしか見えなかった。

「ていうか、俺おれもいること忘れてないか？　元々、俺にはそんな暗示ないんだぜ？」

　アルが助けに現れた時は、もう夜だったし、魔石が輝いていたとはいえ、はっきり顔が見えていたかどうかは怪しい。そもそもゼフィールはあの場にいなかった。けれど、取り囲んでいた男の中には、微かすかにアルの顔、あるいは声で判別したのか、アルのことを覚えている者がいた。こてんぱんにされた男のうちの一人だろう。短い悲鳴を上げて、大きく後ずさった。

「あなた達は、黙ってここで待っていればいいわ。門を開けて」

　ゼフィールは震えるばかりで応答をしなかったが、男の中の一人を睨にらみつけると、慌てて城門を開けに行った。

　都市の内側は、どんな阿あ鼻び叫きよう喚かんが繰り広げられているのかと思ったが、思った以上に静かだった。それは、すでに叫ぶことのできる人もいなくなってしまったのか、それともどこかに隠れているのか。後者であってほしい。

　魔モノは、すぐに見つかった。

「でかいな」

　少し歩くと、すぐに視界に入ったのだ。アルの言うとおり、巨大。今まで見た中でも、これほど大きな魔モノはいなかった。あのオズドゥロイでさえ、並べれば小さく見えるかもしれない。二階建ての家屋の天てつ辺ぺんが、ちょうど肩くらいにある。様々な色の体毛に覆われているのが、遠目にもわかった。二足歩行の、まさに巨人だ。

　近づいていくと、きょろきょろしていたその魔モノは、私達に気付いた。

「人間、人間は殺す。人間は害悪だ。死すべきだ」

　地響きのような、くぐもった低い声で、魔モノは喋しやべった。人語を解する魔モノを、私は初めて見る。

　私を丸ごと包みこめそうなほど大きな平手が降りかかってきた。その手も全身と同じような体毛で覆われている。私とアルは飛とび退のいて避よけた。手に叩たたかれた石畳がめくれ上がる。恐ろしい破壊力だ。城門を閉めて閉じ込めてあるなんてゼフィールは言っていたが、これだけのパワーがあるなら、城壁など簡単に破壊できるだろう。

　私は巨大な手に近づき、その手首を狙ねらって剣を振るった。あまりに太いので、それだけでは切断できない。私は剣の柄つかの魔石に意識を集中させた。刃の抉えぐり込んでいる部分に、魔力の塊を炸さく裂れつさせる。手首から先が、ぼろぼろになって分断された。

　しかし、魔モノは痛みに声を上げることもなかった。そればかりか、ぐちゃぐちゃになっている腕の断面から、何本もの触手が伸びてきた。不定形なのか。気づくのが遅かった。私の腕を絡め捕り、空中に釣り上げようとする。それらの触手はアルが切断した。力を失った触手は、地面に吸い寄せられるように私の腕を離した。

「無事か？」

「ええ、ありがとう。あの魔モノ、自分の身体からだを自由に変化させられるみたいね」

　見上げると、もう巨大な手は再生されつつあった。身体を変化させたり、回復させたり、そんなことのできる魔モノを見るのは初めてだった。さすが、一体で人間と交渉しに来ただけのことはあると思った。



    

  
    
      



    

  
    
      

　私が上を見ている傍そばで、アルは下を見ていた。

「クロワ」

「なに？」

「こいつの体毛、長さも色も、部分ごとにばらばらだと思ったら」

　私は、切断された大きな手を見た。アルに言われて、注目する。息が詰まった。これは、もしかして。

「髪の毛、じゃないか？」

　まさしくその通りだった。いや、それだけではない。ぼろぼろな断面から、眼球がひとつ、覗のぞいているのが確認できた。胃液が込み上げてくるのを、必死で抑える。

「食人鬼だと、ゼフィールは言っていたわね」

　私は、巨大な魔モノを再び見上げた。考えられることは一つだった。

「食べた人間の肉で、身体からだを形作ってるんだわ」

　それはつまり、この巨人の大きさになるまで、人間を食べたということ。元の大きさがどれくらいかわからないが、少なくとも、犠牲者の数は十や二十では利かないだろう。百か、二百か、それくらい食べていても、おかしくはない。

　私達たちの声は、魔モノにまで届いていた。

「いかにも。本来なら、人間など、口にしたくなどない。だが、これは復ふく讐しゆうだ。我らの同胞を殺し、魔力を食い物にする人間共への、正当な報復だ」

「正当？　こんな、惨むごいことをしておいて」

「賽さいを投げたのは貴様らだ。違うか？　八百年前の盟約を破り、私利私欲のためにその魔石とやらで、我らを屠ほふっていったではないか。臭におう、臭うぞ。その剣、そして貴様の身体から、消しても消しきれぬほどに、無数の我が同胞の魔力の残り香が。お前が、勇者だな」

　重い声だった。大気を震えさせる声。身体がびりびりと震えた。低く、大きいだけの声ではない。途方もない怒りと憎しみが、言葉の一つ一つを鉛へと変えていた。

「そうね、あなた達が言う勇者っていうのは、たぶん私のことだわ」

　私は勇者ではないけれど、わざわざそのことを説明して話をややこしくする必要はない。

　この魔モノの大半が人の肉でできているならば、いくらそれを斬きり落としても、本体である魔モノにはダメージはない。どこに本体がいるのか。声は、あの大きな図ずう体たいの中から響いているようだが、それがどの部分なのかはわからない。

　私やアルを叩たたき潰つぶそうとする掌てのひらや足を、避よけては斬り、切断していく。魔モノはその度に形を変えていった。切り離された身体は小さくなっていくが、それでもまだ大きく見上げなければ、全身を視界に収めることもできない。剣の魔力も、切れ味を維持することを考えれば、積極的にはもう使えない。

　それに、斬っているのが人の肉だと思うと、精神的なダメージが大きい。勇者の暗示が続いていれば、倒れていたかもしれない。

「この街の長おさとの交渉も一度決裂した。許しを請うても遅いぞ。勇者だろうがなんだろうが、人間は、皆殺しだ」

　巨人の口が、大きく開いた。無数の歯が覗のぞく。あれも人間のものなのか。強力な魔力の気配を感じた。放たれる魔力の弾丸。咄とつ嗟さに私とアルは飛び、避よけた。魔弾が、背後の建物を貫く。家屋は音を立てて崩れた。悲鳴が耳に刺さる。背後から。私は振り返った。母子が、崩れた建物の下敷きになっていた。この家屋に隠れていたのか。

　魔モノの手が、家屋の残ざん骸がいへと向かう。母子を狙ねらっているのは明らかだった。

　障壁を出し、その手を阻はばむ。これでしばらくは大丈夫なはずだ。母親は、どうやら足を木材に挟まれて動けないようだったが、命に大事はなさそうだった。

「すぐ、助けるから。ごめんなさいね、少し待ってて」

　しかし、倒す方法は未いまだ思いついていない。

　アルが寄ってきた。魔モノに聞きとられないようにか、小さな声で話しかけてくる。

「クロワ、魔弾ってのは、どこから出るものなんだ？」

「どこからって？」

「今、あいつ、口から放ったよな？」

　アルの質問の意図がいまいち掴つかめないが、私は自分の知識を簡潔にまとめて返す。

「魔モノの魔力は、普段は体内にあるものだけど、身体からだの色んな部分から出すことができるわ。でも、魔弾みたいに、高密度の魔力を操るには、集中力がいるから、脳に近い部分とか、イメージしやすいところで生成するわね。口から出す魔モノも、少なくないわ。あとは、手とか」

　そのくらいのこと、今までの戦闘を通じて、アルも理解していると思っていたのだが。もし、無数の箇所に魔弾を発生させられるならば、回避することは、今より遙かに困難になるだろう。魔モノがそうしないのは、それが不可能だからだ。

「でも、あの魔モノの口は、あの魔モノの口じゃない」

「どういう意味？　え、あっ」

　気づく。あの魔モノの大きな口は、ただの人肉の塊だ。そんなところから、魔弾が放たれるわけがない。なのになぜ放たれたのか。簡単だ。その奥に魔モノの本体がいるからだ。アルは頷うなずいた。

「でも、どうやってあそこまで」

　仮に、本体があの首元にいるとしても、今度はそこに辿たどり着く手段がない。

「そりゃあ、同じ高さに行くしかないだろ」

　平然と言ってくれるが、魔モノの肩でさえ屋根の高さだ。建物から肩に飛び移るぐらいしか、あの首には攻撃できない。だが、アルはそれをしろと言ってくるのだった。

「俺おれがあいつを引き付ける。その間にクロワがあいつの喉のどを斬きる。簡単だろ？」

　アルは、にっと笑った。本気で、私ならできると思っているのだ。過信されたものだ。私は勇者でもない、ただの少女なのに。

　でも、不思議なものだ。アルに言われると、なんだってできるような気がしてくる。それに、私達たちの最終目標は、魔王を打ち倒すこと。こんな魔モノ一体に、苦戦するわけにはいかない。

「じゃあ、あいつの相手は、任せるわよ。仕留めるのは、任せなさい」

「おう」

「無事に勝ったら、キスしてよね」

「お、おう」

　アルは動揺しつつも、しっかりと頷うなずいた。

　一いつ旦たん姿を隠すべく、私は魔モノに背を向けた。

「逃がすものか。逃がしてたまるものか」

　地響きのような声が飛んでくるが、アルが私と魔モノの間に立ち、剣を構えた。

「お前の相手はこの俺だ！」

「貴様も殺す。だが、誰だれをも逃がすこともしない。例外など作らない」

「目の前の俺も殺せないのに、皆殺しなんてできるのかよ！」

「……いいだろう。お前も我が肉となれ」

　アルの挑発が効いたのか、魔モノは標的をアルに定めたようだった。

　私は魔モノに気づかれないようにその背後へ回ると、その周辺で屋根の上に登れそうな場所はないか探した。天窓がある家屋を発見する。あれなら外に出られそうだ。見知らぬ人の家に勝手に踏み入るのは気が引けるが、迷っている暇もない。この混乱で鍵かぎをかけ忘れたのか、扉は開いていた。上の階を目指す。屋上に飛び出した。かなりの高さだ。石畳が遠い。そして、目の前には魔モノの頭部の側面。まだ私は気づかれていない。

　頭の中でイメージする。肩に飛び乗り、首を突き刺し、魔力で爆発を起こす。柄つかの魔力の残量からして、チャンスは一度だけだ。一度大きく息を吸うと、改めて剣を強く握った。駆け出し、屋根の縁で渾こん身しんの力を振り絞り跳躍する。

　ぐりんと、魔モノの首が回った。私のほうに。

「気づいていないとでも思ったのか」

　空中にいる私を、重く響く声が包んだ。いつから気づいていたのだろうか。後ろに回り込んだ時から？　天窓を開けた時から？　飛んだ時から？

「言ったはずだ。お前からは臭におうのだ。我が同胞達の熱い魔力が。憎しみを抱いて死んでいった、悲しみの魔力が」

　魔モノは、口を開いた。小柄な娘など、簡単に丸飲みにできそうなほど、大きく。そう、私なんて、簡単に収まってしまう。そして口内には、びっしりと、数千の歯が並んでいた。魔モノらしい、牙きばなどではない。人間の歯だ。何人食ったらこうなる？　百人か？　二百人か？　もっとなのか？　私の代わりに生まれた犠牲者の数は。

　魔モノは首を伸ばし、私は口の中へと誘われた。ゆっくり、口が閉められていく。いや、閉まるのが遅いのではない。一瞬一瞬が、恐怖で長く感じられているだけだ。瞬まばたきの間にも、噛み砕くだかれて私は死んでしまうだろう。

　ゆっくりと、だが着実に閉まりつつあった口は、途中で完全に動きを止めた。青い剣が、縦につっかえ、口が閉じるのを阻害していた。見み覚おぼえの、ありすぎる剣、アルのものだ。なぜここに？　もしかして、私が食われそうになったから、アルが投げたのか？　それでちょうどここへ？　そんな馬ば鹿かなとは思うものの、時間は再び速度を取り戻していた。私は反射的にアルの剣の柄つかを掴つかんだ。私を飲み込もうと顔を上げていたのだろう、喉のどが真下に来ていた。そして、本物の魔モノが確かにそこにいた。食人鬼、そうたとえられるのも頷うなずける、仰々しい出いで立たち。その牙が赤いのは、元からなのか、それとも――

　それ以上は考えたくなかった。

「悪運の強い勇者だ。だが、貴様にはもう逃げ場はない」

　歯と歯の僅わずかな隙すき間まから、蠢うごめく触手が何本も伸びてきた。

「逃げ場がないのは、あなたもよ」

　私は、アルの剣から手を離した。重力に引かれだし、私の身体からだは落下を始める。魔モノの顔面を目指して。触手が私を捕らえるよりも速く。

　魔モノは、魔弾を放つ。私は剣身に全魔力を流し込んだ。膝ひざを曲げると、切っ先がつま先よりも下になる。魔弾と剣が触れ合った。ぱちぱちと、魔力同士が相殺され、光を撒まき散らす。口内の暗さで、輝きはより一層だった。

　魔モノごと作り物の身体を貫くと、地上にはアルが待っていた。落ちてきた私の身体が、アルによって優しく抱きしめられる。ゆっくりと倒れる巨人の姿が映った。重力に引かれながら、腕や顔から崩壊していき、ばらばらの肉塊に戻っていった。食人鬼の持っていた魔力が、私の剣の柄に吸い込まれた。完全に倒した証明だった。





　身体から漂う生臭さを早く落としたくて、私は入浴ができる宿屋を探した。数日間、あんな魔モノがいた街なので、営業している宿屋自体が少なかった。しかし、街の隅のほうに、冷水で身体を流せる宿屋を見つけた。脇わき腹ばらの傷は完全に塞ふさがり、水がしみることはなかった。

　ゼフィールの、あの宿を使えば、快適だろう。けれど、もうゼフィールを信用する気にはなれなかった。私は、お金ごと自分のポーチを紛失していたので、戦いの後に、ゼフィールに証書をもらっていた。この紙切れを見せれば、それだけでこの街の施設の利用料は、全すべてゼフィールの懐ふところから引き落とされることになる。夕飯も、辛かろうじて営業再開していた店で、この証書を見せて食べた。当のゼフィールは、証書発行の際、一緒に、現在の魔王の動向を調べるように言いつけたのと、街の修理などで大忙しだ。

　部屋は一つしか取っていない。アルと一緒にいたかったから。

　宿屋で借りられる寝巻を着て、私はベッドに腰掛けた。アルは、室内の椅い子すに楽そうな格好で腰かけている。

「私ね、思ったのよ」

　タオルでしっかり拭ぬぐっても、髪の水気は中々取れない。乾く前に寝てしまうと、朝起きた時にぐちゃぐちゃになってしまうので、それまで私は、アルに意見を聞いてみたいことを話した。

「勇者って暗示をかけられていた時は、魔モノや魔王は、ただただ憎い存在で、倒さなくちゃならないと思ってたの。でも、今日の魔モノが言ってたじゃない。賽さいを投げたのは、私達たちだって。あれ、間違ってないのよね。私達人間が、魔石を発見して、それを利用するためだけに、魔モノを狩っていたんだから」

　約五十年前。魔石が発見されていなければ、そして魔力を人間が利用しようとしなければ、きっと未いまだに人と魔モノは互いに関かかわり合いなくいただろう。

「悪いのは、私達なのかしら」

　それが、アルに聞いてみたいことだった。

「まあ、そうだよな。争いの種を撒まいたのは、人間側だ」

　アルは、あっさりと肯定した。

「でも、だからと言って、はいそうですかってやられるわけにはいかない。抗あらがわないわけにはいかない。結局、ぶつかり合うしかないんだって、俺おれはそう思うよ」

　私は、じっくり考えた。今、自分はどうしたいのか。それを、しっかりまとめてから、言葉にする。

「旅を始めてから、ずっと私は、魔王を倒したいって思っていたけれど」

　一呼吸置く。アルがどう思うか、不安だったから。

「今の私は、戦いを終わらせたいって思うのよ」

　もし、仮に和解できるならば、そうしたい。争いを続けていたら、人も魔モノも、無駄死にしていくだけではないか。

「そうだな。それができたら、ベストだよな」

「できるかしら？」

「わからない。なんでもそうさ。やってみなくちゃわからない。だろ？」

　やるだけやってみよう。アルの言葉を、私はそう解釈した。

「悪いわね。南出身のアルは、私なんかよりもずっと、魔モノを憎んでいるでしょうに。家族とも、離れ離れになって。それなのに、魔モノと和解したいだなんて」

「え？　あ、ああ」

「どうかしたかしら？　詰まって」

　アルが一瞬呆ほうけた顔をしたので、私は首を傾かしげた。

「えっと、あー、ちょっと疲れが溜たまってるのかな。ぼーっとしちゃって」

　私は溜ため息いきを添えて返した。

「さっきまでの話も、ぼーっとした頭で聞いてたのね」

「いや、ちゃんと聞いてたって。魔モノ達たちと、和解したいって話だろ？」

　なんだか、取り繕ったような身振り手振りをしてくるので、私はもやもやした。折角私が、アルの家族のことを考えて、気遣ってあげたのに、というのはちょっと違うけれど。でも、会話の途中で急にぼーっとしちゃうだなんて。

「ま、いいけれど」

　私は腰を浮かすと、アルの前まで歩いていった。

「ほら、立って」

「な、なんだ？」

　また、察しの悪い。私は、ちょっと横を向いて、言った。なんだか、改まって言うと、恥ずかしくて、拗すねたような物言いになってしまう。

「約束、したでしょ。勝ったらって」

　アルは顔を赤くした。覚えてるじゃない。赤くなられると、私までなんだか恥ずかしくなってしまう。頬ほおに熱を感じた。きっと、私も真まっ赤かなのだろう。

　それから、私とアルはキスをした。アルの熱が私に流れ込んでくる間、私は思った。魔モノ達との、和解。もしかしたら、八百年前の勇者も、私と同じ気持ちだったのかもしれない。だから、不可侵の盟約を交わしたのかもしれない。あの魔王と三日三晩戦ったというのだから、色んな意見をぶつけられただろう。彼女は、私のように洗脳されて勇者を演じていたわけではない。突如として現れた、なんてことに歴史ではなっているが、それだって後から勇者という存在を神格化するためのでっちあげかもしれない。実は、ただの少女だった、なんてほうが、今の私には、よっぽど信しん憑ぴよう性せいがあった。



    

  
    
      
第八章　最前線に立つ魔王





　私達たちは魔王を追った。魔王とは別進路を取り、先回りできる街まで行く。スタシオンで、ゼフィールの名前でたくさん馬車を買い、アンジュ達もついてきていた。先日、アンジュは都市長なのだから、カスケードで、エミューから帰ってきた住民や、壊れた街の復旧など、やらなければならないことがあるのではないか、と本人に聞いたことがある。

「何？　あたしがついてきたら迷惑かい？」

「ううん、心強いし、嬉うれしいわ。でも、あなたの街の住民も、あなたを必要としているんじゃないかしら」

　それに、私達が相手にしようとしているのは魔王だ。無事に帰れる保証はない。倒せる可能性だって、低い。

「今カスケードに戻って、街を復旧しても、魔王が生きてたら、結局いつか死ぬのを待つだけになるさ。なら、今倒す。倒せる確率を、塵ちりほどでもいいから上げたい。あたしじゃ、邪魔かね」

　彼女にしては珍しく、しょげた表情を見せたので、私は慌てて首を振った。

「ち、違うわ！　私も、あなたがいいなら、ついてきてほしい。仲間だもの」

「嬉しいこと言ってくれるねえ」

　アンジュはころっと表情を変え、大きく笑った。

「それに、カスケードのことなら心配いらないさ！　ちゃんと、残してきたやつらに指示は託したし、不測の事態があっても、慌てて対処できない、なんてことになるほどやわな連中じゃないよ！　だからあたしのすることは、うちの住人が慌ててない時でも、対処できないような厄やつ介かい事ごとを片付けること……」

　少し間を置いて、アンジュは続けた。

「魔王、とかね」

　彼女も、彼女なりに考えて動いているらしい。





　アンジュとシュエットの仲は、ただの主人と従者の関係ではない。

　前々から感じていたことだが、立ち寄った都市の宿で、アンジュがシュエットを押し倒しているのを目撃した時は、さすがに我が目を疑った。

　覗のぞくつもりがあったわけではない。たまたま夜、お風ふ呂ろに入った後に、アンジュに用事があって、その部屋に向かっていたのだ。そうしたら、扉が少し開いていて、いや、本当に覗のぞく気があったわけではない。ただ、二人で何か話しているようだったので、今入ってもいいか判断に困ったからだ。談笑しているようならば、加わろうとさえ思っていた。

　そうしたら。

「もう、我慢できない。今夜も、……」

　アンジュのそんな甘い声が聞こえてきたのである。何事かと扉の隙すき間まから、蝋ろう燭そくの頼りない灯あかりしかない部屋を窺うかがうと、アンジュがシュエットをベッドに押し倒していた、という次第だ。

「あぁ、んっ」

　シュエットも、切なそうな声を上げている。私は、とてつもない居い心ごこ地ちの悪さを感じるが、なぜか立ち去ることができなかった。

　一体、これから二人はどうなってしまうのか。気になる。だが、知らないほうがいいのではないかとも思う。ただ、その時の私は、まさに二人に釘付けになっていた。

　さっきよりも、小さい声で、二人は何か囁ささやき合っているようだった。いけないと思いつつも、耳の神経を研ぎ澄ませてしまう。とぎれとぎれだが、二人の会話が聞こえてきた。

「好きだよ」

「もっと、具体的に言ってほしいの。どこがどうとか」

「具体的に？」

「ええ、じゃなきゃこれ以上触らせない」

「……そうだな。すぐに照れて赤くなるところとか」

「それ、魅力なの？」

「俺おれは可愛かわいいと思ってる」

　……俺？

　今、アンジュの口調がおかしくはなかっただろうか。というか、二人共、言葉遣いに違和感がある。しかも、なんだかどこかで、聞いたことのある会話だし。

　と、突然アンジュがシュエットの上から退き、備え付けの椅い子すに座った。シュエットもさっと腰を上げ、ベッドの端に座り直した。

「きっと今いま頃ごろアルとクロワは、こんな感じで互いの愛を確かめ合ってるのさ！」

「はい、間違いないですね」

「間違いしかないわよー！」

　扉を蹴け破やぶった私は、二度とそんな想像をしないと誓うまで、二人の頭をはたき続けた。





　魔王軍に、近づいてきた。次の都市で、ついに待ち構えることになるだろう。

　もしかしたら、これが私達たちにとっての最後の夜かもしれない。そんな不安から、私は自然、宿屋のアルの部屋に向かっていた。

「どうした？」

　アルは寝る直前だったのか、蝋ろう燭そくに息を吹きかけようとしていた。若干黒髪が濡ぬれて、光っている。私の下ろした髪は、もう完全に乾いていた。私はベッドに腰掛け、そのまま仰あお向むけに倒れた。

「今日、ここで寝てもいいかしら」

「……はい？」

　アルが、なぜか間抜けな顔をしたので、私は付け足した。

「もう、どれだけ一緒にいられるかわからないじゃない。もしかしたら、魔王にあっさりやられてしまうかもしれない。だから、ほんの少しでも長く、一緒にいたいの。……アル？」

「えっ、あ、いや！　違うぞ！」

　なんだか放心していたので、上体を起こして呼びかけると、アルは慌てた様子で首を振って、何かを否定していた。

「違うって、何？」

「お、俺おれは変な想像をしていたわけじゃないぞ!?」

「……変なことって、何」

「そ、それは」

　気まずそうにアルは私から目を逸そらした。

　私はベッドから腰を浮かせると、扉のほうへ向かう。

「やっぱり、自室で寝ようかしら」

　そう言って、扉に手をかけた。アルは、何か言いたげだったが、止めようとはしなかった。私は唇を尖とがらせた。

「……冗談よ。明日の朝も早いわ。さっさと寝ましょ」

　私はベッドに戻り、毛布の中に入った。

　アルは、しばしおどおどしていたが、やがて蝋燭の火を消し、ベッドに入ってきた。私もアルも大柄ではないが、一人用のベッドは窮屈だ。だから、私がアルに密着するのも、仕方がないことだった。

「べ、別に何もしないからな！　ほんとに！」

　私は、小さく溜ため息いきをついた。

「アルになら、何をされてもいい。そう思ったから、今私はこの部屋にいるのよ」

　強い鼓動が、アルの胸から伝わってきた。

　たぶん、私の鼓動も、アルに届いているのだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      

「……何もしないって、言ったろ？」

　アルは、やっぱりアルだなと思った。何度かもつれ合って倒れたりしたことがあったが、いつも私をかばってアルは下敷きになってくれた。アルに押し倒されたことはない。こんなアルだから、好きになったんだと思う。……けれど、期待通りなのに、残念に思う私もいた。

「腕枕くらい、してほしいわ」

　照れくさそうに腕を伸ばしてくるアルに、私は顔を近づけた。

「それと、おやすみのキスもね」





　作戦は、こうだ。まず、私達たちはだだっ広い乾燥地帯で魔王を待つ。単眼鏡で魔王の動きを確認し、カスケードの時と同様に、単身で乗り込んでくるかどうか見極める。一人で来るようだったら、みんなが気を引きつけている間に、後方の魔モノの軍団を撃破、そしてその魔力とカスケードに保管されていた魔力、全すべてを魔王にぶつける。もし魔王が単身で来なかった場合、常に全員が魔モノから離れないようにして戦う。魔王の攻撃は強力で、魔弾はいくら魔力があっても防げそうにないが、仲間にも被害が及ぶ状況で放つことはしないだろう。どちらにせよ、まず削るのは一万体の魔モノの軍隊だ。

　魔王を引きつけておくための様々な陣形や作戦を立てた。

　そして、私達たちは魔王と再び対たい峙じした。

「また会ったわね、魔王」

　私は魔王に、軽く挨あい拶さつをした。魔王は、私達の前に単身で現れた。魔モノの軍隊は、肉眼ではなんとか遠くに見えるくらいだ。もう少し近いほうが、私にはありがたいのだが。

「王なんて身分についた覚えはないと言ったわよね？　私はレインドロルよ。……にしても、わざわざ死にに来るなんて。そんなに急がなくても、人間は全員殺してあげるわ」

「待って。聞きたいことがあるの」

　私は殺気を漂わせる魔王に、制止を掛けた。私もアルも、剣さえ抜いていない。魔王は、漂わせる魔力を、とりあえず引っ込めた。

「なに？」

　私はほっと一息ついた。話が通じないならば、戦うしかできないからだ。

「私達人間と、和解する気はないかしら？」

「ないわ！」

　きっぱりと、魔王は返した。こうもはっきり言われては、二の句が継げなくなる。が、継がなくてはいけない。おそらく、和解できるとしたら、今しかないのだから。

「これ以上争いを続けても、人も、魔モノも、無駄死にしていくだけよ」

「じゃあ、あなた達が抵抗をやめればいい！　そうすれば、せめて楽に殺してあげるし、私の仲間達は傷つかないわ！　人間がいなくなれば、私達は戦いもしなくてよくなる！　他ほかに答えはないわ！」

　魔王は激げつ昂こうして怒鳴った。反論の余地もない。けれど、急に攻撃を仕掛けてきたりはしない。まだ話を聞いてくれるようだった。

「なぜ、八百年前は、和解を？」

「和解したわけじゃないわ。不可侵の盟約を交わしただけよ」

「じゃあ、なぜそれを交わしたのかしら？　同じように、争いをやめることは、できないの？」

「できるわけないじゃない。そもそも、そういう約束だったはずよ。魔モノにとっての脅威である勇者は去り、人間にとっての脅威である私もまた、眠りに就く。魔モノは定められた居住地域でのみ生息し、互いに干渉し合わない。そして、次に争うことがあれば、その時はどちらか一方がこの世界から消えるまで、新たな盟約は結ばれない。つまり、争いが始まった以上、二度と私達とあなた達の間で、約束事が取り交わされることはないってことよ」

　最後のは、私は知らなかった。しかし、魔王は嘘うそをついているとは思えない。ならば、歴史の波の中で忘れ去られたか、国が、というか王が、自分の都合でなかったことにしたのだろう。勇者をでっちあげようなんて考える王だ。何をしてもおかしくはない。

　魔王の決心は固かった。到底揺るぎそうもない。覚悟はしていたが、和解することは、できなさそうだった。

「わかったわ。じゃあ、戦いましょう。手間取らせちゃって、悪かったわ」

　私達たちは互いの顔を見合わせ、頷うなずいた。作戦開始だ。

「俺おれが相手してやるぜ！」

　アルが剣を振りかぶりながら突撃する。

「一人ずつだなんて。まとめてかかってきてくれたら、一緒に屠ほふってあげるわよ？」

「なら、そうさせてもらおうかね！　てえッ！」

　アンジュの掛け声で、魔石の鏃やじりを持つ矢が一斉に放たれた。それらは一本も外れることなく魔王に到達、したわけではなかった。何本かは、魔王の足元や、その近くの地面に突き刺さった。

　もちろん、意図してやっている。

　鏃が爆発した。魔王の身体からだがばらばらに吹き飛ぶ。地面に突き刺さった鏃は、辺りに濃い土煙を充満させた。水分をあまり含まない土は、舞い上がったらすぐには降りてこない。立て続けに同じように矢を放ち続ければ、魔王の視界を奪うことができる。

　私は駆け出した。矢はもちろん魔王のダメージを狙ねらっているものだが、同時に私が後方の軍隊に近づくのを悟られないようにするためでもあった。

　しかし、走れたのは十歩程度だった。

「むぐぅッ」

　突然目の前に手首だけが現れ、私の顔面を掴つかんだ。私の身体が軽々と宙に浮き、押し戻される。その間に、手首から腕が生え、肩ができ、胴、腰、脚、そして顔が生まれた。それが魔王であることは言うまでもない。

「私をほったらかして、どこへ行こうというのかしら？　もしかして、私の仲間達から倒そうっていう魂胆だった？」

　あっさり見抜かれた。私の雰囲気から、それが図星であることも悟られる。

「よくもまあ、そんな作戦を思いつくわ。私の目の前で、私の仲間達に手を出すことは、絶対に許さない。許すものですか」

　魔王は、私をさらに上へと持ち上げた。なんとか逃れようともがくが、手を放す気配は全まつたくない。土煙はまだ周囲を埋めている。誰だれも、私が魔王に捕らえられていると気づいていないかもしれない。

「あなた達は弱い。けど、八百年前から、悪知恵はよく働いてたわ。私は、油断しない。あなた達を仲間に近づけさせない。徹底的に、一方的に、潰つぶす」

　私は投げられた。小石でも投げるように、軽々と。しかも超速で。

「クロワ！」

　私は空中で受け止められた。アルだ。しかし衝撃を殺しきれず、一緒になって吹っ飛んだ。ちょうど、アンジュ達たちのいるところまで。立ち上がる。怪け我がはない。

「作戦は失敗ね」

　アンジュの舌を打つ音が聞こえた。

「勝ち目がない！　逃げるよ！」

「逃がすと思っているの？」

　私達の周りに、直径五十メートルほどの円が現れた。魔弾と同じ、闇やみ色いろの壁を構築する。

「この発想は、私にはないものだったわ。人間だから、考えついたのでしょうね」

　カスケードの資料に、どれだけの魔力の密度があれば、足場になるかという実験があった。以前の戦いで、私は利用していた。同じことを、魔王は今、大規模に行っている。端的に言えば、閉じ込められたのだ、私達は。

　これ程絶望的な一対多というのも珍しい。魔王の前では、一万体の魔モノの軍隊のほうが、よっぽど可愛かわいく見える。少なくとも私には。

　真正面から立ち向かわなければいけないのか、この化け物に。

　しかし、最も早はや生き延びる唯一の方法は、それだけだ。

「アンジュ達は下がってて！　魔石の矢は、魔王よりも私とアルを傷つける可能性が高いわ！　私とアルが倒されてから使うぐらいの気持ちで！」

「射るべき時は、射るよ、あたしは！」

「それでいいわ！」

　私は音高く剣を抜き放った。こうなったら、やれるだけやってやる。

「誰だれが先に死ぬかの相談は終わったようね。塵ちりも残さない」

　魔王の放つ魔弾を、私とアルは左右に分かれて避よけた。まず魔王の標的になったのは私。距離を詰めてくる。それに合わせて、私は剣を振り下ろした。魔王は、直前で急ブレーキをかけ、見事な足あし捌さばきで私の背後を取った。あんな足の動かし方があるのかと、私は感嘆した。そこで、自分にも驚く。感嘆する余裕がある？　前は消えたように見えていた魔王の動きが、今はしっかりと目で追えていた。背後から首を狙ねらった手刀をかわす。どんなに威力の高い攻撃も、当たらなければ意味がない。私が、魔王の攻撃を見切った？

　私は、振り向きざまに剣を一いつ閃せんさせる。魔王はそれをかわせなかった。まるで空気を振るっているかのように剣が軽い。私の人生で最速の一閃だった。そして次の一撃は、さらに速かった。魔王は私に肩口から胴を斜めに斬きられる。私の連撃はまだ終わらない。突き刺し、引き抜き、薙なぐ。切断された部位は、弾はじけ、ただの魔力になって私の剣に吸収された。

　残った魔王の掌てのひらに、魔力の塊が生成されているのに気づき、私は飛とび退のいた。掠かすりもしない。ちらりとアンジュ達たちの無事も確認する。自分以外に気を回す余裕がある。どういうことだ？

　距離の開いた間に、魔王の身体からだは再生された。

「おいおい、なんだ今の動きは！」

「わ、わからないわ。身体が、すごく軽いの。最近、どんどん速くなってく」

　味方のアルを驚かせるくらい、私は成長していた。私の身体に、何かが起こっている？

「何なの？　あなた、前会った時と違う。あの時は、その力を持ってなかったはず。勇者という名の、ただの人間だった……はずなのに」

　魔王に、戸惑いの色が見えた。予想外の力を持つ私に、魔王が焦っている。

　焦っているのは私もだった。私は、ただの少女だ。都合よく力が覚かく醒せいするなんてこと、あるわけがない。

「まあいいや！　押し切っちまおう！」

　だが、アルの言う通り、今が魔王を倒す好機だ。原因を探っている暇はない。アルも動き出す。青い剣筋が煌きらめく度に、魔王は身体を削られていった。私とアルは、交互に攻撃を入れ、魔王に反撃の余地を与えない。

「くっ、の！」

　魔王は自分の足元に向け、魔弾を放った。乾いた地面がめくれ上がる。土煙で視界が奪われたので、下がる、必要はなかった。足元が崩れても、視界が奪われても、音があれば十分だ。影が見えるまで近づき、私は魔王の身体を切り裂いた。

「なんなのよっ、もう！」

　魔王が叫ぶ。あれだけ圧倒的な力があった魔王が、私達に手も足も出ない。勝てる。そう思うと、疲れは感じなかった。身体の底から、力が湧わき出し続けていた。

　短い戦いではなかった。がむしゃらに剣を振り続けていたので、どれくらいの時間が経たったかはわからない。

「クロワ！　魔力の壁が……」

　アルに指摘され、魔王の張った私達を閉じ込めるための壁が、薄くなっていることに気づく。維持する魔力がなくなってきたのだ。明らかに、魔王は疲弊している。あと、一押し。

「うそ」

　魔王の顔が苦渋に歪ゆがむ。倒せる、魔王が。救える、世界が。私とアルで。魔力の壁が、完全に崩壊した。あと少し。下がろうとする魔王へ剣を振り下ろす。魔王の片腕が吹き飛ぶ。再生は、しない。そうする魔力がないからだ。終わりが見える。

　私は魔王にさらなる攻撃を加えるべく踏み込み、そして大きく飛とび退のいた。私と魔王との間に、絶え間ない魔弾の雨が降り注ぐ。ただ、魔王のものほど強力ではなかった。魔力の障壁で全弾防ぎながら、アルと、それからアンジュ達たちに近づく。魔弾の嵐あらしが止やみ、私は息を飲んだ。遙か後方で待機していたはずの魔モノ達が、いつの間にか私達を囲んでいた。

　万を超す魔モノの大軍は、間近で見るとかなりの迫力があった。さすがは主力の中央軍といったところか、見事に大型揃ぞろいだった。甲冑を着た魔モノ、数えきれないくらい脚がある魔モノ、岩石の巨人、骸がい骨こつ、獣……一体一体から、強力な魔力を感じる。

　だが、今の私なら、私達ならば、絶対に負けない。そう思えた。

　むしろ、私達以上に、魔王のほうが衝撃を受けていた。

「何、してるの」

　魔王は呟つぶやいた。魔王の援護をするためなのは明白だろう。それに、彼ら全員の意思を、魔王は受け取っているはずだ。魔王は、種族を超えたコミュニケーションを可能とする、制御塔のような存在。あえて魔モノが魔王に黙って動くでもしない限り、その行動で彼女に理解できないことはないはずだ。

　と、何体かの魔モノの身体からだが、黒く輝き始めた。私は身構える。どんな攻撃が来るのかわからない。そしてその魔モノ達は、その場に倒れた。

「何をしているの！」

　魔王は今度は強く叫んだ。それは私達が聞きたい。しばらく警戒したまま様子を見る。異変はすぐに起きた。魔王の腕が、再生された。

「魔王に、魔力を捧ささげてる……？」

　それを裏付けるかのように、失われつつあった魔王の覇気、身に纏まとうオーラのようなものも、戻ってきているようだった。ただ、表か情おだけは――

　――魔王は泣いていた。

「やめなさい！　やめて！　命令よ！」

　魔モノ達はやめなかった。万を超す魔モノ達が、次々と倒れていく。そして、魔王に魔力を捧げていく。私達は動き始めた。とめなければ。

「邪魔はさせぬ！」

　人型に近い、雄々しい鬣たてがみを持つ魔モノが、私達の前に立ちはだかった。人語を解する魔モノらしい。

「お前達には、ここで死んでもらうぞ！　ここまで追い込まれることになろうとは、我々も思わなかった……だが、これ以上はない！　我が魔力の全すべてを以もって、貴様らを必ず打ち砕くだいてみせる！　我らの栄光のために！」

　魔力がその魔モノの周りを渦巻いて唸うなりを上げ始める。そして、一瞬にして魔モノの身体に収縮した。魔モノの身体が膨れ上がるのを見た。

「自爆――」

　私は魔力の障壁を張った。ひび割れる。が、すぐに魔力で修復した。今度は傷もつかない。魔王から削りとった魔力があったから。爆風で巻き上がった砂さ塵じんを風がさらうと、そこには魔モノは跡形もなく、障壁のあった場所を囲む塹壕のように、深い大穴が空いていた。

　そしてその向こうには、魔モノ達たちの死体の山、泣きじゃくる魔王がいた。

「もう、私の目の前で仲間を死なせないって誓ったのに……」

　膝ひざをつき、顔を両手で押さえ、しかし指の間から漏れる涙を隠せない魔王は、私達にとっては絶好の攻撃チャンスのはずだった。だが、一番近い私とアルも剣を下ろし、後ろに控えるアンジュ達も、弓を構えられなかった。ただ呆ぼう然ぜんと、その光景を眺めていた。

「私ひとりで、人間みんなを相手できるって、加勢なんていらないって言ったのに、勝手に軍なんて作って、勝手についてきて、勝手に私を守って、勝手に死んで。身勝手すぎると思わないの。あなた達のために私は存在するのに、私のためにあなた達が死んでどうするのよ」

　魔王のぼやきに、共感できたからかもしれない、動かなかったのは。勇者だと信じ込まされていた頃ころ、私は魔王に負けた。その時私を救ったのは、私が必要ないと言ったカスケードからの部隊で、私のために少なくない人々が犠牲になった。自分以外が戦う必要はない、自分だけで十分だという思いが、魔王にもあったのだ。

　ふと、思う。魔王と私は似ているのではないか。危うく、同情の眼まな差ざしを向けてしまいそうになる。が、魔王の、泣き腫はらしてから一層色が強烈となった赤い瞳ひとみが、私を睨にらんでいるのに気づき、私は表情を引き締めた。

「強い、強いわ、あなた達。前に会った時と、全然違う。特に、あなた」

　魔王は私を指差した。

「どういうことなの？　あなたは、そこの男とは違うはず……」

　私は、剣を握りしめた。アルとは違う？　それはどういう意味なのか。私は問い返した。

「違うって、何？　どういうこと？」

「どういうことって、どういうこと？　そこにいる男は、この世界の人間じゃないでしょう？」

「……どういうこと？」

　その問いは、魔王ではなく、アルに向けたものだ。アルは、なんとも言えない表情で、頭を掻かいていた。アルは、私の問いに答える前に、魔王に問いを投げた。

「どうしてわかった？」

「二度目だから。一度目は、八百年前。あなた達が伝承の勇者って呼んでる女がそうじゃない。なに？　知らなかったの？　八百年前のことも、そこの男の素性も」

　私は混乱した。アルは、南の出身ではなかったのか。そこで街を襲われ、命からがら逃げ出してきたと。そう説明された記憶がある。

「まあ、いいわ。異世界人だろうと、勇者だろうと、人間はみんな殺す。仲間をこれ以上殺されてたまるものですか。でも、たぶん今はだめ。私には勝てない。だから、次は、倒す。次に会った時は、絶対に。リドタブル！」

　魔王が呼ぶと、唯一生き残っていた、大おお鷲わしのような魔モノが、魔王の上空を飛ひ翔しようした。魔王はその足を掴つかむ。そして、大空へと飛び去っていった。すぐに小さくなり、見えなくなる。

　後には、何も理解できず混乱する私と、ひたすら魔王の飛び去った空を見つめるアルとアンジュ達たち、そして大量の魔モノの死体だけが残された。



    

  
    
      
第九章　小さなこの世界





　ここの都市長には、私は勇者だと説明した。そのほうが色々な計らいをしてくれるし、都合がいいからだ。魔王を退けた私が疑われるわけもなく、この宿に案内された。

　食事を取り、日も暮れた。この街には魔石もほとんどないらしく、従って電気を使うものはない。部屋の明かりも、壁の燭しよく台だいの、蝋ろう燭そくに灯ともる火のみだ。

　私から話は切り出した。

「そろそろ説明してくれないと、私の頭が破裂しちゃうわ」

　アルは、気まずそうに頭を掻かいた。私はさらに続けた。

「全部、きちんと話してほしいの。あなたのことだから」

　私が見つめていると、やがてアルは、観念したというか、決心がついたというか、そんな表情で口を開いた。

「俺おれは、こことは別の世界から来た。元いた世界でかけられた、呪のろいで。信じてもらえると思ってなかったから、ずっと黙ってた」

　私は、アルの言葉をゆっくりと噛み砕くだいた。

　こことは別の世界から来た。

　元々アルがいた世界でかけられた呪のろいで。

　私は一度深呼吸をした。

「そうね。会った当初なら、信じなかった。でも、嘘うそじゃないのでしょうね。あなたからじゃなく、魔王の口から出たのだもの」

　あの魔王が、あの場でこんな嘘をつく理由がない。そして、それが嘘だとして、アルが合わせる理由も思いつかない。何より、アルの表情が物語っていた。

「続けて」

「ああ。俺おれのいた世界には、支配者ってやつがいた。人間を含む、全種族の頂点に立つ存在、みたいなもんかな。余興で人間を殺すような、そんなやつだった。俺は――俺と俺の仲間達たちは、そいつの横暴に耐えかねて、反逆を企てた。過程は、ざっくり省くぜ？」

　私は頷うなずいた。

「結構、計画は上う手まくいった。その首に、剣をつきつけるまではいった。その時、支配者は言ったんだ。『おれが悪かった。これからは、これまでのようなことはしない。だから、命だけは取らないでくれ』って。俺は、剣を下ろしちまった。自分のためなら、どんな嘘でも平気でつくやつだって、知ってたはずなんだけどな。その改心の言葉を、鵜う呑のみにしちまったんだ」

「それで、その隙すきをつかれて？」

「おう。どうやってかけるものなのかとかは、よくわからなかった。気づけば魔法陣に囲まれて、たぶんその時には呪いをかけられてたんだと思う。『百界の破滅に身を砕かせろ。お前はこの世界に必要ない』とかなんとか言われたのを最後に、魔法陣が現れて俺は別世界に飛ばされた。たぶん、それからの俺の経験則なんだが、その世界の人達が危機に瀕ひんしている――そんな世界に飛ばされる呪いなんだと思う」

　その「支配者」と呼ばれる存在がどのような存在かはまだいまいち掴つかめない。が、相当に下げ衆すなやつであるということはわかった。なんとなく私は、ゼフィールを思い浮かべていた。

「それで、この世界に？」

　アルは、首を振った。

「いや、この世界は、俺にとっては五つ目の異世界だ」

　私は首を傾かしげた。危機に瀕している世界に飛ばされる、それはわかった。では、その世界はどうなったのか。なぜアルは、この世界に来れたのか。定期的に別の世界に転移するのか？　それなら、支配者の思おも惑わくである、滅びゆく世界でアルを沈めることはできないではないのか。私はアルに聞いた。

「異世界なんてもの、御お伽とぎ噺ばなしの世界でしかなかったからさ、初めはかなり戸惑った。誰だれも俺おれの話を信じちゃくれないしな。でも、落ち着いてみて、気づいた。危機に瀕ひんしている世界に飛ばされる。それなら、その世界が危機じゃなくなったら。つまり、救われたらどうなるのか。答えを求めて、俺はその世界で戦った。そしたら、世界を救った途端、魔法陣が現れて、また別の、危機に瀕している世界に飛ばされた」

「それで、ここが五つ目の異世界ってこと？」

「おう。これをずっと繰り返していけば、いずれ、元の世界にもいけるんじゃないかって、そう思うんだ。あの世界には、仲間も、妹もいる。きっと、生きてる。早く助けにいかなきゃならない」

　アルの言ったことを、全部信じるとする。すると単純に考えて、アルは四つの世界を救ったことになる。私とは、潜くぐってきた修羅場の数が違う。それが、あの圧倒的なアルの力を生み出していたのだ。

　同時に、告白した時の、アルの言葉も思い出す。ずっと一緒にいることはできない、世界を救ったら、行かなければならない場所があるから。そして、そこへ私を連れていくことはできない。

　それと、もうひとつ、私の心を寂しくさせることがあった。

「大体、わかったわ。じゃあ、アルは、この世界のために、戦ってるんじゃないのね。アルの世界のために、戦ってるのね」

　皮肉を言いたいのではなかった。けれど、つい口をついて出てしまっていた。本当は、私のために戦っていてほしいとさえ、思っていた。言ってすぐ、私は馬ば鹿かだと思った。そんなことを尋ねて、何になると言うのか。

「そんなわけないだろ」

　アルは、あっさり否定して見せた。

「昔は、そんなこと考える余裕もなかった。けれど、色んな世界を知って、思ったんだ。俺にできるっていうなら、可能な限り全すべての世界を救いたい。それに、この世界には、俺の好きな、女の子がいるから。だから、絶対に救う」

　真顔で言われて、私はすごく恥ずかしかった。顔が赤くなっているのを感じる。けれど、とても嬉うれしかった。私ははにかんだ。けれど、アルは寂しげな表情を浮かべた。

「でも、クロワ。言った通り、この世界を救ったら、俺は別の世界に飛ばされる。平和になった世界には、俺はいられない。だから、魔王を倒したら、俺とクロワは、二度と会えない。好きになってくれて、嬉しい。けど、俺以外にも、いい男は」

　アルが、何か馬鹿な考えを口にしようとした。だから、私はそのお馬鹿な口を、私の口で塞ふさいだ。全まつたく、世話の焼ける男だ。

「言ったはずよ」

　少し長いキスをした後、私はアルの髪を撫なでながら言った。

「あなた以外を追いかける気はないって。絶対についていくって」

　きっと、何か手段がある。あるはずだ。私は、自分にそう言い聞かせた。

「ありがとう、クロワ」

　アルは、やっと笑った。いつもみたいに、にっと。





　アルの剣は青い。

「じゃあ、この剣は、その二つ目の異世界で手に入れたものなのね」

「俺おれの知ってる中じゃ、一番硬い鉱石でね。岩を砕くだいても刃こぼれしない。俺にとってこいつは、最強の剣であると同時に、最強の盾でもあるのさ」

　この世界には存在しない鉱石らしい。それと、アルの服も、化学繊維とかいうものでできているらしく、柔軟性も耐久力もかなりのものだと言う。大陸の南ではみんなこんな服装なのかと思っていたが、やはりアルの服装はこの世界のものとは異質だった。

　初めて会った晩に、電気の話が出たのも、それが一般的になっている世界があったかららしい。魔力に頼らず、人の技術で発電が可能というのは、にわかには信じがたい。けれど、アルの色々な話を聞いていると、それくらいは不思議ではなくなってきた。旅の中で、何度か感じていたアルへの違和感も、全すべて解消された気がした。

「妹さんの話ももっと聞きたいわ。私に似てるって、前に言ってたわよね」

「ん、ああ。つっても、見た目も性格も、似てないんだけどな。雰囲気っていうか。根っこの部分に似た雰囲気を感じたってくらいか」

「それは聞いたわ。でも、もっと知りたい」

　アルの話す妹は、活発で、明るく、無邪気な女の子だった。会ってみたいと思う。そうするには、アルの世界に行く手段を見つけないといけないが。いや、必ず見つけてみせる。

　私達たちは、西を目指した。魔モノの軍の、東軍と、中央軍を打ち破り、残す西軍の規模は、およそ二千。それは、最も早はや私達にとって大きい数ではない。太陽の昇る東の地から、沈む西の地。旅の終わりも、感じる。魔王率いる西軍には、もうかなり近づいていた。

　ひとつだけ、気がかりなことがあった。

　魔王を倒せば、アルはこの世界を去ってしまうということだ。

　必ずついていくと言った。けれど結局ここに至るまで、私はその方法を見つけることはできなかった。アルとも色々話したが、手がかりになるようなことは見つからなかった。





　解決策も見つからず、魔王軍のいる都市に辿たどり着く直前だった。西の、とある都市で私は知った。そこにいたから。

　国が、軍を派遣していた。

「勇者殿、お久しぶりですな！」

　隣の都市は、先日魔王軍が占領した街で、魔王達たちはそこから動いていない。

　それは、首都で王が保持している軍の隊長だった。旅立つ前、一度剣を交えたことがある。その時は、私が勝利を収めた。

「何しに来たの？　こんな西まで」

「それはもう。勇者殿が魔王を追い詰めたと聞きましてな。確実に仕留められるよう、私達が送り込まれたというわけです」

　というわけですと言われても、というのが正直な感想だった。もしかしたら、王は私が魔王を倒すことを恐れているのかもしれない。ただの少女が、本当の勇者になる。自分の権力に、仇なす存在になるかもしれない、だなんて。

「やめておいたほうがいいわ。魔王を甘く見ないほうがいい」

「甘く見てはおりませぬ。ですが、負けることはないでしょう。なにせ、私の部下達は、死を恐れぬ猛も者さ達ですゆえな！」

　隊長は、大口を開けて笑った。後ろにいる甲冑に身を包む男達は、一様にただ前を見つめていた。統率がとれている、というよりも、まるで人形のようだった。

「どういう作戦なの？」

「我らの兵力五千人をもってすれば、ただただ踏みつけ、蹂じゆう躙りんしてやるのがよいでしょう。魔王は弱っているし、魔モノも主力部隊の五分の一程度の数だというではないですか。魔石の武装もあります。私は勝利を確信しておりますぞ」

　それでは勇者殿は見物用に、サンドイッチでもご用意して我々の後ろについてきてください、などと残し、隊長含む王国軍は私の前を通り過ぎていった。

　私達に加勢してくれる、というのとはやはりちょっと違うらしい。今までどんな軍隊も手も足もでなかったのに、どうしてそこまで自信があるのか。隊長についていく兵士達の背中を見ても、不安があるようには見えなかった。





　魔王が籠ろう城じようしている西の都市は、特別発展しているわけでもない、むしろ少し時代遅れともとれる様式の都市だ。外周は城壁に囲まれているが、門は木製で、分厚いといえども魔弾の一撃で吹き飛ばせるだろう。そんな風に考えながら来たのだが、魔モノの侵入時にどうやら壊されたようで、僅わずかな木片が残るばかりだった。魔モノ達も端はなから籠城する気はないのか、城壁の外に並んでいた。報告通り、数は二千程度。魔王が、城門の上に乗っているのを単眼鏡で確認する。魔モノ達は私達に背を向け、魔王を仰いでいた。

　私達たちは、王国軍の最後尾からさらに後ろをついていっていた。アルや、アンジュ達も一緒だ。カスケードの仲間達は、本当によくここまで来てくれたと思う。彼らのためにも、今日負ける訳にはいかない。

「来たわね」

「来たわよ」

　まだ距離はあったが、魔王の声ははっきりと私の耳に届いた。きっと、私の返事も届いている。魔王は、魔モノ全体に呼びかけた。

「皆！　私に付き従ってきてくれたあなた達！　私達の命運が、すぐそこに迫っている！　足音を響かせ、私達に駆け寄ってきている！　もう見えるところにいるわ！　あなた達のすぐ後ろよ！」

　魔モノ達全員が一斉に振り向く様には、鳥肌が立った。鋭い殺気を感じる。私に向いている。私の前を進む軍隊に、視線を合わせている軍隊はない、とさえ思えた。全すべての魔モノが、私を注視しているように感じた。

「今日ここで、彼女達を倒せば、私達の行く手を阻はばむ者はついにいなくなる！　勝てば、未いまだ人間に怯おびえて暮らす仲間達も、自由に生きていくことができる！　私達自身もだ！　好きなところに住み、好きな相手と、好きな時間を過ごすことができる！　平和が訪れる！　その幸福を掴つかみ取りたいという同志は、猛たけれ！　自分を奮い立たせよ！　敵は強い！　だがそれがどうした！　私達の魔力は、想おもいの力！　想いで私達が負けるはずはない！」

　空気が振動する。魔モノ達の猛り声が、ここまで伝わってくる。

「最後まであの魔王とやらの演説に付き合っている必要はありませんな」

　先頭での指揮をなぜか別の兵士に任せている隊長が、声を張り上げて指示を飛ばした。

「ぶちのめしてやれ！　人の力というものを思い知らせてやるんだ！」

　本当に、無策だったのか、兵士達はみんな、各おの々おのの武器を掲げながら突進を始めた。

　私は、一人だけ残った隊長に聞いた。

「あれじゃ無駄死にするんじゃないの？　どれだけ魔力の入った魔石を用意したの？」

「聞いて驚かないでくださるか！　私の部下の中で一番優秀な兵士が、超強力な魔石を運んでおります！　あれの魔力をぶつければ、魔王とて一撃でしょう！　勇者殿が旅立つ際に剣に嵌はめられた魔石、その中に入っていた三倍――」

　私は、嫌な予感がした。

「三百体分の魔力が入っておりますぞ！」

「……っ」

　私もアルも、アンジュも、カスケードの人達、皆が息を飲んだ。

　アンジュが、怒りを顕にしながら詰め寄った。

「あんた、馬ば鹿かなのかい？　馬鹿なんでしょ？　どう考えたらそんな軍隊で魔王に立ち向かえるのさ！」

「は？　誰だれだお前は。勇者殿は百体分の魔力で首都を旅立ち、魔王を追い込んだのだぞ！　なぜ三百が不足となる！　必ず事足りるだろうと国王は仰おつしやられたぞ！」

「三百どころか、千体分の魔力があっても、魔王の一撃を防げるかもわからないんだよ！」

「……なに？」

　魔力というものがどういうものか、この男は詳しく理解していない。魔王に仮に直撃したところで、小石をぶつけた程度のダメージしかないかもしれない。そんなことのために、五千人もかけるのか？　頭がおかしい。

「早く止めるように指示を出しなさい！」

　私も詰め寄る。すでに、軍隊はかなり前進している。足音が辺りに響いているし、ここからではもしかしたらもう声が届かないかもしれない。だが隊長は、首を横に振った。

「できぬ！　今回の戦いには、魔王を倒す以外の目的もある！」

「何をするつもり？」

「意思の操作による死を恐れない軍団だ！　その力の具合を」

　私は隊長を殴り飛ばした。派手に巨体が吹き飛ぶが、重みは感じなかった。倒れた男の腹を踏みつけ、剣を抜いた。

「クロワ！」

　アルが私を取り押さえた。私は振り下ろせない剣の代わりに、足先に力を入れた。隊長は潰つぶされた蛙のような悲鳴を上げた。

「魔王が……」

　カスケードの仲間の一人が呟つぶやいた。私は都市のほうへ目を向けた。

　魔王が、遠目にもわかるほどの巨大な魔弾を作っていた。

「逃げて！　逃げなさい！」

　特攻する兵士達たちに、私は叫んだ。けれど、それが無駄だとは私が一番わかっていた。おそらく、彼らはその行動こそが絶対的に正しいと思っている。私が勇者だという暗示をかけられて、そうとしか思えなかったように。

　魔王が魔弾を放った。私は障壁を国王軍の前方に展開するが、あっさりと突き破られ、兵士達を潰した。

　私は言葉も出なかった。唖あ然ぜんと土煙が晴れるのを見守った。晴れた土煙の中には、立っている人は誰もいない、ということはなかった。全身血だらけの者、片腕を失っているもの、いや、両足さえ失っているものもいたが、走り、あるいは這はいずり、魔王軍へ向かって進んでいた。

「ふ、ふはは！　どうだ、耐え切ったぞ！　彼らは痛みを感じない！　そう思わないようになっているからだ！」

　魔王の二弾目が放たれた。それを受けた後、国王軍に動ける者はいなくなっていた。

「そんな、馬ば鹿かな」

「馬鹿はあなたよ！」

「なぜこうなった！　勇者殿も、魔力による洗脳でその力を手に入れたではないか！　同じ、いやより強力な暗示をかけられた彼らが負けるわけ――ガッ」

「温厚な俺おれでもさすがに言うぜ。黙れよ」

　アルが、隊長を蹴け飛とばした。隊長は地面を転がり、起き上がらない。口も利かなかった。気絶していたから。

　魔王の声が響いた。

「今のは何？　前哨戦？　もしかして、彼らは私に許しを請いに来たのかしら？　そんなわけないわよね。武器を持っていたもの。あなた達たち、あんなもので私達を倒せると思っていたの？」

「今のは操られた人達よ。この戦いには関係なかった」

「あらそう。でも、人間は全員殺すんだから、関係なかったわね」

　魔王は再び魔弾を手に作り出した。標的は、次こそこちらだろう。

「待った！　待ってくれ！」

　それを、アルが身振りと共に止めた。

「説得なら聞かないわ」

「それは諦あきらめた。訊いておきたいことがあるんだ」

「これから死ぬあなたには必要ないでしょう」

「冥めい土どの土産みやげでもなんでもいい。頼む」

　魔王は、少しだけ悩んだが、言った。

「悪いけど、もうあなた達を前に、立ち止まっていられそうにないわ。魔モノの意思を、私は受け取る存在。殺せ殺せって意思が、もうやまないから。私はそれに従う」

「……わかった」

　アルは剣を構えた。私もだ。カスケードの人達も、弓を構える。

「じゃあ、戦いながらでいい。来いよ。質問に答える前に、やられてくれるなよ？」

「言ってくれるものだわ！」

　魔弾が放たれると同時に、私達は駆け出した。距離の分だけ到達の時間がかかり、難なく避よけられる。魔王は、私とアルを優先的に狙ねらってくるだろう。アンジュ達とは離れる。

　魔モノや、魔王も走り出した。激突はすぐだった。私達は魔モノ達の渦に飛び込んだ。右から拳こぶしが飛んできて、しゃがんで避ける。鋭い爪つめが伸びてきたのを弾はじく。脚に絡められた触手はすぐに切断した。全方位から攻撃は絶え間なく行われたが、私はその全すべてを防いでいた。アルも、立ち塞ふさがる敵をなぎ倒していった。

「聞きたいのは、八百年前の勇者のことだ」

　アルは宣言通り、闘いながら質問を繰り出した。

　魔王の攻撃だけは、紙一重でなんとか避よける。この前のように、一対二ならばもう負ける相手ではないが、他ほかの魔モノもいるから、魔王だけに攻撃を絞ることはできない。

「その勇者は、どうやってこの世界に来たんだ？　俺おれと同じ呪のろいか？」

「呪い？　まるで、来たくてこの世界に来たわけじゃないみたいな口ぶりね。おかげで、私達たちはこんなにも迷惑してるのに」

「悪いがその通りだ。ていうか、八百年前の勇者は、自分でこの世界に来たのか？」

「選んだわけじゃないはずよ。人間達が危機に陥っている世界に飛ぶことができるって言ってたわね。ところで、そろそろやられてくれない？」

「断る」

　後ろをとってきた魔王の拳こぶしを、振り向きながら叩たたき斬きる。魔王は下がり、拳を回復させた。他の魔モノが追撃は許さない。

　深く考える余裕はないが、やはり八百年前の勇者とアルは、同じ力でこの世界に来た、少なくともアルはそう考えているようだ。

「その能力について詳しく聞きたい。解かい呪じゆ方法とか」

「そんなもの知らないわよ。あの勇者と私は、ただ殺しあっただけなんだから。そうね、でも、あの女はその能力を、好きで手に入れた風だったわね。解呪なんて、考えてなかったと思うけど」

　元いた世界から強制的に追い出され、全まつたく知らない、しかも滅びかかっているような世界に、どうして好きで飛ばされようとするのか。私には全くわからなかった。アルも、納得できない表情だった。

「たぶんだけど、もうあなたが欲する情報を私は持っていないわよ。何かある？」

「いや、いい。手間かけさせたな。俺は、元の世界に帰らなくちゃならない。だから、あんたは倒させてもらうぜ」

　魔モノの数は、見る見るうちに減っていった。戦っているのは、私とアルだけではない。これだけ速く敵が減るのは、後方から、魔石を使った弓矢や、そのまま魔石をカタパルトで発射しているカスケードの仲間達のおかげだ。

「なんで、あなた達人間はこんなにしぶといのかしら！」

　もう、魔モノの残りも少ない。魔王は私達と距離をとった。

「ごめんなさいね、みんな。私のために戦ってくれた魔モノ達。やっぱり私は、勝てそうにない」

　魔王は、寄ってきた魔モノ達に、言った。魔王が、負けを認めた？

　そんなことはなかった。

「でも負けない。絶対にあいつらに勝利の喜びを与えない。時間を稼いで」

　魔王は右手を頭上に掲げた。その掌てのひらの上に、魔力が集まっていく。見たこともないほど、巨大な魔力の塊。国王軍を倒したものの何倍も大きい。まさに黒き太陽。あんなものが放たれたら、防ぎようがないし、避よけるにしても、どこまで行けば衝撃から逃れられるのか。今から走って逃げて、間に合うかどうかも怪しい。

「あれはとめないとやばそうだぞ！」

「ええ！」

　放たれる前に、魔王を倒さなければ。立ちはだかる魔モノを、倒していく。だが、ここまで生き残っているだけのことはあって、ややしぶとい。しかし魔王のあの魔弾も、巨大であるがゆえに制御が難しいらしく、まだ靄もやのように不完全な状態だった。なんとか、完成する前に全すべての魔モノを倒す。魔王まで、一気に距離を詰め、斬きりつける。まず腕を落とした。だが、魔弾は消滅しない。

「あなた達たちがいくら私を攻撃しても、この魔弾が完成するまでに、私が消えることはないわ！　もちろん、逃がすつもりもない！」

　矢も飛んできて、魔王の身体からだを抉えぐるが、まだ、魔王は倒れる気配を見せない。

「魔モノの軍は、もうあなただけよ！　観念したら！」

「占領した都市と、南の地にはまだ魔モノはいるけれど、そうね、十分にあなた達と戦える魔モノは残っていない！　だからこそ！　今！　ここで！　私があなた達を倒すしかないじゃない！　私自身の魔力で、私が掻かき消されてでも」

　なんとかする方法はないのか。魔王は、魔モノとは違う存在。魔力の塊。魔弾。魔力で相殺は、おそらくできない。それだけの魔力がこちらにないから。魔力の性質。意思を通して、様々なエネルギーに変化する。意思を持たなくなった魔力は、魔石に吸収される。

　そういえば、魔王は剥むき出しの魔力なのに、どうして私の剣に吸収されないのか。いや、当然だ。魔王は他ほかの魔モノの意思を常に受け取り続けている。人間を倒せという命令を、常に受け続けているから。だから吸収されない。魔石に吸収されるのは、意思のない魔石だけだからだ。

　魔王は、自分の意思を持っているわけではない。他者から受け取った意思に従っているだけ。勇者という暗示をかけられた私と同じようだ。自分の意思ではない。けれど、それが自分の意思のようだと錯覚している。

　魔王は、勇者の私と同じ？

「ねえ、魔王」

「私はレインドロルよ」

「レインドロル、あなたは自分の意思があるの？」

　もしかしたら、付け入る隙すきが残されている、かもしれない。

「私はあなた達たち人間が憎い。殺したい。これは、私の意思よ」

「違うわ。もし全すべての魔モノが人間に無関心なら、あなただって無関心になるはずよ。もし全ての魔モノが人間を愛せば、あなたは人間を愛するはずよ」

　レインドロルの周りに、もう魔モノは残されていない。南や占領された都市にはまだまだいるだろうから、レインドロルの意思が途切れることはない。しかし、今の私達の会話を聞いて、彼女に意思を飛ばせる魔モノもいない。

「人間を殺したい、魔モノを守りたい、勝ちたい、負けたくない。あなたは色々な意思を口にしてきたわ。でも、それはあなたの意思じゃない。あなたは、あなたの意思で何も行動をしていない」

「戯たわ言ごとを」

「じゃあ、あなたの意思だということを、証明してみせて。私達を道連れに死ぬのが、本当にあなたのしたいことなのか、その証明を」

　私は魔王――レインドロルの胸に、剣を突き立てた。

「私がただ操られている？　そんな馬ば鹿かなことがあるわけがないでしょ」

「だから、試してみればいい。他ほかの魔モノからの意思を、受け取らないようにすればいい」

「でも、それがどちらであっても、今ここであなた達と消滅する私には」

「関係がない？　本当に？　もしかしたら、本当のあなたは生き残りたいと思っているかもしれないわ。こんな戦いはやめて、平穏に暮らしたいと思っているかもしれないわ。その可能性は、否定できないはずよ。そう思うことしかできないようになっていることに気付けないまま、あなたは散るの!?」

　レインドロルは、明らかに動揺していた。

「これは、この胸の底から沸き上がってくる怒りは、間違いなく私のもの……そのはずよ！」

「自分でも、もしかしたらって考えてるんじゃないの!?　いえ、もしかしたらそう考えること自体ができないようになっているのかもしれない。私がそうだったもの。今までの自分の行動が、他者の意思だったなんて、考えたくないものね！　けど、私達に言わせれば、あなたは魔王という役をさせられている道化師なのよ！　悔しくないの!?」

　レインドロルの意思がぶれているせいか、魔弾は中々完成しない。

　だが、突然、魔王は目を見開いた。魔弾が、形を整えていく。

「私は、あなた達を倒すわ。自分を巻き込んででも」

　駄目だったか――。

　ごめんね、アル、それから共に戦ってくれた仲間達、この世界の人達みんな。そして、アルの家族やその世界の友人達、私のせいで、アルはこんなところで死んでしまう。駄目な私が世界を救おうなんて思い上がって、アルに手伝わせたから。

　レインドロルは、続けた。

「但し、自分の意思で。これが自分の意思だということを、今から証明してみせる」

　まだ、終わっていなかった。これが最後のチャンス。レインドロルがこれで、自分の意思を持っていれば私達たちの負けだし、そうでなくても魔石に吸収されるかどうかはわからない。手が震える。脚もだ。なぜか涙も出た。

　アルが私の手を握った。アルの剣は地面に突き立てられていた。

「お前は絶対に俺おれが守る。言ったろ？　お前は堂々と立ってればいい」

「馬ば鹿か言わないで。死ぬ時は一緒じゃないと嫌だから」

　レインドロルは、すっと目を閉じた。どのようにするのかはわからないが、他ほかの魔モノ達からの意思を、受け取らないようにしたのだろう。結果は、すぐにわかった。

「何も、感じない。私は、何？」

　レインドロルは、感情というものが消え去ったかのように、気の抜けた表情をしていた。そして、その身体からだの端から光の粒子となり、私の剣に吸い込まれていった。レインドロルは、身体の最後の一片が消えるまで、何が起きているのかわからない、というような表情をしていた。少しだけ、胸が痛んだ。

　そして、完成間近だった魔弾は消滅――しなかった。

　レインドロルは倒した。

　だが、結果は彼女が宣言した通り。私達の勝利にも、ならない。

　唇に柔らかい感触があった直後、どんと身体を押された。後ろに倒れる私に、魔弾との間に立ったアルが、にっと笑顔を向けた。

「……アル？」

「守るって言ったろ？」

　無駄だ。人一人の壁がこの巨大な魔力の塊に対して何になる。私もアルも、死ぬ。

　人間を、私達を殺したいという殺意が込められた魔弾は、ついに炸さく裂れつした。私は咄とつ嗟さに目を閉じた。轟ごう音おんが耳を貫いた。





　衝撃はなかった。

　痛みも感じる間さえ与えられず、私の肉体は消滅したのか。もう、轟音も聞こえない。ただ、辺りを通り抜ける風の音だけが聞こえた。

　なぜそんなものが聞こえる？

　私の神経は、研ぎ澄まされていった。聞こえるのは風の音だけではなかった。自分の呼吸音、心臓の音まで聞こえた。そして、

「間に合ったっぽいな」

　アルの声も。私は目を見開いた。

「なんで生きてるの？　アルも、私も」

　いや、やはり助からず死後の世界か？　そんなものがあると信じている人達たちもいると聞く。だが、アルの背後の爆発の跡以外は、目を閉じる前の風景と同じだった。

　いや、もう一つ違うものがあった。アルの、足元に描かれた陣だ。

「どうやら、魔法陣の中は不可侵らしいんだ。異世界と繋つながるせいだと思うんだが」

　私は立ち上がり、アルに触れようとした。しかし、見えない壁のようなものが魔法陣と呼ばれたものの上にあるらしく、どうしてもアルに触れることはできなかった。

　アルは、もう次の世界に行かなければいけない。

　世界を救ったから、アルの転移が始まった。そのおかげで私達は助かったわけだが、それでも、唐突すぎる。魔王を倒したのは、一体何秒前だというのだ。別れを惜しむ暇すらない。

　これで、お別れなのか。結局、ついていく手段は見つからなかった。悔しい。苦しい。もう、二度と会えない？　そんなのは嫌だ。でも、どうすればいいかわからずに、感情がただ口から溢あふれる。

「私、あなたのことを忘れないわ。ずっと、好きだから」

「当たり前だろ？　俺おれも、お前のことが好きだ」

　言いたいことは、たくさんあった。けれど、全然言葉にならない。悩んでいる時間はないのに。伝えきれない。アルは、にっと笑った。

「またな」

　私はその言葉で、はっとした。アルは、私と再会できると、信じてくれているのだ。だから、またな、と。そうだ。まだわからない。まだ、アルと会う方法が、絶対に見つからないと決まったわけではない。だから、私はその幸せな響きを持つ「またな」に、

「――うん」

　大きく頷うなずき返した。

　魔法陣はアルを完全に飲み込むと、だんだんとその半径を短くしていき、点となると、小さく瞬またたいて消滅した。

　言いたいことは、たくさんあった。

　でも、それは次に会う時に言ってやればいい。



    

  
    
      
第十章　旅の始まり





　魔王がいなくなったからといって、他ほかの魔モノが全すべて消滅するわけでも、全ての都市が解放されるわけでもない。私は剣を鞘さやに収めた。また一つ、都市を取り返した。こうして一つずつやっていくしかないのだ。

「お疲れ様です」

　都市を出ると、シュエットが、タオルと飲み物を持ってきてくれた。私は感謝の言葉とともに受け取った。

　アルがいなくなってから、私は占領され続けている都市を取り返していった。魔モノはもう、別種族同士で協力することもできない。統率の取れない魔モノなど、赤子の手をひねるがごとく簡単に倒せた。

　アンジュに、無事にこの都市も奪還できたと報告する。

「いやあ、ご苦労様だねえ」

　この都市長を含め、シュエットや、一部のカスケードの仲間達たちは、私のこの旅に付き合っていた。食事の面などで非常に助かっているのだが、自分達の街だって完全に復興したわけではないというのに、私なんかについてきていていいのか。一度、聞いてみたことがある。

「そりゃあね、カスケードも立て直さなくちゃいけない。でもま、カスケードを任せたやつらは、信頼できる私の仲間達さ。大体、私にできるようなことなんて、カスケードに住んでるタフなやつらなら、誰だれだってできるんだよ！」

「間違いないですね。私にもできます」

「シュエット、そこはフォローするところだよ！」

「というわけで、アンジュ様は面白そうなほうを選ぶ派なので、この旅にもついてきている次第です」

　なんて言っていたが、後々知ったことによると、ちゃんとカスケードには定期的に連絡を入れ、復興の指示も出しているらしい。やるべき仕事は、きちんと果たしている辺り、さすが都市長か。

　かなりの数の都市をすでに取り返した。すでに、魔モノが撤退していた都市もあった。互いにコミュニケーションを取れなくなったのだから、きっといざこざもあっただろう。

　しかし今日取り返した街は、中々数が残っていて大変だった。

「今日は、ちょっともう寝させてもらうわね。少し、疲れちゃったみたい」

「ご飯は？　すぐにできるけど」

「ありがとう。でもいいわ」

　私は自分に与えられたテントに入る。ベルトから剣を外すと、寝転んだ。

「どうしちゃったのかしら、私……」

　最近、私の調子はおかしかった。単純に、体調が悪いというわけではない。むしろ身体からだは健康そのものだし、剣の腕も衰えない。けれど、なんだろう。魂、とでも言えばいいのか。それが、どこかへ引っ張られているような、そんな感覚が、常に付きまとうのだ。

「どうしてか、知りたい？」

　どこからか声が響く。私は咄とつ嗟さに辺りを見渡した。誰だれも、いない。聞き覚えのある声だった。けれど、信じられない。もう一度、声は響いた。

「ここよ、ここ」

　それは、私の剣から響いていた。正確には、その柄つか、魔石。明らかに、レインドロルの、声。そんな馬ば鹿かな。

「あなたの言うとおり、私に意思、つまり自我と呼べるものはなかった。だから、作ったわ。この魔石の中で。時間はかかったけれど」

　私は剣から飛とび退のいた。元々、レインドロルは魔力の塊だ。それを、魔力として石に閉じ込めても、無駄だった、ということか？　早く、誰かに知らせなければ。

「まあ、落ち着きなさいって。何かできるなら、そうね、不意をついて魔弾でも放ってるわ。違う？」

　それでも私が警戒していると、レインドロルは続けた。

「それより、あなたに何が起きてるか、知りたくないの？」

　それは、気になった。ひとまず、攻撃などはしてこないようだった。魔石から出るということは、できないのかもしれない。

「話して」

「いいわ。面白そうだから教えてあげる。あなたにはね、あの男と同じ呪のろいがついているわ。あの、異世界の少年の」

　私は驚いた。いや、鵜う呑のみにするのは早い。まだレインドロルが、何を企んでいるのかわからない。

「詳しく」

「なんでかまでは、知らないわよ？　でも、おかげでわかったことがあるわ。あなたと二度目に会った時、急に成長してたのは、これのせいね。世界を救うだけの力がつく能力でもあるから」

　そういえば、勇者の暗示が消えた後、私は自分でも驚くほど成長していた。素早さも、筋力も、まさに桁けた違ちがい。気持ちの問題だと思っていたが、今にして思えば、そんなもので片付けていいほど小さな変化ではなかった。

　いつ、私に変化が起こった？　記憶を辿たどると、一つの可能性が思い浮かんだ。何度か、アルの力が流れ込んできたように感じることがあった。

「キス、した時かもしれない」

　あの時は、錯覚だと思った。好きな人とキスしたら、そう感じるものだと思った。だって、それまで、一度もしたことなどなかったから。

「でも、待って。レインドロル、あなたが言うように私にアルと同じ呪のろいが移ったと仮定するわ。でも、それならあなたを倒した時、私も別の世界に飛ばされなくちゃならないはずよ」

　そうだ。アルの呪いは、「人類が危機に瀕ひんしている世界に飛ばされる」というもの。なぜ、平和になったこの世界に私はいる？　レインドロルがこうやって自分の意思を持つことがわかっていたから？　それなら、なぜアルは飛ばされたのか。

「あなたのは、エネルギー不足ね。ちょっと足りないみたいよ」

　私は、肩を落とした。レインドロルの言葉を完全に信じるわけではないとしても、もしかしたら、アルを追いかけることができるかもしれないと思ったのに。だが、アルとキスする度に強くなっていったのは、段階を踏んでいたから、なのかもしれない。

「なんとかしたいと思わない？」

「……できるの？」

「代用すればいいじゃないの、魔力を」

　万能のエネルギー、魔力。人間には解明できていない部分がまだ多い。異世界の呪いでも、その力で代用できるものなのか？

「どうすればいいの？」

　疑問に思いながらも、私はその方法を聞いていた。もしかしたら、二度とない機会かもしれない。藁わらにも、すがる。目の前の敵にでも、すがれる。

「簡単よ。あなたの身体からだに、私の魔力を取り込みなさい。そうすれば、十分すぎるほどのエネルギーになるわ」

　私は、頷うなずいた。そっと、剣を取る。意識を、魔石に集中させる。自分に、この剣の魔力を。白い光が、私の中にすっと溶け込んでいった。

　私の右手が上がった。しかしそれは自分の意思ではなかった。

　その拳こぶしが握られた。しかしそれは自分の意思ではなかった。

　そして手が開かれた。しかしそれは自分の意思ではなかった。

　顔が持ち上がった。しかしそれは自分の意思ではなかった。

　唇の端が持ち上がった。しかしそれは自分の意思ではなかった。

　自分の意思では、何も動かせなかった。

「この身体からだ、しばらく借りるわね」

　その言葉は、私の声で、けれど私のものではなかった。

　騙だまされた。そのことに気づいた時は、もう私はテントを飛び出していた。

　魔力により、他者の意思は制御できる。人間でさえ知っていることだ。魔力の塊であるレインドロルが、知らないわけがない。解き放たれた意思を持つ魔力を、私はまんまと自分の体内に取り入れてしまったのだ。今、この身体の主導権は、完全にレインドロルにある。

　アンジュは、さっきと同じ場所にいた。シュエットも、近くにいる。こちらに気づき、微笑ほほえむ。

　逃げて。言おうとするも、口は動いてくれない。

「別に何もしないわよ」

　私の口で、レインドロルは言った。

「ん？　何か言ったかい？」

「なんでもないわ。ちょっとだけ出かけてくる」

　レインドロルは、本当に何もせずに、駆け出した。向かったのは、先程魔モノ達たちから取り返した都市だった。その中で、一番高い建物の屋上へと、レインドロル登った。

　何をするつもりなのか。私の考えはレインドロルにも届いているようで、返事がくる。

「ま、見てなさい」

　レインドロルは、右手を掲げた。しばらくは、何も起こらなかった。が、やがて遠くから、白い光が、こちらに向かって飛んできた。初めは、東西や南からいくらかずつで、北からはほんの少しだったが、少し時間が経たつと、南から一気に押し寄せてきた。それが、魔力だと気づくのには、随分と時間がかかった。

　最後の光が消えると、レインドロルは口を開いた。

「この世界では、人と魔モノのどちらかが消えるまで、争い続けなければならない。私達は負けたから、この世界は明け渡すわ。それで、私達は私達が平和に生きられる世界を探しにいくの。どこか、私達が暮らせるような世界があってもいいはず。それで、あなたにはそれに協力してもらうわ。呪のろいを持っているのはあなた。私はあなたの剣の中で、あなたと共に異世界についていく。私達が住めそうな世界が見つかれば、そこでお別れね。それが魔力を分ける条件、どうかしら？　この世界に今魔モノはいないから、人間と約束もできる」

　これが、レインドロルが、自分の意思で導き出した、答えなのだろう。

　断る理由はなかった。私は肯定しようとする。身体は動かなかったが、レインドロルに私の意思は通じたようだった。私の身体は、しばらく動かなかった。レインドロルの反応もない。

「もう身体からだは返したわよ」

　剣から声がする。言われてやっと、自分の意思で身体が動かせるようになっていることに気づいた。

「クロワちゃん！」

　下のほうからアンジュの声がする。私が見下ろすと、見慣れた赤髪と青髪が目に映った。私は建物から飛び降りた。剣に意識を集中し、風を起こす。それで衝撃を消し、着地した。

「今の光、見たわよね？　この街に飛んできてたんだけど」

　私は頷うなずいた。けれど、なんと説明するべきか。

「魔モノ全すべてを、私が取り込んだのよ」

　レインドロルが言った。

「今、剣が喋しやべりました？」

「ていうか、魔王の声じゃなかった？」

　私は溜ため息いきをついた。話がややこしくなった気がする。

「魔モノはもう全員いなくなったわ。そういうわけで、王様に伝えておいてくれないかしら。勇者クロワは、世界を救ったので、天界に帰りますって」

　私をこんな目に合わせた国王だ。せめて驚くがいい。

　二人とも、しばらくぽかーんとしていたが、やがて、にっと笑った。あんな適当な説明で納得してくれるなんて。だいぶ、親しくなったものだ。やはり別れるのはつらい。けれど、このチャンスは二度とないかもしれない。だから、私は行く。異世界へ。

「寂しくなるね。でもま、友の旅立ちを見送るのもまた友の務めだね」

「いつでも、好きな時に帰ってきてくださいね！」

「そういうわけにはたぶんいかないけれど――」

　私は、アルと別れた時の事を思い出し、最後にこの言葉で締めくくった。

「また会いましょう」

　私は剣の柄つかに意識を集中した。レインドロルは、きちんと魔力を分けてくれるようだ。魔力が私の中に流れ込んでくる。アルの足元に現れたあの陣が、私の足元に浮かび上がった。

　きっと、アルと同じ世界に飛べるという保証はないのだろう。

　だが、私は確かにアルと繋つながっている。そう感じる。ならば、きっと巡めぐりあえる。

　だって、私はアルのことが好きだから。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　ドキドキワクワクする物語が書けるようになりたい。

　初めまして。九く條じよう斥せきです。

　この度は、第８回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて、審査員特別賞を受賞させていただき、本作を出版させていただくことになりました。最近は喜びのあまり、パソコンの前で小躍りしながらキーボードを叩く毎日です。

　だんだんと寒い季節になってきました。大阪で一人暮らしを始めて早半年以上が経たち、そろそろエアコンくらいはほしいなぁと思っている日々。この本の印税が入ったら本格的に購入を検討しようと思っています。それまでは、大学の図書館が主な仕事場として活躍してくれるでしょう。資料読み放題でうはうはです。

　思えば、本作を新人賞に投稿するため執筆していたのも、ちょうど今くらいの時期でした。地元岡山で、現代文の勉強と称して小説の執筆をし、なんとか受験戦争を乗り切りましたが、受賞した今になっても思います。ちゃんと勉強しろ。はい、ごめんなさい。でも後悔もしていません。あの時書いていなかったら、こんなに早くデビューはできなかったでしょうから。

　この機会をフル活用し、立派な作家として大成してみませます。



　それでは遅くなりましたが、謝しや辞じを。

　担当の児こ玉だま様、切羽詰ったスケジュールで、なんとか出版に漕ぎ着けることができたのは、児玉様の導きがあったからです。本当にありがとうございました。

　可愛かわいらしいイラストをたくさん描いて下さった、えむけー様。今回、僕の原稿があまりにも遅かったため、急ぎで描いてもらうことになり、ご迷惑をおかけしました。次は余裕を持って取り掛かってもらえるよう、早めに仕上げたいと思います。ところで、表紙のクロワは履いてないですよね？

　ね？　え、何をって？　ははは、ご冗談を。

　さらに、編集長や編集部の皆様、審査員の皆様や、書店員様、この作品の制作、出版に携わってくれた全すべての方々にお礼を申し上げます。ありがとうございました。未熟者ですが、これからも全力を尽くして面白い小説を書いていこうと思います。

　そして誰よりも、本書を手に取ってくれた読者の皆様に、最大級の感謝を。

　またお目にかかる機会があることを願っています。

　その時にはまた、今作以上のドキドキとワクワクを――――



二〇一二年十一月　九條斥



    

  
    
      


　著者

　九條斥（くじょう・せき）

　　第８回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて審査員特別賞を受賞。

　　岡山から修行のために大阪へ。原稿と格闘の日々を送る。

　　何かを守れる男になりたい……そう、締め切りとか。



　イラスト

　えむけー

　　１９９２年生まれ。名古屋住み。

　　この度、メディアファクトリー様でお仕事させていただくことになりました。

　　若輩ですが、よろしくお願いします。



　　ＨＰ「摩擦仙人掌」

　　http://masatusaboten2.blog.so-net.ne.jp/
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